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名簿
湯本良治　4
〔よ〕
横上雪堂　2
＊横地石太郎　4
＊横田武三　34
＊吉井友実　1
＊吉井友兄　34
吉植庄司　3
＊吉植庄亮　3
吉岡栄進　3
＊吉岡郷甫　34
吉岡大慶　1
＊芳川顕正　1
芳川太郎吉　2
芳川雄悟　1
吉沢見識　1
吉田格之進　4
＊吉田熊次　234
吉田謙次郎　3
＊吉田賢龍　4
吉田幸子　3
＊吉田静致　4
吉田鉄禅　4
吉田平治　1
　　　　　　　4
　　　　　　3
　　　　　　1
　　　　　　34
　　　　　　5
＊吉武栄之進
吉村差吉
吉村新治
＊吉村善吉
吉村幸夫
吉原誉　3
依田孟　5
＊依田百川　2
四屋恒之　2
＊淀野耀淳　2
＊米山梅吉　2
米山久弥　2
米山長太郎　2
＊米山保三郎　2
141
李僑　2
〔り〕
〔れ〕
＊冷泉為条　34
〔ろ〕
呂圭亨　4
若林勝邦
脇坂平吉
＊鷲尾順敬
鷲嶺瑚水
和田圓什
和田鼎
和田和
和田幽玄
＊和田豊
〔わ〕
????? ?
　　　　　34
　　　　　4
　　　　　　34
　　　　　34
＊和田垣謙三　3
　＊渡瀬庄三郎　34
＊渡辺海旭　23
　＊渡辺勝三郎　4
　＊渡辺国武　1
　渡辺裏　3
i＊渡辺仁　4
「灘政治郎、
　＊渡辺千治郎　34
　渡辺武子　4
1　渡辺洞水　25
　渡辺平松　1
　＊渡辺又次郎　234
　渡辺嘉重　1
1
1＊渡辺龍聖　4
＊渡辺渡　4
　渡部薫之助　4
　渡部六尺　34
　＊和辻哲郎　2
93
瑞穂趣憲　1
御園生金太郎
＊溝渕進馬
＊道重信教
＊三井高保
＊三石賎夫
＊箕作元八
＊箕作秋吉
箕作良次
＊三矢重松
　　34345
2
342345
3
3
3
4
＊三那三能宣　1
＊三並良　2
峰岸伝三郎　34
峯岸米造　3
＊宮岡恒次郎　34
宮城清　34
宮城慧月　1
宮城助七　1
三宅英慶　3
＊三宅雄二郎　12345
宮崎犬丸　34
宮崎幹太郎　3
宮崎七兵衛　1
宮崎真吾　2
宮崎為三郎　1
宮崎竹叢　34
＊宮崎道三郎　34
宮沢栞　3
宮原安雄　1
宮本啓三郎　4
宮本恒之進　1
宮本正貫　2
＊宮森麻太郎　2
三好愛吉　34
実吉益美　3
＊三好学　34
三輸桓一郎　3
三輸政一　2
三輸茂一　34
〔む〕
＊陸奥宗光　1
武藤蔓人　5
村上貫善　1
＊村上専精　12345
村上壽夫　34
紫定吉　2
村田栄治　34
＊村田寂順　1
室八九郎　1
〔め〕
＊目賀田種太郎　34
〔も〕
＊望月信亨　34
本沢徳重　1
森敬倍　4
森順次郎　3
森鉄五郎　1
森嘉穂　34
森田徳太郎　2
森林太良　23
森山益　2
森山益夫　25
文殊浩然　34
〔や〕
八木光貫　2345
八木友真　1
＊安井小太郎　2345
＊八杉貞利　2345
保多守太郎　4
柳井恒夫　34
山井幹六　2
山内副忠　1
　山尾新三郎　34
山岡禄良　3
＊山県有朋　1
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＊山県伊三郎　4
山県壽雄　34
　山川園門　1
＊山口鋭之助　34
　　　　　　34山口七石
山口春岳　　　　　　34
＊山口彰真　　　　　　4
＊山口彦総　　　　　　4
山崎覚次郎　3
山崎俊介　3
山崎近子　3
山崎平助　1
山代道策　1
　　　　　　　34
　　　　　　2
　　　　　　　1
山田諮太郎
山田孝道
山田治兵衛
＊山田準　34
山田俊栄
山田大助
山田辰治
＊山田直矢
　山田政吉
山田遜
山田芳景
山田良海
山本亀光
1
1
34
3
34
　　　　34
　　　　　ユ
　　　　　1
　　　　　3
山本久太郎　1
山本仁七郎　1
山本祖学　5
山本鎮三郎　34
山本傳　34
山脇貞夫　2
鑓水僧賢　1
〔ゆ〕
＊融道玄　34
＊湯原元一　34
湯本寛治　3
湯本武雄　3
＊湯本武比古　234
名簿
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名簿
不二見一乗　1
藤海魯城　1
藤水淳行　5
＊藤村作　2
藤原勝善
古市寛光
古市質次
古川一無
古川貫綜
故田仁誉
古谷覚壽
古谷忠造
??? ??
〔へ〕
＊日置益　34
＊日置黙仙　34
〔ほ〕
帆足新治　1
＊北條時敬　35
宝来亀四郎　3
朴亦陽　4
朴斉斌　4
星伊七郎　1
星野幹　234
＊星野恒　2
星野明徳
穂積銀子
＊穂積重遠
＊穂積陳重
細貝利吉
???
＊細川千嚴
＊細田謙蔵
細野南岳
＊補永茂助
堀銭之丞
堀三郎　3
堀宜聡　4
＊本化日将　4
　　　　　　2
　　　　　　1
＊細川潤次郎　134
　　　　　　1
　　　　　　4
　　　　　　34
　　　　　　2
　　　　　　3
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本荘太一郎
＊本荘了寛
本多敬存
＊本多辰次郎
＊本多日生
本多善丸
本多霊祥
＊本間太郎
本間俊明
本間六郎
???「?? ????
???
?
? ? ??
〔ま〕
前島芳太郎　34
＊前田慧雲　2345
前田学　1
真岡湛悔　3
真柄栄　1
牧野競　1
牧頼元　34
＊正木直彦　34
＊正富由太郎　345
真嶋桂次郎　1
間島與喜　34
枡田ひで子　4
増村度次　134
又原太郎　3
＊町田則文　34
松井茂　3
松浦興三左衛門　234
松浦蔵六　1
松浦興三松　2
松尾吉士　34
松尾幸八郎　1
松岡撹維　1
松岡均平　3
＊松方巌　3
＊松方正義
＊松木行賢
松崎畳本
松下定雄
4
134
34
4
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＊松本愛重
松本了然
＊松山直蔵
真淵　4
真山右教
松島鉦四郎　2
＊松島善海　34
松多北洞　4
＊松本源太郎　1234
松本孝次郎　235
松本順吉　3
松本順乗　1
＊松本蒸治　34
松本雪城　34
＊松本白華　4
＊松本文三郎　2345
＊松本亦太郎　3
　　　　　　2345
　　　　　　4
　　　　　　245
1
丸井圭治郎　234
丸茂古ね　3
丸茂猛　23
丸山庄五郎　1
丸山環　23
丸山福治　12
〔み〕
＊三浦梧楼　1
＊三上参次　34
三上友五郎　1
＊三島復　234
＊三島定之助　234
三島繁三郎　34
三島春洞　34
＊三島毅　234
水科善祐　3
＊水嶋鎮也　4
水島義郎　3
水谷喜次郎　4
水谷智鷹　1
水谷猶象　3
水原琴窓　4
野崎源次郎
野崎二郎
野尻精一
＊野田義夫
野間春波
＊野村宗十郎
＊乗杉嘉壽
野老乾一
　34
3
23
234
34
　3434
2
〔は〕
灰谷八十治　1
＊萩野由之　234
萩原裕　2
＊羽柴雄輔　4
波島野源起　3
橋本倉之助　34
＊橋本圭三郎　34
羽塚慈音　1
＊長谷宝秀　4
　長谷川菊太　34
長谷川駒八　34
　長谷川八弥　3
　長谷川赴史　3
長谷川弥五八　4
＊秦敏之　34
波多野源耀　4
＊波多野精一　23
＊波多野貞之助　2
＊服部宇之吉　34
服部俊崖　5
＊羽鳥升平　4
華園数江　1
＊花田仲之助　34
花房日秀　5
＊馬場悪治　3
馬場瑞園　4
　浜田健二郎　234
浜田賢次郎　4
＊早川千吉郎　3
早川智尭　34
＊林権助　34
＊林泰輔　34
＊林竹次郎　345
＊林田亀太郎　3
＊原煕　3
原田悦子　3
原田清岳　3
原田秀泰　34
春愛義誠　5
＊春山作樹　235
〔ひ〕
ビーメリー　　4
檜垣藤吉　1
檜垣直右　34
東敬治　2345
東慈海　2
肥田野畏三　34
　日種観明　34
彦阪謁照　345
＊土方久元　34
＊土方寧　3
＊日高真実　1
　日野義淵　1
　白初月　4
＊平賀周　34
開川嘉市
＊平田源作
＊平田東助
平田盛胤
平田良知
平●梅渓
＊平沼淑郎
平松理一郎
＊平松理英
平山金作
平山順　2
平山成一郎　3
広井辰太郎　234
広岡久右衛門　3
????? ???
??
?? ??
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＊広陵了賢　34
＊広瀬太平　34
広瀬守一　1
弘中唯見　4
＊深作安文
＊深田康算
福井了雄
福定無外
＊福島安正
〔ふ〕
福田秀五郎
幅野長蔵
福原岱郎
＊福原錬二郎
福山宏
＊福来友吉
藤光雲
　25
　234
　34
　34
　34
　　3
　34
　2
　　3434
　3
34
藤井円順　2
藤井静英　25
藤井清記　1
藤井信之　3
藤井又右衛門　1
＊藤岡勝二　3
藤岡恭次郎　3
藤川吉次郎　34
藤川元治郎　1
＊富：ヒ」日游2
藤実人華　5
＊藤沢利喜太郎　345
藤島了穏
藤田昭円
＊藤田四郎
＊藤田敏郎
＊藤田豊八
藤田富美
藤田祐鎧
藤田祐真
藤谷大淳
不島定治
23
1
4
34
23
3
1
1
1
5
名簿
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名簿
禿氏岳山　5
＊得能文　12345
＊所金蔵　234
戸澤鼎　3
戸田恒太郎　13
戸田福蔵
栃木唱覚
栃木義春
戸塚経一
富井隆信
＊戸水寛人
＊富田敦純
富塚玖馬
外山知三
＊外山正一
豊島清子
豊島慶弥
?
　　　　　4
　　　　　2
　　　　　5
　　　　　34
　　　　　345
　　　　　34
富永きぬ子　34
　　　　　3
　　　　　1
豊島とし子
＊虎石恵実
＊鳥尾小弥太
??????
2
〔な〕
＊内藤恥里　2
　内藤虎次郎　3
長井亜歴山　3
＊永井威三郎　3
長井村太　34
中井梅園　34
長尾槙太郎　2
長尾如雲　5
＊長岡半太郎　34
　中臣正二　1
　中川観秀　345
＊中川謙二郎　34
中川正信
中隈敬蔵
＊永坂石壊
中崎盛雄
永崎米治
??????
145
　中里好一
　長沢市蔵4
　長沢市三
　中沢澄男
＊中沢弘光
＊中島鋭治
＊中島徳蔵
［＊中島力造
　長瀬つる
　長瀬正行
　長根禅提
‘　中野堅照
　中野省吾
中野徳三郎
＊中橋徳五郎
中原庸　3
＊長原孝太郎
中原貞七
＊長松篤秦
＊中村久四郎
＊中村恭平
中村常吉
＊中村春二
＊中村正直
??????﹇?? ???? ???????
4
? ??
　34
3
34
　234534
1
3
1
中村安次郎　3
中山浄映　1
中山謹信　1
中山弥三郎
灘尾晃壽
夏秋十郎
南木国定
七里仲麿
南木性海
奈良坂源一郎
　成田賢州
　成瀬得雄
1
已南篠文雄
1　南浮自教
1南浮智成
　南間月乗
　1
5
34
1
5
34
　　1
5
1
1234
1
34
1
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＊南摩綱紀　2
〔に〕
　＊西周　1
　西岡恭一郎　1
　西川賢治　1
〕　西川太郎一　11
　＊西川順之　34
　錦織古次郎　3
　仁科衛　1
1　西村九郎　2
1＊西村茂樹　1
　西村毎太郎　3
　西山英清　3
　＊西山哲？台　345
　西脇皆三郎　3
　西脇玉峯　2
　西脇国三郎　1
　ec西脇済三郎　34
西脇純平
西脇健之
西脇保治
新田倹譲
＊新渡戸稲造
丹生屋隆道
3
3
34
2
　34
　3
〔ぬ〕
　＊額田晋　3
・＊忽滑谷快天　34
1　沼久蔵　1
　沼沢孝英　34
　＊沼波武夫　2
〔ね〕
根岸練次郎　3
＊根本通明　2
　　　　　　〔の〕
i濃：呈‡145
瀧川浩　2
　1龍沢菊戊：良β4
　瀧村斐男　2345
瀧谷琢宗　1
武信之　234
武泰磨　2
竹内警根　1
竹内次郎　34
　竹川井中　1
竹島憲　34
＊竹添進一郎　2
辰巳小次郎
立見四郎
　田中篤雄
＊田中稲城
　田中克　1
　田中三四郎
　田中三之助
＊田中治吾平
　田中順之助
武田慧宏　34
＊武田五一　34
＊竹中成憲　34
竹橋順子　3
＊建部遮吾　34
竹山常次郎　3
田子隆範　1
田島教恵　5
多田実園　34
立柄教俊　2345
立花鉄雄　1
龍野元四　25
　　　　　　　1234
　　　　　　34
　　　　　3
　　　　　　34
?「?
　田中正右衛門　1
＊田中正平　3
＊田中治六　2345
　田中澄太郎　4
＊田中善立
＊田中智学
田中直達
　田中百嶺
???
?
? ?
1・棚橋絢子
1・棚橋一郎
1＊田部重治
「田辺善知
　田浪龍本
＊谷干城　1
　谷輝哲　2「谷川蝿1
「　谷口閲電　34
＊谷本富　345
　玉井養拙　1
　田村武治　34
　田村貫雄　5
　團野亀吉　34
　田中泰磨　2
　B］　i，p良宏雀　34
i。田蟻能25
1＊田中館愛橘　34
　　　　　　4
　　　　　　　12345
　　　　　　2
　　　　　　25
　　　　　5
〔ち〕
＊近角常観　2
近松教了　1
千々和巽　1
千葉次郎　3
千葉智養　1
千葉東文作　1
長連恒　2
〔つ〕
＊塚原政次　2345
1願三谷3・L難㌧：l
l。辻新次、
　辻義治　3
　津田信夫　3
1碑田真道1
　＊土子金四郎　1234
　土田俊　3
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名簿
土田正　3
土屋寛　3
土屋観山　4
土屋治厚　3
土谷浄角　1
土谷全治　1
土屋弘　2345
土屋幸正　3
堤義路　2
＊坪井九馬三　1234
＊坪井正五郎　2
＊坪内雄蔵　134
坪野平太郎　34
＊坪谷善四郎　34
妻木僧暢　34
津村智龍　1
津本静塘　4
鶴田為次郎　3
鶴見守雄　3
〔て〕
鄭丙朝　4
鄭萬朝　4
手塚大制　1
寺島光法　2
寺田福壽　1
寺谷一誠　1
寺谷覚誠　1
＊暉峻義等　2
〔と〕
　土岐供　3
已陽賊
　都河龍
　富樫来源
＊土宜法龍
　時田礎松
＊時任為基
i・常盤大定
　4
345
常盤井智能
???????
146
名簿
下妻久徴　3
下村爽　25
下村沢邦　1
下山寛一郎　2
下山秀久　3??????? ?????? ? ? ?
釈尾春芳
＊荘清次郎
＊白井光太郎
＊白井成允
　白石三雄
＊白尾義夫
　白川至敬
＊白鳥庫吉
＊白鳥敏夫
＊白仁武
城山謙致
12
34
4
34
234
　34
　34
　　23
2
5
1
345
3
3
　　　　　34
　　　　　　4
斯波淳六郎　3
新谷勇太郎　5
進藤端堂　1
＊神保小虎　34
＊神保格　3
新町徳之　345
＊新村出　2
〔す〕
＊菅了法　34
菅原通　234
＊菅原通敬　34
＊杉敏介　2
杉程次郎
＊杉浦重剛
　　　　　2
　　　　　345
杉浦向太郎　4
杉下定雄i3
杉田北洞　3
杉谷佐五郎　2
147
杉村恒造　3
杉村友次郎　3
杉本周徳　3
杉本純次郎　3
杉本定治　4
須佐天斎　4
調所広丈　1
鈴木雨渓　4
鈴木券太郎　235
鈴木卓苗
鈴木智排
鈴木暢幸
鈴木天山
＊鈴木俊行
鈴木法深
＊鈴木馬左也
鈴木充美
＊鈴木宗忠
鈴木利喜三
＊砂川雄俊
栖原辰蔵
栖原つね
34
4
2
5
5
34
　3434
234
　3
4
1
1
〔せ〕
藤尾音次郎　1
＊uaJII昌者　34
＊関寛之　5
＊関正雄　34
＊関根仁鷹　4
＊関根正直　2345
関矢橘太郎　1
瀬脇壽雄　2
千家尊紀　1
＊千家尊福　1
〔そ〕
宋栄大　4
＊副島種臣　1
＊添田寿一　34
＊曾我量深　2
87
＊薗田宗恵　345
多恵雄伸
＊高岡隆心
＊高木兼寛
高木尚介
高木契則
鷹桐了慶
〔た〕
＊高楠1頂次郎
高桑駒吉
＊高崎正風
高志大了
＊高島嘉右衛門
＊高島大円
＊高島平三郎
＊高瀬武次郎
＊高田早苗
＊高田慎吾
高田義ヂ
高辻楢次郎
高野礼太郎
高橋一雄　3
高橋金次郎　1
高橋邦三
＊高橋九郎
高橋経之
高橋三郎
1
34
34
2
1
1
　234234
1
12
　　12345
　234
　234534
2
1
　3
　5
高橋重太郎
高橋順庵　1
＊高橋捨六　34
高橋善三郎　1
高橋武夫　34
＊高橋亨　34
高橋得蔵　3
高橋徳龍　4
高松誠　3
高松道　3
高安博道　34
　高山林次郎　2
2
13
4
1
　34
小林日董
小林道彦
小林好日
小林力弥
小林良四郎
＊小日向定次郎　345
＊小松謙次郎　3
小松亮　1
小松吉久　34
＊小松原英太郎　4
　小松原慈太郎　3
小見清潭　2
小室新造　1
小屋保治　2
＊小柳司気太　2345
＊権田雷斧　2345
近藤秀琳　1
近藤1山太郎　34
＊近藤虎五郎　34
＊近藤基樹　3
近藤勇建　1
2
35
2
34
　2
〔さ〕
西郷陽　2
＊税所篤秀
西條公道
＊斎田功太郎
斎田耕陽
＊斎藤河具
斎藤伊登子
斎藤運三
斎藤軍八郎
斎藤孝一郎
＊斎藤唯信
＊佐伯有義
佐伯友光
酒井佐保
　酒井忠一
酒井文吉
＊境野哲　234
34
1
　2
345
2
　4
1
　34
　52345
4
34
4
3
1
　　　　　　2
　　　　　　345
　　　　　　34
　　　　　　3
　　　　　　4
‘＊坂本四方太　2
　阪本影之助　34
．　坂本大道　34
　坂本春幸　341
　相良吉治　1
　＊桜木谷慈薫　21
＊佐久間貞一　1
＊桜井義ii§　2
　桜井正次　3
　桜井時雄　3
　佐崎圭喜　1
　　　　　　　1
　　　　　　345
　　　　　　34
坂口貫道　4
坂倉幸利　3
＊坂崎侃　2
＊坂田丈平
＊阪谷芳郎
坂梨素雄
坂牧美辰
坂巻善辰
佐々木厳能
佐崎重暉
「堪木祖淳
　佐々木珍龍1唯妹鮮
　佐々木徳成
．＊佐佐木信綱
　佐々木祐寛
　佐々木壽孝1
　笹原新一郎
＊佐治実然
佐竹観海
佐谷台二
佐知兼次
佐藤己巳
佐藤崇蔵
佐藤正興
里見義隆
里村勝次郎
沢監治　3
沢鳳山　1
4
????
1345345
3
?
34
1
34
5
　34
一86　一一
沢野祖天　4
＊沢柳政太郎　234
1
＊志賀重昂1
＊志賀泰山1
1繁田満義
1＊重野安繹
〔し〕
＊椎尾弁匡　34
潮田玄丞　34
潮留真澄　2
＊塩谷温　4
塩見競　4
塩谷恒太郎
＊滋野井祐裏
＊宍戸一郎
志立鉄次郎
＊幣原坦　34
＊篠崎五郎
篠田英一
篠原浅吉
＊柴崎恒信
　3423
4
34
12
　1
2
　34
1＊柴田甚五郎
　柴田太郎兵衛
「　柴原砂次郎
＊柴原和　1
　N島地大等　2345
1＊島地黙雷　12
　＊島田釣一　234
、　島田剛太郎　34
島田重礼
＊島田蕃恨
島根良影
島村清吉
志水三郎
清水善照
＊志村源太郎
下川勝治
下澤端世
＊下田義照
1
3
1
34
　345
　　1
　345
2
2
1
1
5
25
　34
3
5
234
名簿
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名簿一
　ネ巾田佐一良β4
＊神田孝平　1
〔き〕
義朗　4
木内愚　4
＊木内重四郎
木尾房丸
＊菊池謙二郎
菊池香一郎
＊菊池秀言
菊池敏彦
菊池久吉
菊池壽人
菊池峯子
菊本直次郎
＊岸清一　34
　3
1
　34
　3
134
34
345
2
3
　3
＊北垣国道　1
＊北沢定吉　2
＊北野元峰　234
＊鬼頭玉汝　3
木原翠園　1
＊紀平正美　2345
＊木辺孝慈　4
＊木†寸辱麦吉　　　2
＊木村泰賢　34
魚允連　4
経塚壽慶　1
清浦銀子　3
清沢厳俊　1
＊清沢満之　ユ2
　清瀬真禅　1
＊清野勉　2
＊雲英晃耀　1
　金公植　4
勤息義城　2
＊金原明善　34
具義　4
〔く〕
149
陸鋏厳　34
日下寛　234
日下部東作　34
日下部徳兵衛　1
草場季彦　2
草間恵浄　1
公荘惟和　3
＊楠潜龍　1
＊楠本武俊　34
工藤壮平　4
国友寛　1
　国広不二三　1
＊久野昌一　34
久保久平　1
久保盛之助　1
＊久保得二　34
　久保雅友　134
＊久保了寛　1
久保田弥三郎　3
窪谷国三郎　1
熊谷五郎　2
熊木嘉吉　1
熊沢優子　34
神代洞通　1
＊隈本有尚　3
久米金弥
＊栗田寛　2
　グリッピン　34
栗村五郎　4
＊呉秀三　25
＊伎人戒心
黒川雲登
＊黒川真頼
＊玄巣慶祥
黒田国三郎
黒田真洞
黒田太久馬
黒田武定
＊桑木厳翼
桑畑静善
4
2
2
1
　1
2
　3
34
345
5
85
＊桑原騰蔵　234
桑原綾江　4
桑山敏　345
〔け〕
玄隠祝　4
匠鑑光　5
〔こ〕
小池善平　2
小池友徳　3
小池文徳　4
小池正彪　3
小岩井亀太郎　1
郷白厳　234
高賀読三郎　345
古宇田実　3
　国府寺新作　134
河野新太郎　3
河野託春　1
＊河野広中　2
小貝庸吉　1
古五啓三郎　34
小嶋達太郎　3
小嶋憲之　3
＊古城貞吉　345
小平隆次郎　3
小谷政一　1
児玉忠善　4
朽木義春　3
＊後藤象二郎　1
古藤智水　1
小中村清矩　2
小西純静
小西新八
＊近衛篤麿
＊木場貞長
＊小林一郎
小林観修
＊小林正盛
25
34
1
34
2
1
34
岡崎正也
＊岡田三郎助
岡田実磨
岡田諦賢
岡田鉄蔵
　岡田分平
＊岡田良平
＊岡野敬次郎
岡原＃鉄
岡原旦華
＊岡部譲　34
岡村佐忠太
岡村増太郎
岡村光武
岡村龍善
岡本黄石
＊岡本監輔
岡山陽　3
＊小河滋次郎
荻野仲三郎
＊荻原雲来
＊奥田貫照
＊奥田義人
＊奥村圓心
奥村教介
奥村倉吉
奥村長作
奥山清美
小栗捨蔵
小栗平蔵
＊小栗栖香頂
＊尾崎行雄
＊織田得能
小田仏乗
＊落合直文
＊乙竹岩造
＊尾上八郎
34
　3
2
5
34
3
ユ23
　34
5
5
??
??????
＊小野塚喜平次
小原喜三郎
　2
　32345
12
34
1
5
1
3
2
3
4
　1234
2
1
2
4
234
　　34
　3
〔か〕
L
ぽ鶴3；
已何礼之　13
＊加賀秀一　　　　　　13
i＊利井明朗　　　　　　14
　垣内松三　　　　　2「垣見毅3
　角春三　2
i＊葛西善蔵　5
　風戸藤三郎　5
i籠㌶
　柏原敬弘
　春日雪厳
　粕谷金十郎
　加太安邦　3
＊片山国嘉　3
　片山繁雄　3
　片山総平　4
　片山崇　3
＊勝安芳　1
1＊勝間田稔
　加藤欽治
　加藤源太郎
　桂五十郎
＊桂湖村　2
笠原敬輔
笠原隆輔
＊加藤玄智
加藤秀旭
＊加藤彰廉1
＊加藤精神
?
已力藤高明
＊加藤恒忠i
　加藤照麿
i＊加藤弘之
＊加藤熊一郎
加藤楊舟
????
4
?
?
1
4
　3434
345
2
34
45
345
34
34
1
　23
4
一84．
一名簿
加藤礼二郎　2
　門田勘四郎　1
角田松寿　3
金井経彦　3
＊金井延　34
金井保三　2
鼎義暁　2345
金沢来蔵　4
金森喜作　3
金井恭輔　3
＊金子堅太郎　1
金子慈叡　5
＊金子大栄　5
金子常三郎　4
金子凡鳥
＊金子弥平
金松空賢
兼松高一・
＊狩野亨吉
＊嘉納治五郎
＊狩野直喜
＊上泉徳弥
上條辰蔵
＊上村観光　4
＊亀谷聖馨　345
亀山要　1
蒲生重之　2
河合鉄造　3
川上淳一郎　1
＊川上四郎　3
　川上半四郎　1
＊河口慧海　3
川越新一　3
＊J（【崎寛美　34
　川島長兵衛　1
＊河瀬秀治　34
川田鉄也　34
＊河津逞　3
河邊時三　34
＊？申崎一作　345
5
34
14
3
3
　1345
3
4
2
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稲葉宅蔵　34
＊稲葉昌丸　34
稲村修道　5
＊犬養毅　234
＊犬塚勝太郎　34
＊今泉定介
今泉宣介　4
今外三郎　2
　今川覚神　34
＊今沢慈海　34
＊今福忍　2345
今湊良定
今村信吉
今村猛雄
＊入沢達吉
岩上行披
井上玄真　2
井上重太　1
＊井上成章　34
井上定太　1
＊井上哲次郎　234
＊井上徳定　34
井上徳太　1
井上文治　1
井上真子　3
井上要蔵　1
井上良慶　3
　茨木清次郎　34
＊今井登志喜　3
　　　　　3
＊岩川友太郎
磐漆三郎
岩瀬一民
＊宇井伯壽
植下平吉
＊上杉文秀
＊上田万年
上田讃道
＊植田豊橋
??????
?
〔う〕
25
1
34
2345
1
234
151
1・上田敏2
?
＊植竹武之助
上野逸三
上野専一
上原恒治
上原益蔵
植松貞　3
植村俊平
上山任介
宇敷則一
＊内田周平
　2
2
34
2
2
内田甚次郎
＊内田正　34
内田融　2
＊内堀維文
内丸輝義
＊宇野哲人
馬崎瑞園
梅田謙敬
梅谷興一
梅原喜太郎
梅本順三郎
3
5
3
1234
　1
34
2
234
3
5
2
　345
　1
〔え〕
　江川政太郎　3
＊江木衷　34
　エチ・エチ・ガイ　2
＊海老名弾正　3
江見密禅　1
遠藤亀太郎　1
＊遠藤正　34
＊遠藤保太郎　34
＊遠藤隆吉　2345
〔お〕
生沼永保　4
大内俊　4
＊大内青轡　1234
大内正　4
大江文城　345
83
…畑元遵
?
　大瀧雨山
　大竹虎雄
＊大谷螢亮
　大渓覚成
　大谷勝真
i・大谷耀
1＊大谷光尊
＊大谷正信
＊大津麟平
＊大塚専一
＊大塚保治
＊大槻修二
＊大槻文彦
　鷲斎　1
　大野快賓
i＊大野精七
1　大野成良
1　大橋貞勝
1＊大橋佐平
大江黙外　4
＊大倉喜八郎　4
プ（澤敬三　4
＊大沢三之助　3
大島多計比古　34
＊大島正徳　234
＊大島義修　4
大住舜岳　34
＊大関久五郎　3
1
4
3
34
34
3
1
1
345
34
34
234
34
34
；　大畠教心
i大町壮　4
1　大道長安　1
1＊大宮孝潤　345
i　大村正夫　34
1大矢知昇3
1大山秀顕5
　大脇康徳　3
‘　岡信誓　11
＊岡実　34
＊岡倉覚三　2
???
赤堀銘三郎　34
＊赤堀又次郎　2345
＊赤松照憧　34
秋洲長美　34
＊秋月左都夫　34
秋月胤継
＊秋野孝道
秋満有常
秋山悟庵
＊秋山澄栄
＊暁烏敏　4
朝井治之吉
浅岡満俊
朝倉謹道
浅田知定
麻田法潤
浅野慧深
浅野長因
朝日誘宋
浅見忠平
＊足利行述
＊芦津実全
2
2345
34
5
1
葦名慶一郎
盧野敬三郎
安達一光
＊渥美契縁　1
＊跡見花践　4
＊跡見勝　34
＊姉崎正治
阿部慧行
＊阿部次郎
天沢文雄
雨宮熊吉
＊新井石禅
　2
34
1
34
1
1
1
1
1
234
34
　345
　34
3
43?????
＊荒川義太郎　3
荒浪平治郎　12345
有馬憲文　34
＊有馬祐政　2345
＊有吉明　34
＊有吉忠一　34
1
1
　粟野俊一　3
i　安西卯三郎　5
i安藤運三　1
＊安藤謙介　341
1　安藤勝一郎　2?
1＊安藤弘　2345?
！＊安藤正純　2345
1＊安藤嶺丸　34
！　　　　〔い〕
　井石淳美　1
　飯田ii篶一　5
ド禦鶏ll，
井口泰温
　井口武英
＊池田菊苗
池田貞雄
＊池田成彬
池田精一
池田忠蔵
＊池原雅壽
＊池辺義象
生駒高常
伊澤道雄
ee石井常英
石井茂吉
石上北天
石川潔太
＊石川舜台
＊石川照勤
石川太郎
＊石川千代松
石川直記
石川洗　3
石川二三造
石川義昌
＊石黒五十二
＊石黒忠篤
徳
?
黒石?
4
3
3
2
3
2
1
34
34
3
3
3
3
1
34
4
2345
34
　234534
　2345234
　3434
12345
82
石坂銀五　3
石坂嘉蔵　1
＊石沢慈興　4
石田久子　3
　石塚藤太郎　34
　石橋甫　3
　石幡伊三郎　2
1”石原修2
　井島重保　3
　石見龍葦　34
　石本秋園　34
＊石渡敏一　34
　　　　　3泉含章
＊泉道雄
＊磯江潤
＊磯田良
磯部磯院
板垣源治郎
板倉銀之助
依知川敦
＊一木喜徳郎
＊市島謙吉
一番瀬健
市村九内
＊市村讃次郎
＊逸見仲三郎　　4
＊井出健六　34
伊藤栄次郎　1
伊藤弘一　34
伊藤貞勝　3
＊伊藤長七　3
伊藤長次郎　234
＊伊藤長蔵　3
＊伊藤徳之助　34
伊藤秀雄　3
伊藤英三　3
伊藤裕　345
稲垣末松　2
稲葉一道　1
井上貞兼　1
34
234
2
　1
　　4
　　12
　5
　　345
　4
　4
　1
　　234
名簿
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索引
伊賀駒吉郎
泉道雄
磯江潤
市島謙吉
伊藤長七
植竹武之助
内堀維文
遠藤正
大島正徳
大島義修
大谷正信
乙竹岩造
加賀秀一
加藤彰廉
狩野亨吉
嘉納治五郎
狩野直喜
亀谷聖馨
菊池謙二郎
隈本有尚
????????????????沢柳政太郎宍戸一郎
幣原坦
柴崎恒信
柴田甚五郎
杉敏介
杉浦重剛
高島大円
高島平三郎
高田早苗
田中治六
棚橋絢子
棚橋一郎
所金蔵
外山正一
中川謙二郎
中村恭平
中村春二
中村正直
南摩綱紀
36　西川順之　　　　54
37　西村茂樹　　　　54
37　新渡戸稲造　　　55
371乗杉嘉壽　　　　56
37　波多野貞之助　　57
40　羽鳥升平　　　　57
41　広瀬太平　　　　60
44　藤田豊八　　　　62
44　　　ゴヒ條日寺敬　　　　　　　62
44　細川潤次郎　　　63
46　正木直彦　　　　64
47　町田則文　　　　65
47　松本源太郎　　　65
50　松山直蔵　　　　66
50　三島復　　　　67
51　三島定之助　　　67
53　水i鳴鎮也　　　　67
53　　　溝渕進馬　　　　　　　67
53　三石賎夫　　　　68
54　山口彦総　　　71
湯原元一　　　　72
横地石太郎　　　72
吉岡郷甫　　　　73
和田豊　　　　　75
渡辺千治郎　　　76
渡辺又次郎　　　76
16、社会福祉・社会教
　育
　赤松照憧
　／」・河滋次良β
　上泉徳弥
　花田仲之助
　17．医療
　佐々木東洋
1瀬川s9
　竹中成憲
　永坂石壊
　額田晋
????﹈??
???
　　　　　　　基礎名簿氏名一・覧
※今回の辞典作成にあたって調査対象となったすべての人名を姓の五
　十音順に配列した。
※＊を付したものは、本文中に記載されていることを示す。
※数字は、下記の5つの基礎資料の番号を表わす。
　1　哲学館特別賛成者・創立寄附者
　2　哲学館・哲学館大学・東洋大学講師職員名簿
　3　結婚通知人名
　4　　1吉婚言己念IIJ占
　5　『井上円了先生』
　　　　　〔あ〕
＊青木一男　34
　青木源十郎　1
青木秋太郎3
＊青木定謙　4
青木梅岳　4
青樹雅子　3
　　　　　81
青樹政孝
青木良助
青鹿秀栄
青柳達存
4??
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瀬川昌書
田中正平
田中館愛橘
坪井正五郎
暉峻義等
永井威三郎
長岡半太郎
中島鋭治
額田晋
原煕
富士川游
藤沢利喜太郎
箕作秋吉
三好学
山口鋭之助
山田直矢
横田武三
吉武栄之進
渡瀬庄三郎
渡辺渡
11．文芸・著述
市島謙吉
落合直文
尾上八郎
葛西善蔵
桂湖村
坂本四方太
笹木祖淳
佐佐木信綱
菅了法
杉敏介
高崎正風
坪内雄蔵
永坂石壊
沼波武夫
林竹次郎
正富由太郎
三宅雄二郎
山口彰真
??????????
?????????
吉植庄亮
依田百川
12．芸術・工芸
岡倉覚三
岡田三郎助
川上四郎
永坂石壊
中沢弘光
長原孝太郎
福原鏡二郎
細田謙蔵
松本白華
箕作秋吉
13．宗教（仏教）
赤松照憧
秋野孝道
秋山澄栄
暁烏敏
芦津実全
渥美契縁
新井石禅
安藤正純
安藤嶺丸
池原雅壽
石川舜台
石川照勤
石沢慈興
稲葉昌九
井上成章
井上徳定
大内青轡
大谷螢亮
大谷光螢
大谷光尊
大宮孝潤
奥田貫照
奥村圓心
小栗栖香頂
?
?????
????????????? ?? ? ?? ??
0??
?????????????????????? ??????????????????????????? ????? ?????? ????????????????? ??
索引
21　平松理英
22　広陵了賢
23　日置黙仙
25　細月1千嚴
26　本化日将
27　本荘了寛
28　本多日生
28　松木行賢
29　松島善海
29　松本白華
30　道重信敦
30　三那三能宣
31巨杜輔??????????????村田寂順
望月信亨
山口彰真
融道玄
渡辺海旭
14．他の宗教・思想
有馬祐政
海老名弾正
大内青轡
岡倉覚三
岡部譲
狩野亨吉
神崎一作
志賀重昂
島地黙雷
千家尊福
田中治吾平
西周
新渡戸稲造
沼波武夫
三並良
15．教育界
跡見花腰
跡見勝
安藤弘
??????????????
???
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索引
内堀維文
宇野哲人
江木衷
遠藤隆吉
大島正徳
大関久五郎
大塚保治
大槻修二
大槻文彦
岡実
岡野敬次郎
岡本監輔
小河滋次郎
奥田義人
落合直文
乙竹岩造
尾上八郎
小野塚喜平次
箆克彦
桂湖村
加藤玄智
加藤精神
加藤弘之
金井延
狩野亨吉
狩野直喜
河津遅
神田孝平
菊池謙二郎
Ptl：A・．＿ヌ手旧
北沢定吉
紀平正美
清野勉
久保得二
栗E日寛
黒川真頼
桑木厳翼
桑原騰蔵
古域貞吉
小日向定次郎
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????????????????????小柳司気太
斎藤阿具
坂崎侃
坂田丈平
佐佐木信綱
塩谷温
志賀重昂
重野安繹
島田釣一
下田義照
白井成允
白鳥庫吉
神保格
新村出
鈴木俊行
鈴木宗忠
関寛之
関根正直
高島嘉右衛門
高島平三郎
高瀬武次郎
高田慎吾
高橋亨
竹添進一郎
建部遮吾
田中稲城
田中義能
田部重治
谷本富
塚原政次
津田真道
土子金四郎
坪井九馬三
坪井正五郎
得能文
戸水寛人
外山正一
虎石恵実
内藤恥皇
中島徳蔵
?????????????????????????????????????? ?????????????? ???? ????????? ?????? ??????????????
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??三宅雄二郎
宮崎道三郎
宮森麻太郎
村上専精
安井小太郎
八杉貞利
1“田準
湯本武比古
吉田熊次
吉田静致
依田百川
淀野耀淳
米山保三郎
和田垣謙三
渡辺龍聖
和辻哲郎
10．学者・研究者
　（理科）
池田菊苗
石川千代松
石黒五十二
石原修
井出健六
伊藤徳之助
入沢達吉
岩川友太郎
遠藤保太郎
大沢三之助
大塚専一
大野精七
片山国嘉
木村駿吉
呉秀三
近藤虎五郎
近藤基樹
斎田功太郎
志賀泰山
白井光太郎
神保小虎
?????????????? ー ー??
志賀泰山
幣原坦
篠崎五郎
柴原和
志村源太郎
白鳥敏夫
白仁武
菅原通敬
鈴木馬左也
関正雄
竹添進一郎
辻新次
津田真道
時任為基
南摩綱紀
西周
野口之布
乗杉嘉壽
羽鳥升平
馬場癒治
早川千吉郎
林権助
平田東助
福原錬二郎
藤田四郎
藤田敏郎
日置益
本多辰次郎
宮岡恒次郎
陸奥宗光
目賀田種太郎
山県伊三郎
山口鋭之助
山口彦総
吉井友兄
吉村善吉
冷泉為条
渡辺勝三郎
渡辺国武
????????????????????索引3．地方自治体関係
高橋九郎
平田源作
4．法曹界
石井常英
江木衷
山：＃三＿f？lfi
木村駿吉
砂川雄俊
高橋捨六
馬場悪治
宮岡恒次郎
5．軍隊・警察
青木定謙
石黒忠徳
上泉徳弥
近藤基樹
高木兼寛
谷二F城
鳥尾小弥太
花田仲之助
平賀周
福島安正
本間太郎
三浦梧楼
山県有朋
6．実業界・財界
池田成彬
伊藤長蔵
大倉喜八郎
大橋佐平
金子弥平
川崎寛美
河瀬秀治
鬼頭玉汝
金原明善
???
????
楠本武俊
久野昌一
佐久間貞一
志村源太郎
荘清次郎
白仁武
鈴木馬左也
高島嘉右衛門
高橋捨六
土子金四郎
坪谷善四郎
中橋徳五郎
長松篤桀
西脇済三郎
橋本干三郎
秦敏之
61早川千吉郎??????
????????
平田源作
松方巌
三井高保
吉井友兄
米山梅吉
7．技術者
大沢三之助
川崎寛美
近藤虎五郎
武田五一
野村宗十郎
渡辺仁
L　8．学者・研究者
　　（仏教）
宇井伯壽
上杉文秀
荻原雲来
織田得能
加藤精神
力口藤負ξ一良β
金子大栄
????????
?????ー ↑
????
亀谷聖馨
河口慧海
木村泰賢
雲英晃耀
斎藤唯信
境野哲
桜木谷慈薫
椎尾弁匡
島田蕃根
高楠順次郎
常盤大定
南條文雄
忽滑谷快天
前田慧雲
松本文三郎
村上専精
望月信亨
融道玄
吉田賢龍
鷲尾順敬
渡辺海旭
9．学者・研究者
　（文科）
赤堀又次郎
足利行述
姉崎正治
阿部次郎
池辺義象
惨眼
　市村讃次郎
　井上哲次郎
　今井登志喜
　今泉定介
　今沢慈海
　今福忍
　上田万年
　上田敏
　内田周平
　内田正
????
?????????? ??
78
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索引
基礎規定別索引
※本文に掲載された人名を、その基本規定㊦）に従って下記のよう
　に分類した。
1．政　　　界
2．官　　　界
3，地方自治体関係
4L法　曹　界
5、軍隊・警察
6．実業界・財界
7，技　術　者
8．学者・研究者（仏教）
9．学者・研究者（文科）
10．学者・研究者（理科）
11．文芸・著述
12．芸術・工芸
13．宗教（仏教）
14．他の宗教・思想
15．教　育　界
16．社会福祉・社会教育
17．医　　　療
1．政界
青木一男
荒川義太郎
有吉忠一
安藤謙介
安藤正純
池田成彬
石黒忠篤
石渡敏一
一木喜徳郎
市島謙吉
犬養毅
犬塚勝太郎
岡田良平
岡野敬次郎
奥田義人
尾崎行雄
何札之
勝安芳
加藤彰廉
加藤高明
??????????? ?? ー?ー?? ??
加藤恒忠
金子堅太郎
河野広中
後藤象二郎
近衛篤麿
小松謙次郎
小松原英太郎
税所篤秀
阪谷芳郎
佐治実然
柴原和
千家尊福
副島種臣
高田早苗
田中善立
谷干城
時任為基
鳥尾小弥太
中橋徳五郎
長松篤柴
林田亀太郎
土方久元
????????平田東助
松方正義
松本蒸治
三浦梧楼
陸奥宗光
山県有朋
吉井友実
吉植庄亮
芳川顕正
渡辺国武
　12・官界
　　青木一男　．　L　青木定謙
　！秋月左都夫　147　［跡見勝???荒川義太郎
有吉明
有吉忠一
安藤謙介
石黒五十二
石黒忠篤
?
??????? ? ? ??
石渡敏一
一木喜徳郎
逸見仲三郎
犬塚勝太郎
植田豊橋
大島義修
大津麟平
岡実
岡田良平
何礼之
勝間田稔
加藤高明
加藤恒忠
川崎寛美
河瀬秀治
木内重四郎
北垣国道
限本有尚
木場貞長
小松原英太郎
佐伯有義
阪谷芳郎
??????????????????
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わて、1902（明治35）徳島県師範教諭、1907（明
治40）校長となる。1919（大正8）滋賀県女師
範校長となる。㊧22⑮3、4
名士伝1952竃・01㊧1　　　　　エf韓1857（安政4）－1919（大正8）．6．29
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：馨肥前（長崎県）e東大理学部（1879）窪卒
渡辺仁　わたなべ・じん　㊧建築家室18871業後同理学部教授となり、1882（明治15）ドイ
（明治20）・2－1973（昭和48）・9・5㊧東京㊥ッi・留学。さら｝・ベルギー・イギリスで炭坑
献麟学科（1912）鎚辺渡の子・鉄道院’G麟の予防を研究またア・リ・の蝶を視逓信省につとめ・1920（大正9）建築設計事務．察。帰国後、東大工科大教授、農商務省技
所を開く。作品には・日本勧業銀行’銀座服1師、御料局技師、佐渡鉱山局長など歴任し、
部時計店・第一生命相互本社などがあり・東　1902（明治35）工科大学長となる。．蓼「鉱床学
京帝室博物館（東京国立博物館）は特に有名。　i大意」、「試金術汎論」㊨05⇔4
葺05⑭4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和辻哲郎　わつじ・てつろう　⑮倫理学者、
渡辺千治郎　わたなべ・せんじろう　璽教育　精神史家、文博e1889（明治22）．3．1－1960
者箏1869（明治2）一？⑯滋賀県㊥東京高師　（昭和35）．12．269兵庫県㊥東大文科（1912）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1893）‘鍵馬’瀕’香川各県臓輸をヘP錘学中より「酬潮」｝・参加する・ニーチ
渡辺又次郎　わたなべ・またじろう　㊧教育
者奮11866（慶応2）．22．3－？㊤東京㊥東大
文科（1893）⑭東京法学院（中大）・哲学館で講
師をつとめたのち、1897（明治30）帝国図書館
司書長となる。その後二高教授、五高教授の
ち教頭となる。また日比谷図書館の創設事務
をつとめる。1911（明治44）東北大農科大教
授、1918（大正7）北大大学院教授をへて、
1920（大正9）水戸高校（茨城大）校長となる。
⑬99（諺2、3、4
渡辺龍聖　わたなべ・リゆうしょう　㊧倫理
学者㊧1865（慶応1）．8一ヱ944（昭和19）．7．
2㊥越後（新潟県）⇔東京専門学校（1887）
馨アメリカに留学、1894（明治27）コーネル大
でPh．D．を受ける。帰国後、東京音楽学校・
東京高師教授、音楽学校長、小樽高商・名古
屋高商校長を歴任。㊤r批判的倫理学」開発
エ・ Lルケゴールの研究から実存哲学の開拓
老のひとりとなる。1921（大正10）「思想」創
．刊に参画。東洋大・法政大・慶応大・京大な
どで講じたのち、文部省在外研究員としてド
イツに留学しハイデッガー哲学にふれる。
1934（昭和9）東大教授となり、1949（昭和24）
退官。学術研究会議会員・文教審議会委員・
学士院会員で、また日本倫理学会初代会長・
文化財専門審議委員などを歴任する。1955
．（昭和30）文化勲章受章。⑧「和辻哲郎全集」
?
全20巻　岩波書店㊧「和辻哲郎研究」理想337
1955、「和辻哲郎追悼特集」心1961、和辻
照「和辻哲郎の思ひ出」岩波書店1963、湯浅
泰雄i編「人と思想・和辻哲郎」三一書房1973
⑪05㊥2
〈補遺〉
乙竹岩造　おとたけ・いわぞう　㊧教育学者
「㊧1875（明治8）－1953（昭和28）趣三重県
㊧東京高師室．国定教科書制度の最初の修身書
の編集にあたる。欧米留学後、実験教育学を
社1922、「民族と其文化」宝文館1924蓼牧田1日本1ご紹介し・英才教育と遅退児教育に関心
利平編「越佐人物誌」野島出版ユ972ぎ03③4
渡辺渡　わたなべ・わたる　㊧鉱業功労者、
を深める。文部省視学官兼東京高師教授、東辰理科大搬を歴任．のち社会教醐会研
究所長をつとめる。．ぎ01、02ぽ4
76
158
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鷲尾順敬　わしお・じゅんきょう　⑰仏教史
学者B1868（明治1）－1941（昭和16）㊤大阪㊥
哲学館8井上哲次郎・村上専精の指導を受け
る。曹洞宗大講師などをへて、1905（明治38）、
東大史料編纂掛編纂補助嘱託11924（大正13）
史料編纂官となる。仏教史学会を設立し、
「仏教史学」を主宰。⑧「日本仏家人名辞書」
1903、「日本仏教文化史」1938㊧01趨3、4
和田豊　わだ・ゆたか　⇔教育者⇔1864（元
治1）．2－？㊧静岡県⇔東京師範（1885）愚栃
木県師範・福島県中学・同県尋常中学の教諭
をへて、1888（明治21）同尋常中学校長。さら
に青森県・島根県の尋常師範、新潟県師範の
校長を歴任し、1904（明治37）兵庫県御影師範
（神戸大）校長となり、1921（大正ユ0）までつと
める。㊨99㊧3、4
和田垣謙三　わだがき・けんぞう　⑳経済学
者、法博㊥1860（万延1）．7．14－1919（大正
8）．7．18㊤号吐雲㊤但馬㊥東大文学部（1880）
㊧ヶンブリッジ大、ベルリン大などで理財学
を修め、帰国後文部省御用掛となる。1886
（明治19）法科大講師、1891（明治24）法博。
1898（明治3／）農科大教授となる。また日本女
子商業学校長・東京商業学校長などをつとめ
る。㊧「世界商業史要」、「兎糞録」、「吐雲
録」、「西遊スケッチ」⑨05③3
渡瀬庄三郎　わたせ・しょうざぶろう　⇔動
物学者、理博箏1862（文久2）－1929（昭和4）．
3．8邸静岡県馨札幌農学校1ジョンズホプキ
ンス大蜜発生学・組織学を修め、1890（明治
23）Ph．　D．。クラーク大講師・シカゴ大助教
授となり、ドイツ留学後、ウッズホール臨海
実験所講師となる。1899（明治32）理博となり
帰国、東大理科大で教授する。また天然記念
物保存事業に尽くす。（rtu　Osttt　3、4
渡辺海旭　わたなべ・かいきょく　⑤仏教学
者、僧侶（浄土宗）㊧1872（明治5）－1933（昭
和8）．iS幼名由蔵、号壼月㊤東京㊥浄土宗本
校㊧1900（明治33）浄土宗最初の海外留学生と
してヨーmッパに留学し、仏教・サンスクリ
ット・パーリ語など研究。1910（明治43）帰国
後、浄土宗立芝中学校長、宗教大・東洋大各
教授などつとめる。日本宗教協会理事、日印
協会理事、浄土宗執綱、大正大財団理事長な
ど歴任し、1932（昭和7）満州国鏡泊学園総長
となる。この間1922（大正11）から高楠順次郎
とともに「大正新修大蔵経」の都監をつと
め、1934（昭和9）全100巻の刊行を完成した。
⑧「欧米の仏教」1913z「壼月全集」全2巻
1933［葺｝Ol㊧2、　3
渡辺勝三郎　わたなべ・かつさぶろう　⇔内
務官僚㊧1872（明治5）．1．4－1940（昭和15）．
9．24⑯岡山県⇔東大法科（1896）㊧高等文
官試験に合格し、奈良・広島県参事官、福島・
和歌山県書記官、京都府事務官をへて、1908
（明治41）徳島県知事、1914（大正3）内務省地
方局長となる。1917（大正6）新潟県知事、
1919（大正8）長崎県知事、1921（大正10）横浜
市長を歴任。1925（大正14）東洋拓殖会社総裁
となる。のち錦鶏間砥候・高松宮別任をへ
て、1937（昭和12）宮中顧問官となる。⑪05㊥
4
渡辺国武わたなべ・くにたけ⇔官僚、政
治家㊧1846（弘化3）－1919（大正8）㊤信濃
（長野県）⑬租税寮六等出仕、高知県権令・県
令、福岡県令、大蔵省調査局長・主計局長・大
蔵次官をへて、伊藤内閣の蔵相となる。1900
（明治33）政友会創立委員となり、再び蔵相を
つとめる。日清戦争後、財政整理方針で伊藤
と対立する。◎松下軍次r渡辺国武君」信濃
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吉武栄之進　よしたけ・えいのしん　⑱工博
㊧1864（元治1）、6－1927（昭和2）．1．3．㊤信i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　州（長野県）㊥東大理学部（1884）‘8東京府・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t中学校’師範学校教諭、第二高等中学校教授1
をへて、1895（明治28）東京高工教授となり、　「
⑧「認識論」（編）帝国百科文庫169　博文館
1907、「韓近の論理学・認識論」哲学雑誌263
1909、「認識論之根本問題」日本学術普及会
1917◎船山信一「明治論理学史研究」哲学全
書10理想社196暗03㊥2
1899（明治32）染色法研究のため英・独に留学。i実業家㊧1868（明治1）．2－1946（昭和21）．4
1902（明治35）帰国、1906（明治39）文部省視学…㊧東京⇔ウエスレヤン大（米）91895（明治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1官を兼任。1915（大正4）工博となり、1920128）帰国後、日本鉄道につとめたのち、1897
（大正9）東京高工校長となる。1923（大正12）　（明治30）三井銀行に入社。翌年池田成彬らと
東京高等工芸学校長兼任。この間各種委員、　欧米の銀行業視察を命ぜられ、のち大津・深
また東京化学会会長・大日本織物協会理事長・｜川・横浜・大阪各支店長をへて、1909（明治42）
発明協会技術委員などをつとめる。⑰05⑭4［常務取締役となる。1920（大正9）東京ロータ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝り一・クラブを創立。1924（大正13）三井信託
吉村善吉　よしむら・ぜんきち　＠税務署長‘創立とともに社長に就任、信託協会会長もつ
㊧1863（文久3）．9．3－？㊧岡山県㊥和仏法
律学校（1900）・8》高等文官試験に合格し、長
野・奈良・大阪・神戸・東京の税務署・税務
管理局などをへて、JiLig・徳島税務署長、
1917（大正6）仙台税務署長、1921（大正10）和
歌山税務署長を歴任。圏99⑮3、4
依田百川　よだ・ひゃくせん　璽漢学者、演
劇評論家㊧1833（天保4）．11．24－19⊂｝9（明治
42）．12．27㊧通称七郎、号学海、緯朝宗、
百川は字㊥下総（千葉県）種佐倉藩校成徳院
の都講・藩公用人をへて、1869（明治2）少参
事となる。1878（明治11）修史局編輯官に出
仕、のち文部権少書記官などをつとめる。
1885（明治18）官を辞し、以後著述にはげみ、
また演劇改革のために活動した。⑰「諦海二、
「吉野拾遺名歌誉」、「依田百川自伝．◎依田美
狭古「父百川の思い出」⑪06③2
淀野耀淳　よどの・こうじゅん　⑧哲学者、
論理学者㊧1879（明治12）－1918（大正7）㊧新
潟県㊥東大文科（1904）⑪東洋大・中央幼年学
校で認識論と論理学を教授するが、流感のた
め39歳で死亡。認識論的論理学を志向した。
i米山梅吉よねやま’うめきち醐行家
とめる。のち三井合名理事、三井信託会長な
ど歴任。1936（昭和11）辞任後1青山学院緑岡
小学校長となる。②「米山梅吉選集」全2巻
1960◎青山学院初等部編「米山梅吉伝」1960
＠＞01、　05⑬）3
米山保三郎　よねやま・やすさぶろう　毯哲
学者㊧1869（明治2）．1－1897（明治30）．5．
298号天然居士、大愚山人芭金沢馨東大文科
（1893）⇔第一高等中学時代より漱石の親友。
大学院で空間論を研究するが、チフスで死
亡。㊨04⑭2
む
　冷泉為条　れいぜい・ためなが　9宮内省御
　歌所講師1㊦188ユ（明治14）．8－1946（昭和21）．
　10蟄幼名千代丸舎京都府③1905（明治38）襲爵
　し、伯爵。1910（明治43）御歌会講師、1918（大
　正7）殿掌、御歌所参候、192S（昭和3）歌会
　始御製講師。また1913（大正2）から1937（昭
　和12）の間、数年おきに歌会始講師をつとめ
‘る。［亘）99㊥3、4﹇
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?法科（1890）⇔大蔵省試補となり参事官室勤
務、その後主税局徴収課長・同経理課長・書
記官・官房第4課長・東京税務管理局長など
を歴任。1899（明治32）退官し、日銀に入り副
支配役、のち大阪支店長・ロンドン代理店監
督役をへて、1906（明治39）理事となる。1919
（大正8）退任。㊨99⑧3、4
吉植庄亮　よしうえ・しょうりょう　㊧歌人、
政治家⑮1884（明治17）－1958（昭和33）⑧号愛
剣㊧千葉県㊥東大法学部⑨「やまと新聞」な
どの記者をつとめ、金子薫園に師事して、
1921（大正10）歌集「寂光」を出版。翌年歌誌
「撤撹」を創刊。1924（大正13）帰郷、開墾事
業に従事しながら農民短歌といわれる写実的
な作品を発表。1936（昭和11）以後衆議院議員
に当選3回、政界でもす活躍するが戦後公職
追放となる。⑧「大陸巡遊吟」1939、「開墾」
1941、「海嶽」1942、「稲の花粉」1945、「霜ぶ
すま」　1958（RJOI⑭3
川顕正小伝」1940㊨Ol、02㊧1
吉田熊次　よしだ・くまじ　㊥教育学者、文
博㊦ユ878（明治11）．2．27－1964（昭和39）．7．
15㊤山形県㊧東大文科（1900）◎哲学館講師
をつとめ、ドイッ留学後、1904（明治37）東京
女高師兼東京高師教授となりi再び留学後
1907（明治40）東大文科大助教授兼任。1912
（明治45）「カント及びカント以前の道徳教授
論」で文博。1916（大正5）東大教授専任とな
りi1934（昭和9）退官後1国民精神文化研究
所研究部長をつとめる。‘㊧「社会的教育学講
義」、「系統的教育学」、「我が国民道徳」、「女
子教育の理念」㊧土田忠雄「吉田熊次先生略
歴・著作目録」教育哲学研究2　1966⑬05⑧
2、3、4
吉岡郷甫　よしおか・さとし　⇔教育者㊧
1876（明治9）．1．6－1937（昭和12）．10．15
⑯山口県㊥東大文科（1899）⇔二高教授・東　吉田静致　よしだ・せいち　⇔倫理学者⑤
大講師をへて、1908（明治41）文部省視学官。　1872（明治5）．7．25－1945（昭和20）．10．4㊧
さらに1911（明治44）東京音楽学校教授のの　長野県㊥東大文科（1898）唇1899（明治32）文
ち、1913（大正2）文部省督学官・普通学務局　部省在外研究員としてドイツ留学、1902（明
瓢罐。篇㌶罐鑑㍉莫罐㌘霊難，＝耀
⑬99＠3、4
芳川顕正　よしかわ・あきまさ　⑯政治家㊧
1841（天保12）－1920（大正9）㊧幼名賢吉、号
越山㊤阿波（徳島県）㊧長崎で洋学・語学を
学び、1870（明治3）伊藤博文の推挙で大蔵省
に出仕。1882（明治15）東京府知事となり、首
長の行政権強化を主張。1890（明治23）文相と
なり、教育勅語を発布する。のち司法・内務・
逓信各大臣、貴族院議員、枢密顧問官、国学
院学長となる。伯爵。穆水野秀雄編「伯爵芳
吉田賢龍　よしだ・けんりゅう　㊥仏教哲学
者㊥？－1943（昭和18）．L4⑪三高教授など
へて、1913（大正2）七高造士館（鹿児島大）
教授兼校長事務取扱、翌年校長となる。1920
（大正9）広島高師校長となる。⑨12、99⑧4
川こ関する研究」で文博、東大教授となる。
1925（大正14）帝国学士院会員、1928（昭和3）
日本倫理学会初代会長。1933（昭和8）東大を
退官、東京文理科大講師・日大理事となり、
日大文学部予科長・高師部科長などつとめ
1る。⑲「倫理学講義」育成会1903、「現代と
道徳」広文堂1915、「倫理学原論」目黒書店
1932、「倫理学上より見たる日本精神」東洋
図書1934㊧「吉田博士古稀祝賀記念論文集」
宝文館1943、山田孝雄「吉田静致博士の人と
思想」精神科学1　1962日大哲学研究室fSO3、
73
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27）東大教授となり、1899（明治32）エ博。の
ち三井鉱山に入り、三池炭鉱の経営にあた
る。同社専務理事をつとめたのち、石狩石
炭・北海製紙各社長を歴任。また北海道炭鉱
汽船取締役等の要職についた。㊨‘05轡3
?
融道玄　ゆう・どうげん　㊥密教研究者、僧
侶（真言宗）㊧1871（明治4）．12．22－1918
（大正7）．3．15㊧広島県㊥東大移密教の教理
及び発達を研究し、権田雷斧に学ぶ。東京中
学教員、陸軍士官学校講師などをへて、1904
（明治37）真言宗総合大教授、翌年中大教授と
なる。1909（明治42）高野山大教授、1913（大
正2）京都神護寺住職となる。＠「高野山時
報」114号⑲99⑧3、4
湯原元一　ゆはら・げんいち　㊧教育家㊥
1863（文久3）－1931（昭和6）⑯佐賀⑨東大医
学部中退⑪福岡・山口の中学、五高などで教
え、宮崎・新潟の中学校長、新潟県視学官、
北海道庁事務官を歴任し、1907（明治40）東京
音楽学校長となる。欧米視察後、1917（大正
6）東京女高師校長、のち東京高校初代校長
をつとめる。⑪「倫氏教育学」、「欧米教育の
新趨勢」1914、「教育と文化」1920⇔02趨3、
4
湯本武比古　ゆもと・たけひこ　⑰教育学者
i’d　1857（安政4）－1925（大正14）㊤信濃（長野
県）㊥東京高師建‘1884（明治17）文部省編輯局
に入り、読本編集にあたる。1889（明治22）ド
ィッ留学後、学習院・東京高師教授となる。
1896（明治29）開発社に入り、「教育時論」主
幹、のち社長となる。この間哲学館講師、東
洋大財団監事、京北中学教員・校長補佐もつ
とめる。⑧「新編教育学」1894、「新編教授
学」1895、r湯本武比古選集」1955⑬01㊧2、
3、4
よ1
ゆ～よ
横地石太郎　よこじ・いしたろう　㊧教育者
箏1860（万延1）．1．6－？⑱石川県⇔東大理
学部（1884）⑪神戸師範・京都府尋常中学・
造士館の教諭をへて、1893（明治26）福島県尋
常中学校長、翌年同県師範校長をつとめる。
18 5（明治28）愛媛県尋常中学教諭、翌年校長
となる。1900（明治33）仙台高校教授をへて、
山口高校教授、1911（明治44）山口高商（山口
大）校長となる。⇔99㊧　4
横田武三　よこた・たけぞう　㊧生理学者㊧
1886（明治19）．12．3－1945（昭和20）．2．7⑯
埼玉県㊥福岡医大、東大理学部’S　1917（大正
6）新潟医学専門学校教授となる。1921（大正
10）から1923（大正12）までヨーロッパ留学、
帰国後新潟医大教授。n一マ字論者。また日
独文化協会に関係し、「維摩詰所説経」をドイ
ツ語に翻訳。㊧32㊥3、4
吉井友実　よLい・ともざね　⑭政治家‘㊥
1828（文政11）－1891（明治24）㊨元重称仁左衛
門、仲助i幸輔㊧薩摩（鹿児島県）㊥薩摩の
財務官として志士と交わり、奔走する。1862
（文久2）藩政改革に際し、徒目付に抜擢され
る。島津久光に従って京都に出、大原重徳の
従士となり、山科兵部と改名して江戸に出
る。1868（明治1）徴士・参与・軍務局判事、
のち司法・民部・工部・宮内各省に歴任し、
元老院議官となる。1881（明治14）日本鉄道会
社初代社長、1884（明治17）宮内次官、1887
（明治20）伯爵、1891（明治24）枢密顧問官とな
る。⑬Ol轡　1
吉井友兄　よしい・ともよし　㊧官吏、日銀理
事奪1863（文久3）．6－？㊧鹿児島県㊥東大
72
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やロシア語研究に転じる。哲学館講師などのの　OSve　4
ち、1903（明治36）東京外語教授となり、ロシ
アに留学。東大・早大講師も兼ねる。ロシア
語・nシア文学研究に貢献。1954（昭和29）日本．
ロシア文学会初代会長となる。レニングラー
ド大名誉教授。⑰「露和辞典」、「初等ロシア
文法」、「詩宗プーシキン」⇔01㊦2、3、4、5
山県有朋　やまがた・ありとも　㊧軍人、政
山ロ鋭之助　やまぐち・えいのすけ　⑪理
博、宮中顧問官‘㊧1862（文久2）．2－1945（昭
和20）．3．4㊤東京已東大予備門御用掛から、
東京山林学校教授、第一高等中学教諭ののち
教授、京大理エ科大教授をへて、1905（明治
38）学習院次長、翌年院長となる。1907（明治
40）宮内省図書頭となり、のち諸陵頭を兼任。
嶽環（灘講㌫：認罐1璽撒憩：嶽籠41921（大正1°）
松下村塾に学ぶ。1863（文久3）奇兵隊軍監と
なる。戊辰戦争では北陸鎮撫総督兼会津征討　山ロ彰真　やまぐち・しょうしん　⑮漢詩
越後国総督参謀をつとめる。維新後、軍制の1人・僧侶（曹洞宗）㊧1865（慶応1）－1937（昭
確立・徴兵令の制定などにあたり、1873（明1和12）蓼号古松、古道人⑮青森県唇長勝寺住
治6）陸軍卿となる。その後、伊藤博文とと1職で、茶道・歌道・詩にすぐれる。C9；14ve　4
もに政府の最高指導者となる。1883（明治16）
内務卿、1885（明治18）内閣制度により内相と
なり、翌年農商務相兼務。1888（明治21）内閣
を組織、1893（明治26）枢密院議長。日清戦争
では第1軍司令官、大本営監軍をつとめる。
1898（明治31）元帥となり、また第2次内閣を
組織し、文官任用・令改正・軍部大臣現役武官
制を実現する。日露戦争では参謀総長とな
る。⇔「懐旧記事」全5巻1898⑳徳富猪一
郎編「公爵山県有朋伝」全3巻1933、岡義
武「山県有朋一明治日本の象徴」1958㊨01㊥：
1
山県伊三郎　やまがた・いさぶろう　㊧官僚
㊧1857（安政4）．12．23－1927（昭和2）．9．
24客号素空㊤萩藩◎山県有朋の養子。ドイツ
留学後、1883（明治16）法制局参事官となり、
ついで愛知県・東京府書記官、徳島・三重県知
事、逓信省管船局長、内務省地方局長・総務
長官・内務次官を歴任し、1906（明治39）逓信
大臣となる。1908（明治41）貴族院議員に勅選
され、1910（明治43）朝鮮副統監に任じられ、
のち総督府政務総監となる。1920（大正9）関
東長官、1922（大正11）枢密顧問官となる。働
山ロ彦総　やまぐち・ひこのぶ　㊧教育者、
官吏㊧1869（明治2）．1－1939（昭和14）．1．
30㊤山形県㊧酒田琢成学校（1880）⇔1889（明
治22）酒田尋常高小教員、1898（明治31）県立
酒田高女助教諭となる。1911（明治44）大蔵省
に入り、会計検査院などにつとめる。1914
（大正3）宮内省大臣官房文書課に移り、1930
（昭和5）式部職事務嘱託となる。⑧「小学校
新撰国語習字帖」1902、「中等習宇鑑」（共著）
1913（登99㊧4
1山田準　やまだ・じゅん　⇔中国哲学者塗
1867（慶応3）．11．23－1952（昭和27）．11．
21㊧号済斎⑯岡山県㊧東大古典講習科㊨陽明
学者山田方谷の孫。五高・七高教授をへて、
1927（昭和2）二松学舎長、翌年二松学舎専門
学校長となる。大東文化学院教授を兼ねる。
⑧「山田方谷全集」（編）、「陽明学精義」、「済
斎文集」⑰05⑯3、4
山田直矢　やまだ・なおや　vQ，鉱山学者、工
博㊧1860（万延1）．3－1939（昭和14）．1．9
㊤鹿児島県㊧東大工科（1885）⑯1894（明治
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一む～や　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問官・外相を歴任。日英間の条約改正を実現1
し、下関条約では全権。伯爵。㊧「塞塞録」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　め1906、「伯爵陸奥宗光遺稿」1929（参信夫清三：
郎「陸奥外交」1935、同「陸奥宗光」1938、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1服部之総「明治の政治家たち」上1950葺01目賀田種太郎めがた・たねたろう㊧官僚
⑳1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊧1853（嘉永6）－1426（昭和1）㊤江戸㊨文部
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　省・司法省をへて大蔵省に入り、少書記官・
村上専精　むらかみ・せんじょう　璽仏教史1主税局長などをつとめる。のち韓国の財政顧
学者、僧侶（真宗大谷派）、文博言185ユ（嘉永1問・財政監査長官を歴任。また貴族院議員・
4）－1929（昭和4）㊧号不住道人、舟山㊤丹1枢密顧問官となる。男爵。円了の仲人をし
波（京都）密高倉大学寮㊧高倉大学寮副嗣、　…た。②松木重威「男爵目賀田種太郎」ユ938㊨
富山県教校長、曹洞宗大（駒沢大）・哲学館　01㊦3、4
講師をへて、1890（明治23）東京大谷教校長・i
竃麟；㌶治巖森欝鷲i　Iも
「大日本仏教史」を著し、日本仏教史研究の
基礎を築く。1901（明治34）大乗非仏説論者と　望月信亨もちつき・Lんこう　⑥仏教学
いう非難を受け僧籍を離れるが、1911（明治「者、僧侶（浄土宗）㊧1869（明治2）－1948（昭
44）復籍。1917（大正6）東大に印哲講座を開1
き、翌年帝国学士院会員。1924（大正13）大谷
大学長、1929（昭和4）真宗大学院教授となる。
電「日本仏教一貫論」1890、「日本仏教史綱」．
全2巻1898、「仏教論」1943葛‘01・膨1、2、3、
4s　5
村田寂順　むらた・じゃくじゅん　㊧僧侶
（天台宗）＠1838（天保9）－1905（明治38）．10．
29弩幼名富三郎、字慈候号恋西子③松江藩
（島根県）馨1847（弘化4）出雲八束郡円流寺
の孝1旧1こ謁し、翌年鰐淵寺で得度。顕密二宗
を専修して、1858（安政5）同山本宣坊住職と
なる。1866（慶応2）征長の役に際し松江城天
守閣で九字護身法を修し、また藩主松平定安
の陣営で五大明王護摩法を修しi七条袈裟を
賞賜される。1868（明治1）神仏混濡禁止令が
布かれると、京都に急行し梨本宮邸内叡山出
張所にて廃仏殿釈の不可なることを論じ、さ
らに朝廷に建白した。のち天台座主第236世を
継ぐ。鯵伊原青々園「出雲国人物誌ム「松江
市誌」㊨01、06⑧1
和23）②幼名松原勝次郎㊤新潟県㊧浄土宗東
京本校⑨1899（明治32）浄土宗高等学院教授と
なり、のち宗教大学長もつとめる。1945（昭
和20）浄土宗管長となる。学士院会員、文博。
⇔「法然上人全集」（編）、「大日本仏教全書」
全150巻（編）、「仏教大辞典」全7巻（編）・㊥01
㊧3、4
や
安井小太郎　やすい・こたろう　⑧漢学者箏
1858（安政5）－1938（昭和13）．4．］客号朴堂
㊤久留米藩㊥二松学舎⑪安井息軒の孫にあた
る。学習院・哲学館・北京大学堂・一高・文
理科大・大東文化学院などで教授する。また
斯文会・廻瀾社などに参加。㊧「論語講義」
㊥‘05＠2、　3、　4、　5
八杉貞利　やすぎ・さだとし　㊧ロシア語学
者㊥1876（明治9）－1966（昭和41）8東京㊥東
大、東京外語⑨東大でアイヌ語を研究、のち
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み～む
陸軍中央幼年学校・慶大・独逸協会学校をへ．じ、1924（大正13）退官。学士院会員。㊧「法
て、1907（明治40）一高講師、翌年教授とな　制史論集」㊨05＠3、4
り、1919（大正8）松山高校教授に転ずる。の1
ち普及福音教会を離れる。⑪「真人基督」警
醒社／926、「日本に於ける自由基督教と其先
駆者」文章院出版社1935㊧小沢三郎「内村鑑
三不敬事件」新教出版社1961⑬03㊦2
宮岡恒次郎　みゃおか・つねじろう　⑲官吏、
弁護士亭1865（慶応1）．11－1943（昭和18）、
12．18㊤東京9・東大㊧1887（明治20）外務省交
際官試補に任じられ、1892（明治25）在米公使
館二等書記官、1894（明治27）在独公使館一等
書記をへて、1900（明治33）総務局取調課長。
1906（明治39）在米大使館参事官となる。1909
（明治42）官を辞し、のち弁護士。⑰12s　99⑧
3、4
三宅雄二郎　みゃけ・ゆうじろう　㊧評論家
哲学者㊧1860（万延1）－1945（昭和20）㊧号雪
嶺㊤加賀（石川県）㊧東大（1883）⑬東大編
成、「日本人」（のち「日本及日本人」）創刊e
欧化主義に対し日本主義を主張する。1889
（明治22）から1906（明治39）まで陸謁南の「日
本」に入る。1923（大正12）「我観」創刊。ま
た「中央公論」、「実業之世界」に評論・論文
を書く。1943（昭和18）文化勲章を受ける。薗
「真善美日本人」、r偽悪醜日本人」1891、「我1
観小景」1892、「宇宙」1908、「同時代史」全
6巻　1949－54蓼柳田泉「哲人三宅雪嶺先生」
1956（登01蓮）1、　2、　3、　4、　5
宮森麻太郎　みゃもリ・あさたろう　㊧英文
学老．㊧1869（明治2）．L15－1952（昭和27）．
10．2廷tt広島県㊥慶応義塾（1889）⑥山陽英
和義塾をおこすが、のち宮崎・京都・水戸の
中学英語教諭をへて、1900（明治33）慶大教授
となる。1914（大正3）欧米を周遊、帰国後東
洋大教授、明大・慈恵医大・東京歯科医学専
門学校の講師を兼ねる。1921（大正10）慶大辞
任、のち日本文学の海外紹介に専心する。書
「英文浄瑠璃物語」、「英訳近松傑作集」、「英
1文古今和歌集」。「近代劇大観」、「近松とシェ
ークスピア」（亘05（㊥2
三好学　みよし・まなぶ　⑲植物学者、理博
㊧1861（文久1）．12－1939（昭和14）．4．2迅
東京㊥東大理科（1890）㊧ドイツに留学し、
1895（明治28）帰国後東大教授、理博となる。
付属小石川植物園長をつとめ、植物生理学・
修所員から、1887（明治20）東京専門学校（早1植物生態学を研究・また天然記念物の保存を
大）講師とな・誌髄昂らと政麹を矧ロ昌えて保存法規を徹する・学士院会員・e’
「最新植物学」、「日本植物景観」、「植物生態
学」②渡辺清彦「三好学伝」近代日本の科学
者1　人文閣1941⑥05㊧3・4
む
陸奥宗光　むつ・むねみつ　⑳外交官、政治家
㊧1844（弘化1）－1897（明治30）名』幼名牛麿、
小二郎、陽之助㊤紀伊（和歌山県）⑬1867（慶
1応3）海援隊に加わる。維新後、外国事務局、
宮崎道三郎　みやざき・みちさぶろう　㊧法
博㊧1855（安政2）－1928（昭和3）．4．18客号
津城馨伊勢⇔東大法科（1880）㊧文部省｝こ奉
職翌年東大助教授となり、1884（明治17）ド
イツ留学。1888（明治21）帰国後教授、1891
（明治24）法博となる。ロー’e法・法制史を講
神奈川県令をへて、1872（明治5）地租改正局
長、1875（明治8）元老院議官となる。西南戦
争では反政府の挙兵を企てたとして投獄され
；る。1882（明治15）赦免され、欧米留学ののち
1886（明治19）外務省に入り、1888（明治21）駐
・米大使。のち農商務相・衆議院議員・枢密顧
69
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を設立し、翌年淑女仏教研究会を創立する。
1913（大正2）朝鮮開教総長となる。1923（大
正12）増上寺住職、翌年大僧正となる。⑧「法
界一覧」、「浄土往生論講義」、「仏教通談」⑰
05簿2
三井高保　みつい・たかやす　鐘実業家窪
1850（嘉永3）－1922（大正11）㊧三井高良の養
子。1891（明治24）三井銀行総長、のち社長と
なり、以後30年間その発展につくす。男爵。
㊨05．き1）3、　4
三石賎夫　みついし・しずお　㊧教育者㊧
1866（慶応2）．9－？9長野県㊥哲学館（1891）
⑯1894（明治27）哲学館同窓会幹事。1895（明
治28）国語研究会に入り上田万年に師事。1896
（明治29）より哲学館講師として心理学・国語
を講じ、1899（明治32）京北中学国語教員とな
る。1918（大正7）退職。この間幹事・財団維
持員もつとめる。⑥99㊥2、3、4、5
箕作元八　みつくリ・げんぱち
1862（文久2）．5．29－1919（大正8）．8．9㊧
号南亭㊤江戸㊥東大理科大（1885）⇔動物学
を学び、1886（明治19）ドイツに留学するが、
強度の近視のため自然科学を断念し、西洋史
研究に転向。1892（明治25）帰国、東京高師・
一高教授をつとめる。1900（明治33）命により，
フランス留学、フランス革命史・ナポレオン
時代史を研究。1902（明治35）帰国後東大教
授、翌年文博となる。⑨「西洋史講話」1910、
「仏蘭西大革命史」全2巻1919－20、「ナポ
レオン時代史」1923㊥01、05㊧3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み1
1正14）帰国後海軍技術研究所につとめる。ま
た池内友次郎、ヨーゼフ・ケーニッヒ、ジョ
ゼフ’ロHデンストックに音楽を学び、1930
（昭和5）新興作曲家連盟（日本作曲家連盟）
を創設。1939（昭和14）理博、また「小交響曲」
iでワインガルトナー賞に優等入賞。1945（昭
1和20）日本現代音楽協会設立に尽力し、初代
委員長となる。1950（昭和25）音詩「芭蕉紀行
集」が国際現代音楽祭に入選。e，ol、05塞31
三矢重松　みつや・しげまつ　㊧国文学者、
…文博㊥1871（明治4）．11．29－1923（大正12）．
7．17㊤山形県㊥国学院（1893）⑰文部省図
書課に出仕するが、欧化主義教育論に反対し
辞職。のち開成中学・高梁中学・天王寺中学
などで講じ、1899（明治32）以後嘉納治五郎の
亦楽書院で清国留学生の教育にあたる。また
東京高師・東京外語各講師、東京高師教授、
‘国学院教授をつとめる。言文一致口語文を唱
1道する。⑧「高等日本語文法」、「古事記にお
1
1ける特殊なる訓法」、「文法論と国語学」㊨05
1
⇔歴史家㊧1㊧4
箕作秋吉　みつくリ・しゅうきち　⇔作曲
家、理博窪1895（明治28）．／0．21－1971（昭
和46）．5．10⑱東京1⑨東大応用化学科（1921）
⑮ドイツに留学し、カイザー・ウdルヘルム
研究所で物理化学を専攻するかたわら、ゲオ
ルグ・シューマンに和声法を学ぶ。エ925（大
三那三能宣　みなみ・のうせん　c9僧侶（真
宗大谷派）㊧1847（弘化4）．7．10－1906（明
治39）．7．24㊧号黄月棲玄苑㊧大分県㊨1865
（慶応1）浄願寺住職となり、1871（明治4）大
分教務所勤務。1876（明治9）本山寺務所に奉
職し、22年間つとめる。この間1880（明治13）
東本願寺西堂再建局長をつとめる。⑳「明治
造営百年　東本願寺」大谷派本廟維特財団
1978㊨）99⑲）1
三並良　みなみ・はじめ　⑨牧師、キリスト
教思想家蜜1867（慶応3）．10．3－？⑪伊豫
（愛媛県）㊧独逸協会学校、新教神学校．91891
（明治24）普及福音教会の牧師となり、雑誌
「真理」発行。内村鑑三不敬事件に際し、演
説会を開きキリスト教の基本的立場を守る主
張を展開する。東洋大・東京外語・東京高師・
68－一
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み　　　　　　　　　　　　　｜
とめ、1899（明治32）京北中学教員となる。の　三島定之助　みしま・さだのすけ　・8教育者
ち高師教授、懐徳堂教授。登12、99㊥2、4、5，奪1871（明治4）．11－1950（昭和25）．4臼島
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　根県㊧哲学館（1895）経哲学館講師となり、
　　　　　　　　…みi　　㌶袈巖耀慧鵠欝特㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（昭和10）校長となる。（蓼「校友会雑誌」v「京
三浦梧楼　みうら・ごろう　㊨軍人、政治家
㊧1846（弘化3）－1926（昭和1）劉日名五郎、
号観樹●長州（山口県）⇔1863（文久3）奇兵隊
入隊、鳥羽伏見の戦い・戊辰戦争に参加。1870
（明治3）以後兵部権少丞、広島鎮台司令官、
北学園五十年沿革小史」窒99㊦2、3、4
三島毅　みしま・つよし　箆漢学者、二松学
舎創立者㊥1830（天保1）．12．9－1919（大正
8）．5．12名‘通称貞一郎1字遠叔1号中洲⑯
西部監軍部長、陸軍士官学校長、東京・熊本1備中餐昌平蟹に学び、松山藩学学頭となり、
鎮台司令官を歴任するが、急進的な陸軍改革
を唱えたため予備役に編入される。この間に
子爵となり、1888（明治21）学習院院長、宮中
顧問官、1890（明治23）勅選貴族院議員、1895
（明治28）韓国公使となる。閲妃殺害事件で一
時投獄される。1910（明治43）枢密顧問官。晩
年は政界の黒幕となる。魯「観樹将軍回顧
録」　1925㊨01＠）1
三上参次　みかみ・さんじ　趣歴史学者、文
博Ce　1865（慶応1）－1939（昭和14）㊨旧名三次
㊤兵庫県㊥東大③1890（明治23）東大編年史編
纂掛助手となり、講師・助教授をへて1899（明
治32）教授。この間1892（明治25）より東京女
高師教授を兼務。のち東大史料編纂掛主任・
文学部長など歴任し、1926（昭和1）退官後、
帝室制度史編纂主任となり「明治天皇御紀」
を編修。1932（昭和7）貴族院議員に勅選され
る。㊧「白河楽翁公と徳川時代」1891、「江
戸時代史」全2巻　1943－44／901〔㊦3、4
三島復　みしま・あきら　⑯教育者㊧・1878
（明治11）．12－1924（大正13）．2㊧号雷堂⑨
東京⑨東大（1904）⑨二松学舎の創設者三島中
洲（毅）の子。同教授とな臥東洋大などで
のち虎口渓舎を設ける。1872（明治5）より新
治裁判所長・大審院中判事を歴任し、1877
（明治10）二松学舎を創立。東京高師・東大教
授もつとめる。1896（明治29）東宮御用掛、つ
いで東宮待講、1915（大正4）宮中顧問官｝こ任
じられる。文博。⑲05⑭2、3、4
水嶋鋳也　みずしま・てつや　⑲教育家．e
1864（元治1）．6－1928（昭和3）．11．2⑧豊
後㊥東京商業学校㊧1大阪商校教諭、東京高商
教授などつとめ、欧米視察後、横浜正金銀行
に入る。1903（明治36）神戸高商初代校長とな
り、1925（大正14）退職、名誉教授。⑰05㊧4
溝渕進馬　みぞぶち・しんま　⑱教育家㊦
1870（明治3）．12．25－1944（昭和19）．9．11
⑯土佐（高知県）㊧東大文科（1895）⑰二
高・東京高師教授をへて、四高・五高校長を
つとめ、1931（昭和6）三高校長となる。名校
長として知られる。㊨「教育学講義」富山房
1909◎「土佐史談」1935寮03㊦3、4、5
道重信教　みちLげ・しんきょう　㊥僧侶
（浄土宗）㊥1856（安政3）－1934（昭和9）㊤長
門（山口県）㊧知恩院大教佼（1885）窪1886
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も講義し、1909（明治42）舎長、1919（大正8）…（明治19）山口学校教授とな1）、その後山口・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1学長となる。‘⑰「王陽明の哲学」㊧99⑳2、3、i鎮西・東京の宗学支校及び本校、曹洞宗大学
4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．林、哲学館等で教える。1904（明治37）仏学院
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?教授を兼ねる。1899（明治32）五高教授i1900
（明治33）山口高校長をへて、1907（明治40）学
習院女学部長となる。のち宮中顧問官とな
る。i蓼「近世儒学史要略」哲学会雑誌11－24
1887－89、「ラスキンの美術論」哲学雑誌83－
103　1894－95（参「武生郷友会誌」48　1926
⑰039）　1、2、3、4
松本蒸治　まつもと・じょうじ　㊧法博、政
治家箏1877（明治10）－1954（昭和29）㊧岐阜県
⇔東大㊧農商務省参事官から、1903（明治36）
東大助教授となり、ヨーPッパ留学後、ユ910
（明治43）教授，1913（大正2）法制局参事官兼
務、1919（大正8）岡野敬次郎の推挙により満
鉄理事、のち副社長となる。1923（大正12）法
制局長官、1924（大正13）貴族院議員に勅選さ
れる。1925（大正14）関西大学長。戦後、国務
相として憲法問題を扱う。1946（昭和21）公職
追放、1950（昭和25）解除後、公益事業委員長
などをつとめる。㊧「人、法人及物」1904、
「私法論文集」1926、「日本会社法論」1929＠
01＠3、4
松本白華　まつもと・はっか　⇔僧侶（真宗
大谷派）、書家㊧1838（天保9）－1927（昭和2）
燈名厳護、号梅隠、西塘、林宗、孤松轡石川
県⑨弾正台御用掛をへて教部省に転じる。
1872（明治5）大谷光螢に従いヨーロッパ・イ
ンドを視察。1873（明治6）帰国後再び教部省
につとめる。1877（明治10）束本願寺外国布教
係として中国へ渡る。帰国後は石川県松任本
誓寺で子弟の教育にあたる。⑪　「白華航海
録」⑥19㊧4
松本文三郎　まつもと・ぶんざぶろう　⑬イ
ンド哲学者、仏教学者B1869（明治2）．5－
1944（昭和19）．12．18㊤加賀（石川県）㊧東
大文科⑪東京専門学校・哲学館・国学院・東
大などで教え、1906（明治39）京大文科大設置
とともに教授、1908（明治41）学長となる。龍
谷大・大谷大・高野山大でも講義し、インド・
中国の仏教遺跡を調査。1929（昭和4）退官、
‘1938（昭和13）東方文化研究所所長となる。帝
?
　国学士院会鳥文博。㊧「仏教史論仏典結
集」弘文堂1903、「宗教と哲学」丙午出版社
1906、「印度の仏教芸術」同1920、「仏典批評
論」弘文堂1927㊥03㊧2、3、4、5
松本亦太郎　まつもと・またたろう　⑮心理
学者奮1865（慶応1）．9．15－1943（昭和18）．
12．24璽上野（群馬県）㊥東大文科（1893）
経元良勇次郎の指導を受ける。1896（明治29）
からイェール大のスクリプチャ、ついでライ
プチヒ大のヴントに実験心理学を学ぶ。1899
（明治32）「聴空間知覚に関する研究」で文
博、翌年帰国。東京高師・東京女高師教授、
東大・東京専門学校講師、日本女子大・京大
教授などを歴任しi1910（明治43）京都市立絵
画専門学校長兼美術工芸学校長となる。この
間、東大・京大に本邦初の心理学実験室を設
け、心理研究会・実験心理学会（のち統合し
て日本心理学会）を創立する。1913（大正2）
東大教授となる。また児童教養研究所顧問、
日本女子大児童研究所長などをつとめる。⑧
「精神動作学」1914、「知能心理学」1925、
「絵画鑑賞の心理」1926、「素質の心理」1929
㊧「心理学及び芸術の研究」改造社1930、古
賀行義編「現代心理学の群像」協同出版1974
vq　o3＠3
松本愛重　まつもと・やすしげ　⇔文博9
1857（安政4）．7－？⑳島根県㊥東大（1886）
㊨1899（明治32）東大文科大講師となり、1901
（明治34）文博。1908（明治41）学習院教授とな
り1921（大正10）までつとめる。竃99㊥3、4、5
松山直蔵　まつやま・なおぞう　㊧教育者、
文博㊦1872（明治5）．1－1927（昭和2）．4．
23坦兵庫県㊦東大（1897）馨哲学館・真言宗
新義派大学林・高師付属中学などの講師をつ
66一
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?正富由太郎　まさとみ・ゆうたろう　㊧詩1事し大蔵大輔・勧業局長をつとめる。1878
人、歌人．窪1881（明治14）－1967（昭和42）名号　（明治11）内務大輔、1881（明治14）大蔵卿とな
江洋亘岡山県㊧東洋大⑪1904（明治37）尾上柴　り、1885（明治18）官制改革により蔵相。この
舟らと車前草社を結成する。1918（大正7）詩　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　間日本銀行条例・免換銀行条例を制定。1891
誌・瀧詩人」を創刊，鞭、昧言＃人クラブ1：（明治・4）酬縮枇なるパ翌年轍・辞
の結成に尽力する。書「夏ひさし」1905、「小1職。その後再び蔵相・首相をつとめ、1897
鼓」1906、「豊麗な花」1920、「恋愛小曲集」　！（明治30）金本位制を実施する。1922（大正11）
1921□腋の海」1924，　［世界の民衆i・」1公爵．また赤＋字社長などもつとめる．S
1925葦）01きiン3、　4、　5
町田則文　まちだ・・そくぶん　⇔教育者㊧
1856（安政3）－1929（昭和4）舎茨城県㊥東京
師範学校（1878）笹茨城県中学校長・愛媛県
師範教諭・埼玉県尋常師範校長をへて、1892
（明治25）高師教授となる。さらに1896（明治
29）台湾総督府国語学校長、1900（明治33）東
京女高師教授を歴任。1910（明治43）東京盲学
i咽治前期財政経済史料集」11892・徳富
・猪一郎編「公爵松方正義伝」全2巻　19351＠
01轡4
1
松木行賢　まつき・ぎょうけん　㊨僧侶（真
宗大谷派）㊧1859（安政6）．7－1923（大正
12）．4．5，g／号先意堂雲岳⑪新潟県⑪．1873（明
治6）専明寺住職となり、翌年岩下校授業生、
ついで訓導補・校長をつとめる。1883（明治
校長となり、以後盲人教育につくす。⑧「学「16）大谷派米北教学会の専務理事となる。1906
校管理法」1903、「盲人教育」1911、「明治国
民教育史」1928鯵「町田則文先生伝」1933㊧
02露3、4
松方巌　まつかた・いわお　⑱銀行家奪1862
（文久2）．4－1942（昭和17）．8．9㊤鹿児島
県㊧1883（明治16）ドイツに留学、1893（明治
26）帰国後銀行界に入り、1922（大正11）十五
銀行（のち三井銀行と合併）頭取となる。
1923（大正12）襲爵し、貴族院議員となる。
1927（昭和2）金融恐慌による十五銀行の危機
を救うため私財を投げうち、爵位を返上、公
職も退く。また牧畜を好み、馬の改良にも功
績がある。⑪05⇔3
（明治39）以後大谷派宗会議員を2期つとめ
る。1916（大正5）から1922（大正11）まで軍隊
布教師。なお、本山より留学生として帝大に
推薦されたが、自坊に母親をひとり残すこと
ができずこれを断念かわりに円了が推薦さ
れたという話が伝わっている。㊧99＠1、3、4
松方正義　まつかた・まさよし　⇔政治家㊧
1835（天保6）－1924（大正13）㊧幼名金次郎、
のち助左衛門〔β薩摩（鹿児島県）㊧島津久光
に従い、公武合体運動・討幕運動に関係、の　松本源太郎　まつもと・げんたろう　㊧教育
ち藩軍艦掛、長崎裁判所参謀となる。1868　家㊥1857（安政4）．3．11－1925（大正14）．
（明治1）日田県知事、1870（明治3）民部大丞　10．29㊧越前（福井県）㊧東大文科（1886）
となる。その後大蔵省に出f±、地租改正に従　縷一高教授をつとめ、1893（明治26）東京高師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「
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松島善海　まつしま・ぜんかい　⇔僧侶（真
宗本願寺派）㊧1855（安政2）．6．2－1923
（大正12）．3．23⑳号無辺院讐1877（明治10）
大分県照雲寺の住職となり、1883（明治16）助
教、のち補教・司教をへて、1903（明治36）勧
学となる。1905（明治38）仏教大講師、1914
（大正3）本願寺顧問となる。翌年辞職し、帰
郷して宗学の教授にあたるが、1921（大正10）
本願寺執行長、1922（大正11）龍谷大財団理事
長となる。⑬05㊥3、4
ほ～ま
蓮宗）1㊦1868（明治1）－1932（昭和7）．11．
25宅幼名六郎、のち正学、号大法院臼東京馨
1894（明治27）佐野前励らとともに朝鮮国王に
会見し日蓮主義を提唱。宗会議員をつとめ、
1914（大正3）宗務院庶務部長となる。1920
長・監督布教師・財務部長・法務部長・宗務
総監をへて管長事務取扱となり、1902（明治
35）大僧正、妙満寺住職。1905（明治38）管長
となり、以後21年間つとめる。この間妙満寺
教学財団、天晴会など設立し、布教に活躍。
（大正9）満州に法華寺を建立、開教司監とし1⑧「大蔵経要義」全11巻、「法華経要i義」、
て中国に布教。また小倉真浄寺・唐津法蓮寺
・博多法性寺各住職を歴任。㊨28③4
本荘了寛　ほんじょう・リようかん　＠僧侶
（真言宗）㊧1847（弘化4）－1920（大正9）．
3、7看号思水琶佐渡（新潟県）鍾1875（明治
8）島地黙雷についてヨーロッパに遊学、帰
国後「教法微言」を著す。のち長年少額教育
に従事。1887（明治20）佐渡ではじめての雑誌
「北］冥雑誌」刊行。また殖産・公益事業にも
尽力した。箇「竹窓日記J、「佐渡地図」、「佐
渡水難実記」＄「佐渡人物誌」・葺05露3、4
本多辰次郎　ほんだ・たつじろう　⑰官吏、
文博箏1868（明治1）．4－？㊤東京都9東大
文科（1898）㊨1哲学館・京北中学などで教
え、1903（明治36）山形県中学校教諭、翌年校
長となる。1908（明治41）宮内省図書寮編修官
となり、図書課長・編修課長などをつとめる．．
この間、歴代天皇実鉱英照皇太后・昭憲皇
！「日蓮聖人聖訓要義」全10巻、「日蓮主義精
要1、「国民道徳と日蓮主義」⑬281毬2、3、4
本間太郎　ほんま・たろう　霞警察官奪1887
（明治20）．6．28－？㊧静岡県㊥東大法科轡
1914（大IE　3）警視庁警部として深川扇橋つづ
いて本郷の警察署勤務。1915（大正4）板橋警
察署長。1916（大正5）警視となり、本所太平
警察署長、翌年浅草南元町警察署長を歴任。
以後内務省に移る。㊨99㊥3、4
?
前田慧雲　まえだ・えうん　㊧仏教学者、文
博㊥1857（安政4）－1930（昭和5）客号含潤道
人、止舟⑯伊勢（三重県）馨q892（明治25）真
宗本願寺派の学問所主事、1899（明治32）同派
大学副総理、1900（明治33）教務講究所長とな
る。東大・哲学館などの講師もつとめ、1904
太后実録の編修1こたずさ擁・1926（大正15）「（明治37）高輪願大学長・19・7（明治4・）鮮
臨時帝室編修局御用掛となる。⑰99建12、3、4
5
本多日生　ほんだ・にっLよう　㊧僧侶
（顕本法華宗）㊥1867（慶応3）．3．13－1931
（昭和6）．3．16蓼幼名長次、号聖応㊤兵庫
県⑨哲学館窪宗制の改革を行い、1990（明治
23）教務部長となるが、宗門の混乱により
1892（明治25）退陣i顕本法華宗宗義布教所を
開く。／895（明治28）僧籍に復帰し妙満寺派綱
要の編集にあたるが、四箇格言問題で島地黙．
雷と対立、1896（明治29）妙宗統一団を設立。
1897（明治30）品川妙国寺住職となり、大学林
大学長、1922（大正11）龍谷大学長を歴任す
る。（eti　r前田慧雲全集」全8巻1931－32璽
Ol9）2、　3、　4、　5
正木直彦　まさき・なおひこ　⑳教育者㊥
1862（文久2）－1940（昭和15）客号十三松堂㊥
大阪⇔東大㊦奈良尋常中学校長、文部省視学
官をへて、1901（明治34）東京美術学校長とな
る。1931（昭和6）帝国美術院長。1932（昭和
7）退官後、名誉教授。曾「回顧七十年」1937、
「十三松堂閑話記」全3巻　1965－66⑪01㊥
3、4
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ほ1916（大正5）教授となる。1943（昭和18）退1宗大谷派）鐙1834（天保5）．L25－1897（明
官、翌年貴族院議員、1945（昭和20）東宮大夫1治30）．11．25籔幼名善次郎、別名智海、号
兼東宮侍従長をつとめi1949（昭和24）以降最　来々子、法名真成院稗現方㊤岐阜県蓼高倉学
高裁判事。家族法を専門とし、家族法改正に　寮㊧伯東寺（福岡県）第1〔世住職。1868（明
際しては封建的家父長制強化の阻止に尽力、　治1）本山命により外教を長崎に偵察、また
家鍛置・提案・・た滋・鞭文・・語イヒ1　i876（明治・）＝頑宗をca－＆す…の
を1］昌えた。⑧「親族法大意」岩波書店1917、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1間1869（明治2）擬講師に任ぜられ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1886（明
「相続法大意」同1925、「新民法読本」日本評…治19）嗣講に進み、1894（明治27）学頭講師を
論社1948㊧我妻栄「穂積重遠先生」法律時報　拝命する。⑧「教行信証講義」8巻　1942、
22－4　1950日本評論社馨03㊧3　　　　　　…「往生礼賛講録」2巻　1897、「阿弥陀経商量
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i記」5巻　1899、「七祖綱要」1901㊧「真宗
穂積陳重　ほずみ・のぶしげ　憲法学者、法　大系」⑬99㊧1
博Ze1856（安政3）．7．11－1926（昭和1）．1
4．7●伊豫（愛媛県）㊧開成学校㊧1876（明
治9）文部省の命により留学、イギリス・ド
イツで法律を学ぶ。1881（明治14）帰国後東大．
講師、翌年教授兼法学部長となり、文部省書
記官も兼ねる。1888（明治21）法博となり、
1890（明治23）勅選貴族院議員。1893（明治26）
法典調査会主査委員、また法科大学長とな
る。1912（明治45）辞職し名誉教授、帝国学士
院会員となり、のち同院長をつとめる。1915
（大正4）男爵となり、枢密顧問官、のち同議
長。また臨時法制審議会総裁となる。㊦「法1
と法律」、「復讐と法律」竃05轡2
律進化論」、「祖先祭祀と日本法律」、「タブー11940、
細田謙蔵　ほそだ・けんぞう　③漢学者、書
家㊧1858（安政5）．4－？盆本名謙、謙蔵は
通称、字子敬、号剣堂⑪鳥取県‘㊧1889（明治
22）富山県中学講師、翌年郵便電信学校教授
となる。1898（明治31）両湖総督盛宣懐に招膀
される。1900（明治33）二松学舎教授となり、
中大・明大の作文科主任もつとめる。1911
（明治44）奈良女高師講師、1914（大正3）東京
女高師（お茶の水女子大）講師のち教授とな
り、1932（昭和7）退職。⇔「書道原義」1937
㊧「剣堂先生古稀寿言」1930、「桜蔭会史」
　　　「お茶の水女子大学百年史」1984．葺．99
⇔4
細川潤次郎　ほそかわ・じゅんじろう　㊥法
律家、教育家㊧1834（天保5）－1923（大正12）
◎幼名元、号十洲㊧土佐（高知県）㊧藩政改
革につとめ、維新後開成学校権判事となり、
新聞紙条例・出版条例を起草。アメリカ留学
後、工部省印刷局長・元老院議官・同幹事と
なり、刑法・治罪法の草案起草に参画。1890
（明治23）貴族院議員、翌年副議長となる。の
ち女高師校長・枢密顧問官など歴任。1909
（明治42）文博、また帝国学士院会員。⑱「十
洲全集」全3巻1926－27㊨．01違1、3、4
細川千嚴　ほそかわ・せんがん　⑲僧侶（真
補永茂助　ほなが・しげすけ　塞神道学者㊦
1881（明治14）．6．20－1932（昭和7）．10．
20廼愛知県㊧東大文科（1906）・蚤東洋大講師
などののち、1913（大正2）イギリスに留学。
1924（大正13）東京女高師教授、翌年「天照大
神に関する古代的研究」で文博。また東京文
理大・国学院大講師をつとめる。⑧「日本倫
理思想の系統」天地書房1923、「日本思想の
研究」教育研究会1929、「神道の根本主義」
宗教生活叢書4　1933、「天照大神の神学的
研究」明正堂1942⑥03㊦2
本化日将ほんげ・にっしょう　．室僧侶（日
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一ふ～ほ
る．（亘99㊦3、4 1923（大正12）帰国。⑪01⇔3、4
藤田豊八　ふじた・とよはち　蕊東洋史家、　1日置黙仙　へき・もくせん　璽僧侶（曹洞宗）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1教育家iB　1869（明治2）－1929（昭和4）著号剣　‘tL　1847（弘化4）－1920（大正9）客幼名源之助
峰⑱徳島県㊥東大㊧早大・哲学館で中国文学．㊧鳥取県窪1861（文久1）出家。1900（明治33）
史を講じ、この間1896（明治29）小柳司気太・．名古屋に各宗共宗の日遅寺建設を推進潮鮮・
田岡嶺雲らと東亜学院を創立し、通信教育を；満州・台湾を巡回する。1916（大正5）永平寺
始める。また「江湖文学」創刊。その後清国　貫主となり、のち曹洞宗管長に就任。⇔「日
に招かれ、教育事業などに協力。1908（明治．置黙仙禅師伝」1962ぎ01窪3、4
41）北京大教習となる。1918（大正7）広州で．
歴叢畷當㌫錫麟齢1　　　」旦1
魏貰題鑑劃隠渉史の研1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北條時敬　　　　　　　　　　　　　　　　⑰教育者ほうじょう・ときたか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雇1858（鎚5）＿1929（昭不日4）睡沢㊧献
藤村作　ふじむら・つくる　＠国文学者、文
博㊧1875（明治8）．5．6－1953（昭和28）．12．
1㊧福岡県⑨東大文科⑬七高・広島高師教授
をへて、19エ0（明治43）東大助教授、1919（大
正8）文博、／922（大正11）教授となる。この
間「国語と国文学」を創刊し、国語審議会委
員をつとめ、紫式部学会・国語教育学会を創
立する。1936（昭和11）東大を退官、名誉教授
となる。東洋大学長をつとめたのち北京師範
大名誉教授となる。戦後、日本文学協会を設
立3・⑪「上方文学と江戸文学」、「近世国文学
序説’、「英語教育と日本文学」㊧荻原浅男
「藤村作博士の年譜」国語と国文学31－2
1954蓉05（蓮’2
へ，
理学部督金沢工業学校教授・第一高等中学教
‘諭・山口高校教授・同校長・第四高校長をへ
て、1902（明治35）広島高師校長となる。1908
i 明治41）イギリスの第一回世界道徳会議に参
加、帰国後東北大総長、学習院長を歴任。
1920（大正9）貴族院議員。また教育調査会会
員、中央報徳会評議員などをつとめる。・魯
1「廓堂片影」1931㊥02㊥3、5
1警92蒜霊豊纂鶏轟i内式部＄illl；ll　1899，　FS文書纏」
治24）外交官試補となる。1908（明治41）特命1
全権公使としてチリに駐在、ペルー・アルゼ
ンチン両国公使を兼務。1914（大正3）以後中
国・スウェーデン・ノルウェー・デンマーク
をへて、1920（大正9）ドイツ大使となり、
星野恒　ほしの’ひさし　⑬歴史家、漢学老
⑱1839（天保10）－1917（大正6）㊧字徳夫、号
豊城⑨越後（新潟県）③21歳で江戸に出て、儒
者塩谷宕陰に学び、1867（慶応3）帰郷、水原
学校で教える。1875（明治8）再び上京、太政
官修史局で「大日本編年史」を編纂する。ま
た1888（明治21）東大教授となり、史学科の充
1実に尽くす。1906（明治39）帝国学士院会員、
1910（明治43）史学会評議員長となる。‘魯「竹
‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1901、
1「史学叢説」1909蜜01㊥2
穂積重遠ほずみ・Lげとお㊧法学者㊦
1883（明治16）．4．11－1951（昭和26）．7．29
1璽東京密東大法科（1908）唇穂積陳重の長
1男，コ東大講師・助教授をへて、欧米留学後、
1
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ふ理学的研究から心霊学に向かう。文博。死後
福来心理学研究所が設立される。⑧「心理学
講義」宝文館1907、「催眠心理学概論」成美
堂190＆「心霊の現象」弘道館1917、「心霊と
神秘世界」人文書院1932㊧「超心理学年表」
福来心理学研究所報告2　1977⇔03⑮3
藤岡勝二　ふじおか・かつじ　③言語学者、
文博奮1872（明治5）．8．12－1935（昭和10）．．
2．28⑯京都⑤東大文科（ユ897）81大学院で上
田万年に師事。真言宗東京中学教諭、東京高
師講師ののち、1901（明治34）ドイツへ留学、
1905（明治38）帰国後東大助教授、1910（明治
43）教授となる。また1906（明治39）以降東洋
大・東京外語大・日本女子大などでも教え1
る。国語調査委員会・教員検定委員会・ロー、
マ字調査会の委員をつとめ、聖徳太子奉讃会
理事・帝大仏教青年会理事長・仏眼協会理事
長・同盲学校長など歴任。数回にわたり中国・
欧米へ渡航し、1922（大正11）フランスからオ
フィシェ・ド・ランストリュクション・ピュ
リック記章を受ける。アジア諸言語特にアル
タイ語の研究をなす。③「大英辞典」、「国語
研究法」欝05⇔2、3、4
学史綱要」全2巻　東洋文庫　平凡社1974（参
常光浩然「富士川游」明治の仏教者　春秋社
1969〔㊨）01③2
；藤沢利喜太郎　ふじさわ・りきたろう　㊧数
学者、理博㊧1861（文久1）－1933（昭和8）㊤
佐渡（新潟県）㊥東大巷1883（明治16）よりイ
ギリス・ドイツに留学、1887（明治20）帰国後
東大教授となる。多くの数学者を育てる。
1891（明治24）理博。学士院会員となり、勅選
貴族院議員もつとめる。⑫「藤沢博士遺文集」
全3巻1934－35㊨01魯3、4、5
藤田四郎　ふじた・しろう　愚官僚岳1861
（文久1）．6．18－1934（昭和9）．1．98越
後（新潟県）㊧東大法科（1885）㊧外務省御用
掛から外交官試補兼外務省参事官となり、
1887（明治20）オーストリア・ドイツ各国公使
館に赴任。1890（明治23）帰国、逓信大臣秘書
官、翌年逓信省参事官となる。その後農商務
省に移り、参事官・大臣秘書官・特許局長・
農務局長・水産局長など歴任し、1898（明治
31）農商務次官、1900（明治33）総務長官とな
る。1901（明治34）貴族院議員に勅選されi錦
鶏間砥候となる。また日本火災保険社長、台
富士川游　ふじかわ・ゆう　⑤医学者、医史川弩情糖会長、絹糸紡績相談役、台南農林会
学者㊧1865（慶応1）．5．11－1940（昭和15）．　長i南国産業監査役などをつとめる。葺05㊧
11．6蓼幼名充人㊤安芸（広島県）（蓼広島病14
藍麟蕊舗㌫爆醸1綱郎ふ、た．としろ，醐麺
る。1898（明治31）ドイツに留学、1900（明治
33）帰国後中州養生院内科医長となり、日本・
内科学会創立につとめる。1906（明治39）雑誌
「人性」創刊。1914（大正3）医博、翌年文博。
1918（大正7）慶大講師、1924（大正13）中山文
化研究所長・1938（昭和13）日本医史学会理事1をへてi
長となる。この間、親鷺聖人讃仰会・日本児1コ久
童研究会・癌研究会・日本医師協会・日本医
史学会など創立。㊧「日本医学史」裳華房‘
1904、「医術と宗教」第一書房1937、「日本医
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61
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1862（文久2）．7．6－？⑳旧名渡辺敏治郎⑯
岡山県㊥東京商法講習所（1879）⑬1882（明治
15）津山銀行副支配人となるが、18δ5（明治18）
外務省に入り、ホノルル領事館の書記生とな
る。以後サンフランシスコ・メキシコ領事館
　　　　2等領事としてシンガポール・バン
　　　1等領事としてシカゴ・ボンベイ・リ
オデジャネイPを歴任。1913（大正2）大臣官
房会計課長心得となる。1920（大正9）サンパ
ウロ総領事に任ぜられ、1923（大正ユ2）退職す
ひ～ふ
（昭和5）社会経済史学会の創立に参画。㊨　深田康算　ふかだ・やすかず　＠，美学者奪
「近世寺院門前町の研究」1957㊥01簿3、4　　1878（明治11）－1928（昭和3）聾山形県㊥東大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＠「帝国文学」の編集IC従事し、哲学館・一
平松理英　ひらまつ・リえい　㊧僧侶（真宗．高などで教える。1907（明治40）ドイツ・フラ
大谷派）荏1855（安政2）－1916（大正5）．2．　ンスに留学して美学美術史を研究。1910（明
11㊧1899（明治32）「中櫻新聞」を発刊するな　治43）帰国後京大教授となる。1912（大正1）
ど布教につとめ、日清・日露戦争では従軍教：文博。日本での西洋美学の基礎をつくった。
師として活躍。のち品川正徳寺住職となる。
また大僧都に補せられる。⑬05⇔1
広陵了賢　ひろおか・リようけん　⇔僧侶
（真宗大谷派）塗1857（安政4）．5．22－1942
（昭和17）．4．12㊨号涼軒、萬岳⑪石川県㊥
真宗東派教師教校⑫卒業後楠潜龍のもとで宗
学を修める。東京大谷派教校教授・能登小教
校校長・尾張普通学校教授・北海道真宗学館
長・高倉大学寮主幹兼教授を歴任。1936（昭
和11）講師に任ぜられる。軍隊布教師、清国
及び朝鮮布教監督などをつとめる。また上海
別院・京城別院・東京浅草別院の輪番を歴
任。⑧「唯識百法明門論講義」、「三教指帰講
義L「観経玄義分講録」、「真宗安心大系」㊧
「加能真宗僧吏傳」⑬99⇔3、4
広瀬太平　ひろせ・たへい　㊧教育者㊧生没
年不詳㊥東洋大唇宮崎県師範教諭などへて、
1910（明治43）延岡高女並びに延岡女子職業学
校教頭、1912（大正1）校長となり、1929（昭
和4）まで在職する。⑲99㊥3、4
ふ
深作安文　ふかさく・やすぶみ　愚倫理学
者、文博㊦1874（明治7）．9．13－1962（昭和
37）．12．9魯茨城県㊥東大（1900）⑪東大助
教授・教授を1935（昭和10）までつとめ、のち
東京商大講師となる。水戸学の権威。⑤「国
民道徳要義」、「社会思想の倫理学的考察」⑬．
05㊧2、5
書「深田康算全集」全4巻
2、3、4
1930－31⑬01⑭
福島安正　ふくしま・やすまさ　⑪軍人㊧
1852（嘉永5）－1919（大正8）㊤信濃（長野県）
⇔大学南校⑪1873（明治6）司法省、翌年陸軍
省に出仕。1887（明治20）ドイツ駐在武官とし
1てベルリンに赴任し、帰国時は1年以上かけ
ﾄ篤で大陸を横断、1893（明治26）帰国。日清
戦争では対韓強硬論を唱え、義和団事件では
派遣軍司令官をつとめる。日露戦争で満州軍
参謀・参謀次長・関東都督をへて、1914（大正
　3）大将となる。箇「伯林より東京へ単騎遠
征」1918㊨01⑭3、4?
福原錬二郎　ふくはら・りょうじろう　㊧官
吏、帝国美術院長㊧1868（明治1）－1932（昭
1和7）．1．17魯三重県㊥東大英法科傘逓信省・
内務省をへて奈良博物館理事。のち文部省に
入り視学官・書記官・専門学務局長・九州帝
大工科大学長・伝研所長・東北大総長・学習
院長など歴任後、帝国美術院長となる。また
1916（大正5）貴族院議員に勅選され、宮中顧
問官・宗秩寮審議員などもつとめる。⑨05㊥
3、4
福来友吉　ふくらい・ともきち　⇔心理学
者、心霊学研究者窪1869（明治2）．11．3－
1952（昭和27）．3．13魯美濃（岐阜県）⇔東
大文科（1899）③東大講師・助教授をつとめ、
1913（大正2）辞職しi高野山大教授となる。
1929（昭和4）大日本心霊研究所を創設。はじ
めジェームズの心理学を研究、のち催眠の心
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は～ひ
教授、1906（明治39）同大付属農場長i欧米留
学後1911（明治44）教授となる。1913（大正2）
農博。1929（昭和4）名誉教授a⑬05＠3
（明治25）帰国後、東京高師教授兼東大文科大
教授となる。社会的教育学の先駆をなす。⑪
「日本教育論」1891、「教育に関する研究」㊧
029・　1
春山作樹　はるやま・さくき　⑧教育学老、
文博㊦1876（明治9），8．13－1935（昭和10）．　平賀周　ひらが・しゅう　㊨警察官⑤‘生没年
12．29㊤‘大阪㊥東大文科（1900）㊥大学院に・不詳蓬茨城県理事官・内部教育課長をへて、
進み、哲学館などで講師をつとめる。1904　／916（大正5）奈良県警察本部長、1918（大正7）
（明治37）広島高師教授となり、1912（明治45）　警察講習所教授となる。⑪99⑭3、4
文部省研究生として欧米に留学、1919（大正
8）東大教授、翌年文博。日本教育史の研究、
特に鎌倉室町時代の教育に造詣が深い。㊧05．
㊥2、3、5
1ひr
平田源作　ひらた・げんさく　㊧地方政治
家、実業家C）　1878（明治11）－1948（昭和23）㊧
群馬県㊦伊勢崎組合高等小学校（1892）㊧1911
（明治44）佐波郡会議員、1913（大正2）三郷村
村長、1923（大正12）県会議員となる。この間
1佐波酒造組合副組長、県酒造組合連合会長を
土方久元　ひじかた・ひさもと　⑳政治家⇔
1833（天保4）－1918（大正7）㊧通称楠左衛’
門、号泰山轡土佐（高知県）＠J幕末の志士と
して活躍、1861（文久1）以後尊王嬢夷運動に
挺身、また倒幕運動で薩長連合実現に尽力す
る。維新後、1871（明治4）太政官出仕。のち
元老院議官、宮中顧問官、枢密顧問官をつと．
める。伯爵。⑤「回天実記」全2巻1900㊨
01‘㊥3、4
歴任。のち和紙製造に転じ、1947（昭和22）県
和紙商工業協同組合理事長となる。⑨16轡3、
4
土方寧　ひじかた・やすし　⑬法学者憩1859「任。この間1890（明治23）貴族院議員となる。
（安政6）－1939（昭和14）㊤土佐（高知県）㊧　1898（明治31）枢密顧問官、また農商務相・内
東大‘⑤1883（明治16）東大助教授となり、1887…相をつとめる。1917（大正6）臨時外交調査会
平田東助　ひらた・とうすけ　＠官僚、政治
家e1849（嘉永2）－1925（大正14）㊧幼名栄
二、号西涯、九皐山人⑯陸奥（山形県）㊥大
学南校㊧1871（明治4）岩倉具視について欧米
に渡り、ドイツで政治・法律を学ぶ。1876
（明治9）帰国後、太政官出仕・法制局参事官・
同部長・枢密院書記官長・法制局長など歴
（明治20）イギリスに留学、1891（明治24）帰国．ﾏ員・臨時教育会議総裁、1922（大正11）内大
後教授。1911（明治44）法科大学長、1922（大　臣となる。伯爵。（参加藤房蔵編「伯爵平田東
正11）勅選貴族院議員となる。また英吉利法　助伝」1927罰1露3、4
律学佼（中大）創立にも参画。民法学の基礎‘
を築いた。⑬01（⑪3
日高真実　ひだか・しんじつ　⇔教育学者㊧
1865（慶応1）－1894（明治27）㊤宮崎県㊥東大
文科（1886）㊦大学院に進み、さらに1888
（明治21）ドイツに留学し教育学を研究。1892
平沼淑郎　ひらぬま・よしろう　㊧経済学者
：塗1864（元治1）－1938（昭和13）㊧美作（岡山
県）⇔東大「窪1884（明治17）「明治日報」記者
となるが、1886（明治19）以降二高教授・大阪
市立高商校長などをへて、1903（明治36）早大
教授。のち学長・商学部長など歴任。1930
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は（明治30）から変名でシベリアに入り、ロシア
軍の動向を調査。1899（明治32）少佐で予備役
となり、報徳会をおこす。日露戦争では大本
営幕僚などをつとめる。その後全国に報徳会
を普及させ、思想教化事業の指導者となり、
1939（昭和14）国民精神総動員中央連盟理事に
就任。⑧r報徳実践修養講話」㊧「報徳会35
年史」1936、伝記刊行会編「花田仲之助先生
の生涯」1958㊨．05⑭3、4
馬場　治　ばば・げんじ　㊧司法官僚、弁護
士、法博㊦1860（万延1）．8－1940（昭和15）．
11．13㊤福島県㊥東大法学部（1885）‘⑪東京・
横浜各始審裁判所判事、横浜地裁部長、東京
控訴院判事、同部長、浦和地裁所長、函館・
広島各控訴院長、大審院部長を歴任。この間
1899（明治32）英米留学、1918（大正7）法博。
1923（大正12）退官後弁護士となり、のち中大
教授・理事・学長をつとめる。滲川面凡児「馬
場懸治先生追慕録」1941⑨05⑭3
早川千吉郎　はやかわ・せんきちろう　愚官
僚、銀行家㊧1863（久文3）－1922（大正11）㊤
金沢藩㊥東大塗1890（明治23）大蔵省に入り、
参事官・書記官をつとめる。特殊銀行設立計
画、貨幣制度調査などを手がける。1900（明
治33）三井に入り、同族会理事、三井銀行専
務理事をへて、1909（明治42）常務取締役とな
る。1921（大正10）満鉄社長に就任。㊨01㊥3
林権助　はやL・ごんすけ　⑦外交官㊤1860
（万延1）－1939（昭和14）⑯会津藩⇔東大⑪北
京公使館首席書記官、通商局長をへて、1899
（明治32）韓国公使となり朝鮮の植民地化を推
、進。1906（明治39）以後北京公使・イタリア大
使・関東長官・駐英大使など歴任。1928（昭
和3）式部長官、1934（昭和9）枢密顧問官と
林泰輔はやし・たいすけ⑳歴史学者㊥
1854（安政1）－1922（大正11）♂字浩卿、号進
斎㊧千葉県㊥束大古典講習科（1887）窪1899
（明治32）東京高師講師、のち教授となり、東
大教授もつとめる。1914（大正3）文博、1916
i（大正・）学士院醐賞授ける．輻古随
の研究にすぐれ、また甲骨文字研究の先駆的
役割をはたす。⑧「周公と其時代」、「支那上
代の研究」1「朝鮮通史」⑥05③3、4
林竹次郎　はやし・たけじろう　⑤詩人、歌
人㊧1875（明治8）．7，15－1947（昭和22）．
12．20蓼号古渓㊥凍京㊥哲学館（1899）琶卒
業後、東京音楽学校・東京外語に学び、1903
（明治36）より京北中学教員となる。のち松山
高校講師をへて、立正大教授。新仏教運動に
参加し、「新仏教」、「我が徒」の編集にあた
る。ユ915（大正4）「浜辺の歌」1乍詞。詩誌
汀漢詩」を編集。また古渓歌会を主宰し、歌
誌「わがうた」を刊行する。‘⑧「平灰宇典」、
「作詩関門」、「わが歌千首」1926、「続わが歌
1千首」1928、「万葉集外来文学考」明治書院
・ 928、「懐風藻新注」同1958⑪33、99㊧3、4、
．5
林田亀太郎　はやしだ・かめたろう　魑政治
家㊧1863（文久3）－1927（昭和2）琶熊本県⑦
東大紗法制局参事官、臨時帝国議会事務局書
記官をへて、1890（明治23）衆議院書記官、
1897（明治30）同書記官長となり、選挙法改正1
‘調査会・宗教制度調査会の委員をつとめる。
1920（大正9）衆議院議員となり、政友会に属
す。㊨「明治大正政界側面史」1926、「日本
政党史」全2巻1927働01〔㊧3
原熈　はら・ひろL　蓼農学者、農博室1868
（明治1）．4－1934（昭和g）．1．9｛9石川県
なる。⑧「わが七十年を語る」1935㊨0／麓3、1㊥東大農科（1892）8農科大助手から農商務
4 1省・陸軍省をへて、台湾総督府技師、拓務省
技師、林務官を歴任。1900（明治33）農科大助
一58 176
は羽柴雄輔　はしば・ゆうすけ　㊧考古学者、
郷土史家⇔1851（嘉永4）－1921（大正10）㊧号
古香、基香、右狂璽山形県⇔庄内各地の小学
校教師をつとめ、郷土史研究を行う。のち慶
応義塾図書館に勤務。また奥羽人類学会を組
織。（㊥20㊥4
橋本圭三郎　はしもと・けいざぶろう　⑳実
業家㊧1865（慶応1）－1959（昭和34）⑱越後
（新潟県）㊥東大⇔法制局、大蔵省主税官・
横浜税関長・主計局長をつとめ、1911（明治
44）大蔵省次官、1913（大正2）農商務省次官
となる。1916（大正5）官を退き、宝田石油社
長となる。1925（大正14）日石社長、新潟鉄工
取締役、1934（昭和9）満州石油理事長、1941
（昭和16）帝国石油総裁を歴任。また貴族院議
員もつとめる。⑨Ol㊥3、4
長谷宝秀　はせ・ほうしゅう　⑧僧侶（古義
真言宗）㊧1869（明治2）－1948（昭和23）、2．
17㊧香川県＄高野山大学林（1898）tR　1900（明
治33）以降真言宗京都大学（種智院大）教授
として人材育成につとめ、硯学・大僧正とな
る。また祖風宣揚会・而真会・密教辞典編纂
会に参画し、多くの校訂・編著がある。㊧27
⇔4
学院大の講師、1947（昭和22）玉川大学長とな
る。1949（昭和24）学士院会員。馨）「西洋哲学
史要」、「基督教之起源」1908、「スピノザ研
究」1910、「宗教哲学」、「時と永遠」（三部作）
1935－43、「波多野精一全集」全5巻1949
㊧宮本武之助「波多野精一」日本基督教団出
版部1965⑰05⇔213
波多野貞之助　はたの・ていのすけ　㊧教育
者：㊥1864（元治1）－1923（大正12）㊥茨城県⇔
長く師範教育に尽くす。1892（明治25）から
1896（明治29）までドイツに留学、帰国後ヘル
パルトとラインの思想を日本に拡める。㊥02
轡2
服部宇之吉　はっとり・うのきち　⑲東洋哲
学者＠1867（慶応3）－1939（昭和14）客号随軒
⑯福島県㊥東大㊧三高・東京高師教授、文部
省視学官・高等教育会議幹事を歴任。中国・
ドイツ留学後、東大教授となる。また北京大
に招かれ、ハーバード大教授もつとめる。
1924（大正13）東大文学部長、1926（昭和1）京
城帝大総長、のち国学院大学長、東方文化学
院長となる。斯文会・日華学会を主宰。㊧「東
洋倫理綱要」1916、「孔子及孔子教」、「支那
学研究」1917禽01諺3、4
秦敏之　はた・としゆき　㊧実業家㊧？一　羽鳥升平　はとリ・Lようへい　㊧教育者、
1922（大正11）．11．4　「g　za商会主として、　ミ
シンを初めて日本に輸入した。また熱心な仏
教徒であり、仏教会館建設に尽力した。⑬11
愚3、4
官吏㊥188Q（明治13）．12．23－1958（昭和33）．
5．18㊧号王淵、羽香㊤群馬県㊥群馬師範
，（1901）⇔群馬県佐波郡内の小学校訓導・校長
・を歴任し、1916（大正5）新田郡視学、のち群
馬県属・官房主事・吾妻郡長・佐波郡長をつ
波多野精一　はたの・せいいち　⇔宗教哲学「とめる。郡役所廃止後は県に入る。日本画・
25）．1．17㊤長野県㊥東大⑨大学院に進みヶ
一ベルに師事。東京専門学校、哲学館などで
講じる。洗礼を受け、1904（明治37）ドィッに
留学。1937（明治40）東大講師s1917（大正6）
京大教授、1937（昭和12）退官後同志社大・関西
者文博㊧1877（明治1°）・　・・　21－195・（昭和i書道｝こもすぐれ6・・＠・・169・4
花田仲之助　はなだ・なかのすけ　㊥軍人、
社会教育家㊥1860（万延1）．6．10－1945（昭
和20）．1．2㊤鹿児島県㊤陸軍士官学校（1883）
1嚇戦争に参加しコ清戦争に従乳1897
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創立、1895（明治28）文科大講師、のち教授と
なる。1899（明治32）文博。＠刈和野中学校編
「根本通明先生」1957・③01、05⑭2
iの
ね～は
育新潮叢書1914（参大日本学術協会編「野田義
夫氏教育学」日本教育学大系8　モナス社
1927、南博「日本人物論の系譜」講談社現代
新書1980、山田孝雄「近代日本の倫理思想」
大明堂1981葺］03翻2、3、4
1
‘野村宗十郎　のむら・そうじゅうろう　秒印
刷技術者㊧11857〈安政4）－1925（大正14）㊤長
野ロ日主のぐち・にっしゅ　愚僧侶（法華…崎⑰本木昌造のもとで・英学・漢学・数学と
宗）㊧1866（慶応2）．12．24－1931（昭和6）・1活版印刷技術を学ぶ。1879（明治12）大蔵省出
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1889（明治7．26ttl幼名久太郎、号義禅魯上総密哲学館i仕・国立銀行検査官をつとめる。
駁学欄授・宗会理事・京都本山部長・総122）鯨築地活噛造所｝・入り・・9・7（明治4・）
本山妙満寺住職などをへて、1902（明治35）
僧正、のち宗務総監、監督布教師など歴任。
1915（大正4）権大僧正となり、京都寂光寺住
職をつとめる。満州・朝鮮・欧米各地に布教
活動を行った。⑰05㊥3、4、5
野ロ之布のぐち・ゆきのぶ⇔金沢藩志
士、官吏㊧1830（天保1）－1898（明治31）・3
㊧通称斧吉、のち嘉蔵、字士政s号犀陽㊧金
沢藩（石川県）⑪昌平貴に学び、帰藩後は学
問所で講じる。のち同志と勤王を謀るが失
敗、終身禁鋼に処される。1868（明治1）維新
により大赦となる。のち金沢藩少属・金沢県
学校文学教師をつとめ、さらに文部省・司法
省に出仕。1880（明治13）官を辞し、前EB侯爵
家の家職となり、また藩史編纂に尽くす。⇔
05⑭2
野田義夫　のだ・よしお　㊧教育学者諺1874
（明治7）．7．7－1950（昭和25）・11・1⑭福
岡県㊧東大文科（1899）唇哲学館講師のの
ち、1904（明治37）広島高師教授となる。ヨー．
ロッバ留学後、奈良女高師教授、文部省督学1
官、日大講師などをへて、1921（大正10）大阪
社長となる。ボィント式活字を創製するな
ど、印刷界の先覚者となる。⑨01㊥3、4
乗杉嘉毒　のりすぎ・よしひさ　㊧官吏、教
育家㊧1878（明治11）一？⇔東大（1904）8文部
省に入り、督学官・図書官・大臣秘書官・初
代社会教育課長を歴任。1926（昭和1）官を辞
し、音楽学校長となる。また社会教育調査委
員会・著作権審査委員会の委員をつとめる。
㊨「社会教育の研究」1923（参春山作樹「社会
教育学概論」⑬02㊧3、4
?｛
萩野由之　はぎの・よしゆき　㊧国文学者、
歴史学者曾1860（万延1）－1924（大正13）客幼
名平作、号和菰和庵㊤佐渡（新潟県）㊧東
大古典講習科（1886）⑱上京以前に町会議員
三郡連合会副議長などを歴任。卒業後は元老
院書記生、1892（明治25）学習院教授、1896
（明治29）東京高師兼東京女高師教授、1899
（明治32）東大講師、のち教授となる。文博、
帝国学士院会員。1923（大正12）宮内省御用掛
高校初代校長となり・1936（昭和11）親和高女…図書寮勤務・また内務省’文部省関係の委員
校長、また関西学院大講師をつとめる。⑧iをつとめる。⑧「日本財政史」1890、「大日
「教育学概論」同文館1915、「日本教育の検、本通史」1899、「史話と説話」1918、「日本史
討」明治図書192ぶ躰眠性の研究」教薗?v192°vS，°’＠2，　3，　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56
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に～ね一
ね、1911（明治44）最初の日米交換教授として
渡米。1918（大正7）東京女子大初代学長とな
るp．1919（大正8）から国際連盟事務次長をつ1
とめる。蓼「新渡戸稲造全集」全16巻　19691
－70㊧石井満「新渡戸稲造伝」1934、矢内原l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　も行なった。㊧「児童中心主義攻究的新教授：理博窪1886（明治19）．12－1964（昭和39）．9．
法」宝文館1911、「悪教育の研究」弘学館1913！29㊤岡山県◎東大医科（1912）⑪アメリカ留
「子供の権利」南光社1918、「小学校改善の実1学後東大講師。1919（大正8）医博。1925（大
際的研究」開発社1919・「現代教育の新潮とi正14）兄豊とともに帝国女子医学専門学校（東
XeC」明治贈会社1931蜜゜3㊦3凶5　i邦大）創立・校屍なる・1939（n召和14）細
西脇済三郎にしわき．、いざぶろ，蝿㌶鷲霊霊潔璽璽麗‡
行家曇生没年不詳言新潟県鐘1910（明治43）西！る。⑰05轡3
脇銀行（のち三井銀行に買収され日本橋通町1
支店となる）を設立・頭取となる。㊧「三井i忽滑谷快天　ぬかりや・かいてん　⑤仏教学
銀行八十年史」・㊥99愚3、4　　　　　　　1者垣1867（慶応3）－1934（昭和9）書江戸㊧慶
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1応義塾㊧曹洞宗の中学林・高等中学林・大学
新渡戸稲造　にとべ・いなぞう　⑬教育者i　1林・慶大などで講義。1917（大正6）雑誌「達
思想家㊧1862（文久2）－1933（昭和8）㊧盛岡1磨禅」発刊，1920（大正9）曹洞宗大（駒沢大）
藩（岩手県）㊥札幌農学校（1881）琶1878（明　学長となる。この間、仏教思想の普及につと
治11）内艦三’宮部金吾らとともにキリ当めエの歴史的酬こ撒を残す・勧騨
ト教の洗礼を受ける。卒業後、農商務省など．思想史」全2巻1923－25、「朝鮮禅教史」
につとめるが、のち東大に入り美学・理財学・　1630⇔01＠3、4
統計学を学び、さらにアメリカに私費留学i　I
経済学・史学・文学などを研究する。18871沼波武夫　ぬまなみ・たけお　＄Ji俳人、俳文
（明治20）札幌農学校助教授となり、ドイソに　学者、思想家⇔1877（明治10）．10．1－1927
留学、農政学を学ぶ。1891（明治24）帰国後教i（昭和2）・7・19㊧号墳音㊤愛知県㊧東大馨
授となる。その後貧しい子弟のために夜学を1三重県第三中学教諭、文部省嘱託、萬朝報社
開くなど大衆教育にもつくす、また欧米漫遊1員をへて、文筆活動・思想問題研究の道に入
　　　　　　　　　　　　　　　　1903（明1る。のち法政大・東京女子大・東洋大・一高・1901（明治34）台湾総督府技師、後、
治36）京大法科教授をへて、1906（明治39）－1東大の講師を歴任し、晩年は一高教授をつと
高校長となり、学生の思想・人格に大きな影　める。日本精神の鼓吹につとめ、思想結社瑞
響を与える。1909（明治42）から東大教授を兼；穂会を結成する。㊧「芭蕉全集」（編）、他窒‘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35㊦2
1ね
忠雄「内付鑑三と新渡戸稲造」1948盲01・021根本通明　ねもと・みちあき　⑮漢学者、儒
＠3・4　　　　　　　　　　　　　　　　1学者㊧1822（文政5）．2．151906（明治39）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　110㊤出羽（秋田県）莚藩校明徳館に学び、の
　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　ぬち教抵学長となる。維新後・藩小参事・藩
　　　　　　　　　＿一　　　　　　　　学教授・秋田県権大属を歴任。1873（明治6）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1上京、大蔵省記録寮・宮内省御用掛・皇族御
額田晋　ぬかだ・すすむ　⑨内科医、医博、　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　進講などをつとめる。1890（明治23）根本義塾
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　55
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3、4
南摩綱紀　なんま・つなのり　⑧官吏、教育
家㊦1823（文政6）．11－1909（明治42）．4．18
㊧幼名三郎、のち八之丞、字士張、号羽峰㊤
会津藩（福島県），Qt’rk命により江戸に出て昌
平蟹に学ぶ。1855（安政2）関西を歴遊し、
1862（文久2）樺太に渡り6年間代官として原
住民の教化につとめる。会津城が落ちたのち
は、京都府の学職・太政官t文部省などへて
東大教授となる。1888（明治21）高師教諭、の
ち女高師教授兼高師教授となる。また日本弘
道会副会長、斯文学会講師などもつとめる。
‘㊧「内国史略」、「追遠録」⑨05⇔2
に
西周　にし・あまね　⑲法制家、
1829（文政12）－1897（明治30）⑳幼名経太郎、
のち周助、維新後周と改名、号甘麻斎、天根
㊤石見（島根県）Cto儒学・蘭学・英学を学
び、1862（文久2）津田真道らとオランダに留
学、法律・経済t哲学を学ぶ。1865（慶応1）
帰国後、開成所教授、1869（明治2）沼津兵学
校教頭となる。1870（明治3）兵部省に出仕、
学制取調御用掛を兼ね、私塾育英社を開く。
1872（明治5）陸軍大丞となり、1873（明治6）
栃木県㊥東京高師⇔栃木県尋常中学・第二中
学教諭、兵庫県第一師範教諭をへて、1902
（明治35）東京高師教諭、1911（明治44）同教授
となる。1920（大正9）文部省督学官に任ぜら
れ、1923（大正12）から東京高師講師嘱託。
1927（昭和2）高知高校（高知大）校長、1932
（昭和7）松本高校（信州大）校長を歴任。●
13、99窪）3、4
西村茂樹　にしむら・しげき　＠教育家、啓
蒙的官僚学者奮1828（文政11）－1902（明治35）
②幼名平太郎、号伯翁⑭下総（千葉県）㊨佐
野藩の執政にあたり、維新後は佐倉藩大参
事、さらに印旛県権参事となるが、1872（明
治5）上京し家塾を開く。1873（明治6）明六
社に加わり、啓蒙活動を行う。また文部省に
出仕し編集課長、1880（明治13）編集局長とな
る。この間1876（明治9）修身学舎（のち日本
思想家⑳1弘道会）を創設、1879（明治12）学土院会員と
「西周全集」全3巻1960－66⇔森鴎外「西
周伝」1898、桑木厳翼「西周の百一新論」
1940、井上哲次郎「明治哲学界の回顧」岩波
講座一哲学7　1933㊥01、02㊧1
「なる。1886（明治19）宮中顧問官、1888（明治
21）華族女学校長、1890（明治23）貴族院議、員
をつとめる。1901（明治34）文博。㊧「万国史
略」1867、「経済要旨」1874、「日本道徳論」
1894、「徳学講義」1895、「往事録」1905、「伯
翁叢書」全2巻1909－12⇔日本弘道会編1「伯翁西村先生」1913、伝記編纂会編「伯翁
西村茂樹伝」全2巻　1933、吉田熊次「教育
者としての西村茂樹」教育1－11913、家永
明六社に参加する。1876（明治9）宮内省御用1三郎「西村茂樹論」日本近代思想史研究1954
掛、1879（明治12）学士院院長、1881（明治14）1’92，01、02⑳1
文部省御用掛兼東京師範校長となる。1882
（明治15）元老院議官・1890（明治23）貴族院議1西山哲治　にしやま・てつじ　8教育学者㊦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　員となる・哲学的訳語’述語を倉Ui±1 Lた・㊧奄P883（明治16）ny　2・13－1939（昭和14）・12・
西川1頁之にしかわ・のぶゆき翻龍副等学校である私立帝国小学校を創立する．ま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11873（明治6）．2－1951（昭和26）．12．10⑳iた児童福祉政策の充実に努力し、欧米の視察
15㊤兵庫県㊥哲学館（1905）穫「教育実験界」
の編集にたずさわり、1906（明治39）からニュ
ーヨーク大で教育学を学ぶ。1910（明治43）教
育学博士となり、帰国後教育改革の必要を説
いて、1912（大正1）東京巣鴨に日本最初の初
54
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?3、4
長松篤斐　ながまつ・あつすけ　㊧実業家、
政治家笹1864（元治1）．4．15－1941（昭和16）．
4．16邑．山口県㊧東大理学科中退径中退後ド
イツに渡り、ヴュルツブルグ大で植物生理学
を研究、この間森鴎外・加藤照麿らと交遊を
むすぶ。帰国後一時学習院教授をつとめる
が、1893（明治26）岳父の関係から東京火災保
険（安田火災海上）取締役となる。1903（明
治36）襲爵し男爵となり、貴族院議員。1911
（明治44）常務取締役、さらに副社長、1931
（昭和6）社長に就任。1932（昭和7）以後は評
議委員をつとめる。また東京植物学会会員で
あった。㊧「保険辞典」保険研究所1978、増
田芳雄「長松篤葉のこと」図書1984．6月号
岩波書店婁12、99．e‘3、4
中村久四郎　なかむら・きゅうしろう　㊧文
博㊧1874（明治7）．2－1961（昭和36）．9．7宴
のち中山と改姓（1929）⑱長野県㊥東大文科
（1899）轡1905（明治38）広島師範教授、1907
（明治40）東京高師教授をつとめ、1925（大正
14）文博となる。1929（和和4）東京文理科大
教授、1941（昭和16）同名誉教授となる。㊧99
㊦3、4
中村恭平　なかむら・きょうへい　㊨教育家
㊧1855（安政2）．5．21－1934（昭和9）．1．
21｛三河（愛知県）⇔東大理学部（1878）竣
1881（明治14）東京物理学校創設に参画、経営．
にあたり講師も兼ねる。また長崎師範教諭・
㊧東京㊥東大文科（1903）⇔曹洞宗付属中学
林・同第一中学林・城西実務学校・麹町女学
校などで国文学を教える。1906（明治39）成媛
園を設立、1912（大正1）岩崎小弥太の援助で
成践実務学校を設立、さらに中学校・小学校・
実業専門学校・女学校を開く。1915（大正4）
成践教育会を結成、「新教育」を発刊。萱「中
村春二選集」1926◎「成膣学園六十年史」
1973‘聲103¢璽）3
中村正直　なかむら・まさなお　⑤教育者、
啓蒙学者傍1832（天保3）－1891（明治24）宮幼
名釧太郎、のち敬輔、号敬宇亀江戸．麩昌平蟹
に学び、1855（安政2）同教授。1862（文久2）
儒官に列する。1866（慶応2）幕府の留学生取
締として渡英、1868（明治1）帰国後、静岡学
問所教授。1872（明治5）政府に出仕し大蔵省
翻訳御用となる。1873（明治6）私塾同人社を
おこし、また明六社に入る。キリスト教に心
服し、1874（明治7）洗礼を受ける。1875（明
治8）訓盲唖院を設立。東大教授・東京女子
師範校長・女子高師校長など歴任。　この間
1886（明治19）元老院議官、1890（明治23）勅選
貴族院議員となる。⑧「西国立志編」1871、
「自由之理」1871、「共和政治」1873、「西洋
品行論」1878、「敬宇演説集」1887㊧石井民
司「中村正直伝」1907、高橋昌郎r中村敬宇」
1966（⑲01、　02㊥1
福島師範校長・新潟尋常中学校長・東大舎監・11872（明治5）東大願寺役員となり、
同助教授兼学生監など歴任し、1915（大正4）
東大書記官となり1923（大正12）までつとめ
る。1930（昭和5）東京物理学校長となる。⑬
05⑰3、4
中村春二　なかむら・はるじ
1877（明治10）．3．
　　　　　⑱教育家㊧　　　　　　　　　　　　　1－1924（大正13）．2．21‘「梵学講議」1905、「懐旧録」1927貸01⑮1・2、
南篠文雄　なんじょう・ぶんゆう　㊧梵語学
者㊥1849（嘉永2）－1927（昭和2）璽幼名恪
丸、号碩果⑨美濃（岐阜県）㊧高倉学寮㊧
　　　　　　　　　　　　　　　　1876（明
治9）オックスフォード大に留学し梵語仏
典を研究。帰国後、真宗大教授・東大講師・
東洋大講師などをへて、1903（明治36）真宗大
学監、1906（明治39）帝国学士院会員、1914
（大正3）真宗大谷大学長となる。㊧「大明三
蔵聖教目録」i「大無量寿経梵本」（共著）、
一53181
な詩人、医師e＿1・1845（弘化2）－1924（大正13）．　なる。⑨r倫理学慨論」哲学館1898、「実践
8．24客本名周二㊤愛知県㊨漢詩人森春濤門　倫理講話」同文館1910、「倫理学」東洋大学
下の四天王のひとりに数えられる。書は石壊‘1出版部ユ933、「論語の組織的研究」大日本出
流、看板の文字が有名で、読売新聞の題字も　版1941（参中島徳蔵先生学徳顕彰会「中島徳蔵
揮毫した。1874（明治7）ごろから1917（大正1先生」1962‘㊥03⑥2、3s　4、5
6）まで神田お玉ケ池に玉池仙館を構え、医
業を営む。㊨04㊦4　　　　　　　　　　1中島力造　なかじま・りきぞう　題倫理学者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊧1858（安政5）－1918（大正7）9京都蓼同志
中沢弘光　なかざわ・ひろみつ　塞洋画家㊧．社経工一ル大などに留学後、1890（明治23）東
1874（明治7）、8．4－1964（昭和39）．9．8垂1大文科大講師、1892（明治25）同教授となる。
東京i9東京美術学校（芸大）㊨黒田清輝らの　心理学・倫理学を教え、新カント派の紹介に白験に参加．191・（明治43）嫌審韻、・93・1つとめる．劇列伝姻洋哲学小史」・898，
（昭和5）帝国美術院会員、1937（昭和12）帝国‘「教育的倫理学講義」、「現今の自由意志問題」、
芸術院会員、1944（昭和19）帝室技芸員とな
る。光風会・白日会などを結成し、展覧会活
動を行う。「おもいで一1（1909）・「まひる」
（1910）などが有名。（㊨01、05＠3
中島鋭治　なかじま・えいじ
功労者㊧1858（安政5）－1925（大正14）．2．
16¢．陸前国⑨東大理学部（1883）㊧首席卒業後
助教授、1884（明治17）関西地方の古代建築物1
調査に携わる。1886（明治19）より欧米に留学．
し衛生工学・水道工事などの調査・研究のの
ちi1890（明治23）帰国。1896（明治29）工科大1
教授、1898（明治31）東京市技師長嘱託、1899
鷺藁i竃蓼耀豊繍
により1924（大正13）旭日章。1925（大正14）土
木学会長となる。⑧「英和工学辞典」（共編）
葺05㊥3、4
「最近倫理学説の研究」㊨01、02＠3、4
中橋徳五郎　なかはし・とくごろう　塞政治
家、実業家㊧1861（文久1）－1934（昭和9）㊨
　　　　　　1号狸庵違石川県㊧東大⑪横浜始審裁判所判事
⑲‘工博、水道1試補から、1887（明治20）農商務省に入る。
中島徳蔵なかじま・とくぞう　壱倫理学者
窪1864（元治1）．2．2－1940（昭和15）．5．31
燈上野国（群馬県）㊧東大文科登東洋大中興
1889（明治22）帝国議会制度取調局に出仕、欧
米に派遣され、帰国後衆議院書記官、逓信省
の参事官・管船局長・鉄道局長を歴任コ898（明
治31）大阪商船社長となる。また宇治電社長・
日窒会長も兼ね、水俣町に最初の窒素肥料製
造工場を建設。さらに日清汽船創設に参画、
取締役となる。1914（大正3）社長を退き、政
友会に入る。以後、文相・商工相・内相を歴
任。惨伝記編纂会編「中橋徳五郎」全2巻
1944（＠01㊦3、4
長原孝太郎　ながはら・こうたろう　璽洋画
家¢1864（元治1）－1930（昭和5）名号止水⑪
美濃（岐阜県）㊥東大予備門中退「蓮1896（明
治29）黒田清輝・久米桂一郎・藤島武二らと
白馬会を結成。ユ898（明治31）東京美術学校助
教授、のち教授となる。1907（明治40）東京勧
の祖として発展に尽くし、東工大・日大・跡1業博覧会で「停車場の夜」が賞を受け、以後
見学園・共立女学園などでも教える。実践倫　文展・帝展で活躍。漫画・挿絵にも優れ、
理では当時第一人者といわれる。哲学館事f’ckI1893（明治26）漫画誌「とぽゑ」刊行。作品
では辞職するが、1926（昭和1）東洋大学長と1「張子人形」、「牛肉屋の二階」など。：1葦’Ol㊥
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と～な
院議員となり、1898（明治31）には文相もつと
める。教育制度の改革にも努力した。霧「民
権弁感」1880、「演劇改良論私考」1886、「新
詩体歌集」1895、「N山存稿」全2巻1909
鯵三上参次編「外山正一先生小伝」1908、建．
部遮吾「教育家外山正一先生」1933葺01、02
＠1
虎石恵実　とらいし・けいじつ　慰哲学者㊥
加藤玄智らと同期。1900（明治33）論文「哲学
の科学及び宗教に対する関係」を著わし、三
者の調和を試みる。⇔03毬2、3
同1892－93、「四書講義」同1892－95、「国体
発揮」同1893⑪01、03㊥2
永井威三郎　ながい・いさぶろう　趨育種学
者、栽培学者、農博⇔1887（明治20）．11－
1971（日召＄日46）．　9．14魯東京（肇）東プミ農科（1908）
径農商務省海外実業練習生としてアメリカへ
留学、さらにドイツで学ぶ。帰国後、1917
（大正6）農事試験場技師、1935（昭和10）東京
生没年不詳⑦新潟県㊥東大文科（1899）薩井1高等農林学校教授、のち日大教授となる。日
上哲次郎を師とし、波多野精一・野田義夫・1本作物学会・遺伝学会・農業気象学会に属
鳥尾小弥太　とりお・こやた　⑰軍人、政治
家⇔1847（弘化4）－1905（明治38）⑯長州（山
口県）㊧尊王撰夷運動に参加、1868（明治1）
戊辰戦争では鳥尾隊として戦う。維新後、兵
部省に出仕、兵学頭・軍務局長・大阪鎮台司・
令長官・陸軍大輔・参謀局長など歴任し、西
南戦争後近衛都督となるが病気で退職。1885
（明治18）国防会議議員となり、外遊後谷干城
らと保守中正派を組織し反欧化主義を唱え
る。貴族院議員、枢密顧問官もつとめる。㊧
「得庵全書」全2巻　1911－34⑪01⇔1
?
内藤恥聖　ないとう・ちそう　㊧歴史家苦
1826（安政9）－1902（明治35）．6．79‘幼名正
直、字王道、通称弥太夫、号碧海㊤常陸（茨
城県）⑮水戸藩校弘道館で会沢正志斎・藤田
東湖に学び、1865（慶応1）同館教授となる。
維新後、群馬県中学校長をへて、1878（明治
11）東京小石川区長、1886（明治19）文科大教
授、1889（明治22）陸軍教授となる。学風は水1
戸学による尊王史観に立つ。㊨「大祭祝日義
解」博文館1891、「徳川十五代史」全10巻
し、日本育種学会評議員をつとめる。イネの
遺伝研究がある。永井荷風は兄。著「作物栽
培各論」、「日本の米」㊧05趨3
長岡半太郎　ながおか・はんたろう　⇔物理
学者㊧1865（慶応1）－1950（昭和25）㊥肥前
（長崎県）㊥東大⑪1890（明治23）理科大助教
授となり、磁気ひずみ現象の研究で注日され
る。1893（明治26）理博、　ドイツ留学、1896
（明治29）帰国後教授となる。理化学研究所・
東北大理学部の創設に力をつくす。1903（明
治36）土星型原子模型を発表し、これはラザ
フォード＝ボーアの太陽系原子模型の先駆と
なる。その他地球物理学関係の研究で活躍。
931（昭和6）大阪大初代総長、1937（昭和12）
第1回文化勲章受章、1939（昭和14）帝国学士
院院長となり、日本学術振興会理事長も兼ね
る。②藤岡由夫監修「長岡半太郎伝」1973⑲
Ol、31㊥3、4
中川謙二郎　なかがわ・けんじろう　㊧教育
家㊥1850（嘉永3）－1928（昭和3）㊤兵庫県㊥
開成学校餐新潟学校・学習院・東京女子師範
などの教諭をつとめ、1901（明治34）文部省視
学官となる。のち仙台高工・東京女高師の校
長を歴任。㊧庄司荘重郎「中川謙二郎先生」
1929tL‘01愚3、　4
永坂石壊　ながさか・せきたい　愚書家、漢
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?山大学林長、1882（明治15）真言宗法務所課長
となる。1892（明治25）万国宗教大会委員とし
てシカゴへ　さらにパリに渡り密教経典をフ
ランス語に訳す。1894（明治27）京都高山寺住
職、1900（明治33）宗務所課長、1906（明治39）
御室派管長となり、真言宗総合大学総理を兼
務。のち高野派管長となる。●05＠3、4
時任為基　ときとう・ためもと　㊧官吏、政
治家㊥1841（天保12）－1905（明治38）．9．1㊧
鹿児島県⑮東京府典事から開拓使権大書記官
3、4
戸水寛人　とみず・ひろんど　⑪法学者㊥
1861（文久1）－1935（昭和10）㊤金沢藩㊧東大
1㊧ヨーロッパ留学後、1894（明治27）東大教
授。七博士のひとりとして日露開戦を主張。
1905（明治38）講和成立後も批准拒否を請願
‘し、これは〈戸水事件〉に発展する。のち衆
議院議員に当選5回。㊨〕「春秋時代楚国相続
法」1898、「物権と債権」1900、「法政管見」
1
1903、「回顧録」全2巻1904－06⑬OILW　3　，4
となり、以後函館支庁長、宮崎県知事をへて1
元老院議官、さらに高知・静岡・愛知・大阪．富田敦純　とみた・じょじゅん　塞僧侶（真
・宮城各府県知事を歴任。1898（明治31）勅選　言宗豊山派）㊧1875（明治8）．5．2－1955（昭
貴族院議員、錦鶏間砥候となる。㊧05vR　l　l和30）．7．29魯長野県㊥哲学館（1897）⑪1911
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（明治44）真言宗豊山派宗務長となる。1914
常盤大定　ときわ・だいじょう　㊧仏教学者　（大正3）以降東京中野宝仙寺住職をつとめ・
⇔1870（明治3）－1945（昭和20）蓼号榴邸⑱宮　かたわら東洋大講師、また1920（大正9）豊山
城県㊧東大参東大文科大講師から同教授、　大学長、1926（大正15）大正大教授となる。
1931（昭和6）東洋大教授となる。中国の仏教11932（昭和7）豊山派管長に就任、大僧正にな
史蹟の調査など、中国仏教に関する研究で業　る。感応幼稚園、中野高女を設立、1951（昭和
績を残す。晩年は本願寺浅草別院の輪番とな　26）宝仙学園短大学長となる。⑧「新義真言宗
る。⇔「支那仏教史蹟並びに詳解」（関野貞と　史綱⊥「秘密辞林」、「密教百話」㊧守山聖真
共著）1939－42、「支那に於ける仏教と儒教　「富田敦純大僧正略伝」真言密教史の研究
道徳」1930、「支那仏教の研究」1938‘⇔01⇔　鹿野苑1966⑥05⑭3、4、5
3、4、5
得能文とくのう・ぶん愚哲学者窪1866
（慶応2）．8．27－1945（昭和20）．2．8㊧越
中（富山県）㊧東大文科往‘四高・東洋大・東
大・東京高師などの講師・教授を歴任する。
1933（昭和8）退官後は著述に専念。文博。⑧
「最究寛者」大村書店1927、「浅人零語」第一
書房1928、「哲学概論」同1933、「仏説四十二
章経」岩波文庫1936，㊥03翻1、2、3、4、5
所金蔵　ところ・きんぞう　‘⑪教師㊥1876
（明治9）．4－？璽東京㊧哲学館（1905）轡東
京薬学校教諭、東洋大職員ののち、京北実業
教員を1942（昭和17）までつとめる。（ge99㊥2、
外山正一　とやま・まさかず　㊧哲学者、教
育者鐙1848（嘉永1）－1900（明治33）⇔幼名
捨八、号N山仙士澄江戸：㊧1863（文久3）開成
所教授方となり、1866（慶応2）中村正直らと
イギリス留学、1868（明治1）帰国後静岡学問
所教授兼洋学部長をつとめる。1870（明治3）
外務省弁務少記としてアメリカに渡るが、
1872（明治5）官を辞し、ミシガン大で哲学・
理学を学ぶ。1876（明治9）帰国し開成学校
（1878から東大）教授となり、1888（明治21）
文博、1897（明治30）東大総長。この間進化論
の紹介につとめ、ローマ字学会を設立し、矢
田部良吉・井上哲次郎と「新体詩抄」を発表
（1882）、また万歳三唱を創始。一方、勅選貴族
50
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つ～と
なり、ユ887（明治20）よりヨーPッパに留学、
帰国後文博、東大教授、1904（明治37）学長と
なる。1906（明治39）帝国学士院会員。考古学
人、図書館功労者荏1862（文久2）．2．26－1949
（昭和24）．3．24茗号水哉口新潟県㊧東京専門
学校政治科・行政科㊧在学中より博文館につ
会会長などもつとめる。わが国の歴史研究方iとめ、自ら執筆するとともに編集者として活
坪井正五郎　つぼい・しょうごろう　⑰人類
学者、考古学者㊧・1863（文久3）－1913（大正
2）㊥江戸書東大笹在学中の1884（明治17）弥
生式土器を発見、人類学会を創立する。1886
（明治19）「人類学会雑誌」創刊。1889（明治
22）東大理学部助手となり、イギリス留学後
教授。1899（明治32）理博、1906（明治39）帝国
学士院会員となる。1911（明治44）欧米視察、
1913（大正2）ペテルスブルクで客死。日本人
類学の父といわれ、日本原住民コロボックル
説を唱えた。＠「坪井正五郎集」全2巻衝01
⑱2
法の基礎を築く。曾「史学研究法」1926⑰011躍、編集局長・取締役を歴任。また1901（明治
⑲1・2・3・4　　　　　　　　　　　　　‘34）から1922（大正11）までの東京市会議員在
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1任中に市立図書館を建設するなど、図書館事
　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　業の先覚者。私立大橋図書館（三康図書館）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長、日本図書館協会会長もつとめる。無類の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旅行好きとしても知られる。⑧「市制、町村
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　制注釈」1888、「博文館50年史」（編）、「大橋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐平翁伝」（編）㊧加茂町立図書館後援会編
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「水哉坪谷善四郎先生伝」1949〔⑬05＠3、4
坪内雄蔵　つぼうち・ゆうぞう　鐘評論家、
小説家、劇作家㊧1859（安政6）－1935（昭和
10）㊧号遭遙、春廼屋朧、柿聖㊧美濃（愛知1究所に入り、
県）㊧東大（1883）経東京専門学校．（早大）講
師をつとめるかたわら、小説や評論などの執
筆をする。1889（明治22）「細君」発表後小説
の筆を断ち、演劇改良に力を注ぐ。同年日本
演劇協会設立、歌舞伎の改革をめざす。また
東京専門学校に文学科を創設。189ユ（明治24），
「早稲田文学」発刊。1896（明治29）早稲田中
学が設立され、教頭・校長を歴任。ユ899（明
治32）文博。1906（明治39）文芸協会、1908
（明治41）演劇研究所を設立、俳優養成も志
す。1928（昭和3）シェークスピア全集の翻訳
を完成。⇔「坪内遣遙選集」全12巻別巻3
1926－27（㊧河竹繁俊・柳田泉「坪内迫遙」
1939、河竹繁俊「人間坪内遣遙一近代劇檀側
面史」1959⑬01、02㊥1、3、4
坪谷善四郎　つぼや・ぜんしろう　㊧出版
??
暉峻義等　てるおか・ぎとう　⑰労働科学・
産業医学者、医博㊥1889（明治22）．9．3－1966
（昭和41）．12．7㊧兵庫県㊥東大医科（1917）
⇔警視庁保健衛生事務嘱託として、貧民の健
康状態を調査。1919（大正8）大原社会問題研
　　　　　　女工調査などを行う。1921（大
正10）倉敷労働科学研究所の創立とともに所
長となる。農民・開拓者などの労働問題を研
究。のち産業報国会理事、大政翼賛会国民運
動局長をつとめる。㊧「乳児死亡の社会的原
因に関する考察」大原社研1921、「産業と人
間」理想社1940、「近代的労働における精神
と身体の問題」身体医学講座　日本教文社
1957惨三浦豊彦・他「暉峻義等博士と労働科
‘学」1967曾03、05③2
土宜法龍とぎ・ほうりゅう　（⑰僧侶（真言
宗高野派）㊥1855（安政2）．8－1923（大正
12）．1．10客幼名光丸、字覚意、号雲外㊧尾
張（愛知県）㊥慶応義塾㊧1879（明治12）高野
49
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一一ｿ～つ
4、5
‘ち
近角常観　ちかずみ・じょうかん　㊧僧侶．
（真宗大谷派）㊧1870（明治3）．12－1941（昭
和16）．12．
沢満之らと宗門改新運動に参加。1900（明治
を機に本山革新に立ち、一時僧籍を剥奪され
る。1915（大正4）求道会館設立。㊥「餓悔
録」、「人生と信仰」㊧中野駿太郎「清沢満之
と近角常観」大法輪22－41955⑰05㊥2
職もつとめる。◎「清沢満之全集一1、「近代大
谷派年表」、「大谷派近代年表」⑪99＠3、4
辻新次　つじ・しんじ　⑰教育行政官奪1842
（天保13）－1915（大正4）名幼名鼎吉、のち理
之助・新次郎と改名、字伝我、号信松亘信濃
（長野県）㊥藩所調所：麩開成所教授手伝、同試
　　　　　3㊤滋賀県㊥東大文科（1898）塞清1補をへて1871（明治4）大学大助教、翌年大学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1南校校長。文部省設置とともに同省出仕、学
33）東本願寺留学生として欧米視察、1902（明‘制起草に参加。以後文部大書記官、地方学務
治35）帰国後、求道学舎を設立して大衆教化［局長i普通学務局長を歴任し、1886（明治19）
につとめる。1914（大正3）大谷光演排斥事件1初代文部次官となり1892（明治25）までつとめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト
つi
塚原政次　つかはら・せいじ　㊧児童心理学
者㊧1872（明治5）－1946（昭和21）㊧兵庫県㊧
⇔東大文科（1897）⑱ドイツ・アメリカに留学
後、広島高師教授、文部省督学官、静岡・東
京各高校長を歴任。1924（大正13）「児童及び
青年の心理学的研究」で文博。1934（昭和9）
広島文理大学長兼広島高師校長、1935（昭和
10）東京高校名誉教授。著「近世における記
憶説の沿革二哲学雑誌119－126　1897、「児童
の心理及び教育」明治図書1926②藤原喜代蔵
「教育思想学説」日本経国社1944⑪03⑨2、3、4
5
月見覚了　つきみ・かくりょう　・i釧曽！呂（真
宗大谷派）㊧1864（元治1）．10－1923（大正
12）．4建滋賀県㊧東大漢学専攻選科⑫長浜勝
福寺住職。清沢満之らと共に「教界時言」を
発刊し、その編集人をつとめる。真宗大の学
舎建築主任、同大図書館長、また本山相続講
局長となる。別格別院本誓寺（越後高田）住
る。また1883（明治16）大日本教育会（帝国教
育会）を創立し、会長になる。㊧樋口勘二郎
編「信松先生錫爵録」1912、安部李雄i編「男
爵辻新次伝」1940Ct：Ol、02㊦1
津田真道　つだ・まみち　⑲官僚、啓蒙学者
1＠一　1829（文政12）－1902（明治35）客喜久治、真
1一郎燈津山（岡山県）⇔1857（安政4）蕃書調
所に出仕i1862（文久2）西周とオランダに留
学。帰国後最初の西洋法学紹介書「泰西国法
論」を訳出。幕府目付役などつとめ、維新後
司法省に入る。のち陸軍刑法を作成。裁判
官、元老院議官をつとめ、1890（明治23）衆議
院議員、1896（明治29）勅選貴族院議員とな
る。男爵、法博。明六社で啓蒙活動に参加。
（参津田道治「津田真道」1940⑬01③1
土子金四郎　つちこ・きんしろう　㊥銀行
1家、経済学者窪1864（元治1）－1917（大正6）
1③東京⑨東大縷アメリカ留学で銀行実務を学
び、日銀、横浜正金銀行に関係。横浜火災海
上運送等を創設。法博。蟹「経済学大意」
！1887、「銀行実務誌一銀行実践」1899■01⑲
建）1、2、3、4
坪井九馬三　つぼい・くめぞう　⑱歴史学者
奪1858（安政5）－1936（昭和11陸幼名久米吉
㊤大阪㊥東大文学部・理学部莚東大御用掛と
48
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た学者．e　1856（安政3）－1952（昭和27）「婁岩手県
鰺東大理学部（1882）㊨東大助教授となり、
1889（明治22）グラスゴー大に留学、1891（明
治24）帰国後教授。地磁気・地震に関する研
究を行い、日本の地球物理学を確立。また航
空技術の研究・発達にもつとめ、東大航空研
究所の設立に参画。一方でメートル法普及、
ローマ字運動などにも力をつくす。多くの国
際会議に日本代表として出席し、世界的に活
躍。また帝国学士院会員として貴族院議員に
選ばれる。1944（昭和19）第1回の文化勲章を
受章。⇔「葛の根」㊧中村清二「田中館愛橘
先生」1943⑬01、02、31＠3、4
棚橋絢子　たなはL・あやこ　⑰教育家㊧
1839（天保10）．4，7－1939（昭和14）．921客
幼名貞、本名絢⑯大阪⑬漢学者棚橋大作と結
婚。1862（文久2）美濃で私塾を開き、維新後
十番小学校教員、明倫校桃夫女学校長、東京
女子師範訓導、成立学舎女子部教頭、愛敬女
長をつとめる。＠「女道叢話」1904、「女ら
しく」忠誠堂1924、「梅巷存稿」バクト社1939
㊧中村武羅夫「伝記棚橋絢子刀自」婦女界社
1938（学園書房1981）、「東京女子学園70年史」
1973⑪01、　03㊦）4
田部重治　たなべ・じゅうじ　⑮登山家、英
文学者㊥1884（明治17）．8．4－1972（昭和47）．
‘9．22⑧旧姓南田㊧富山県⑤東大英文科（1908）
轡1912（明治45）より1959（昭和34）まで東洋大
に在職。1922（大正11）より1942（昭和17）まで
法政大で新設の英文科主任教授をつとめる。
ペーター研究の草分け。また登山家・山岳文
学者としても著名で、多くの紀行文を残した。
1950（昭和25）日本山岳会名誉会員となる。諺
‘「ペイターの作品と思想」、「中世欧州文学史」、
「山と渓谷」、「峠と高原」㊥01、05㊧2
学渋など雄任．・9・3（明治36凍京高女｛（鵬1・）西繊争礁雄脚・成机認勝
（鯨好学園）を創iZ・　1938（BlifP13）まで校1利鱗く・舗酷鳥刷’獄らと服会
谷干城　たに・かんじょう　⇔軍人、政治家
㊧1837（天保8）－1911（明治44）箸通称守部、
号隈山㊤土佐（高知県）径1866（慶応2）藩命
により長崎・上海を視察。戊辰戦争に従軍
後、藩政改革を指導。その後兵部権大丞、陸
軍裁判所長、熊本鎮台司令長官、東部監軍部
長、陸軍士官学校長i監軍部長を歴任。この
間1874（明治7）には士族反乱を鎮圧、1877
を組織山県有朋と対立し陸軍を去る。1884
（明治17）学習院院長、子爵。1885（明治18）農
‘商務相となるが、欧化主義に反対して辞職。
1890（明治23）貴族院議員。‘蓼「谷干城遺稿」
全2巻1912＠平尾道雄「子爵谷干城伝」
11935、松沢卓郎「谷干城」1942葺01．㊥1
棚橋一郎　たなはし・いちろう　態教育家塗
1863（文久3）．1．2－1942（昭和17）．2．7㊤
美濃（岐阜県）㊥東大文学部（1ε83庵棚橋絢
子の長男。中村敬宇、円了に師事。東京第一
高等中学、陸軍幼年学校、哲学館などの講師
を歴任。1889（明治22）郁文館中学創立、同校．
長をつとめる。1go3（明治36）東京高女創立。
東京市会議員もつとめる。蓼「英語大辞典」
（編）三省堂1883、「仏教之前途」哲学書院1887、
「日本新辞林」（共編）三省堂1897量⊂）3．塞1、2、
3、4、5
谷本富　たにもと・とめり　㊧教育学者蓼
1867（慶応3）－1946（昭和21）当香川県窒東大
縷中村敬宇の門下生。湯原元一らとヘルパル
トの教育理論を研究、紹介につとめる。山口
高等中学教師、東京高師教授、東京博物館主
事、文部省視学官など歴任。1900（明治33）ヨ
ーロッパ留学、1903（明治36）帰国後i京都文
科大講師、1905（明治38）文博、翌年教授とな
る。魯「実用的教育学及教授法」1894、「科
学的教育学講義」1895、「普通心理学集成」
1897、「最新教育学大全」1922葦．01、02㊥3、
47一
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た授、のち文部省書記官となり1888（明治21）イ
ギリス留学、1890（明治23）帰国後、東大教授
兼東京図書館長をつとめる。1897（明治30）上
野帝国図書館長となる。文庫協会、図書館協
会を設立する。惨竹林熊彦「田中稲城と帝国
図書館」1943管01、02＠3、4
田中治吾平　たなか・じごへい　⑲神道家孕
1887（明治20）－1973（昭和48）㊧岐阜県馨神宮，
皇学館、東洋大㊨重病を体験して知的な悟り
が無価値であると痛感しiのち国教学館を創
立する。また鎮魂斎庭修行を創始。1929（昭
和4）霊感を得て無上神道を唱え、教化活動
に専念する。㊨「神代之思想」、「日本民族の
信仰」、「国民道徳と社会改造」、「天照大神々1
格論」、「無上神道」⑲05㊥5
田中正平たなか・しょうへい　㊥音響学
者、理博㊧1862（文久2）．5－1945（昭和20）．
10．16㊧兵庫県㊧東大理学部（1882）穣首席で
卒業し、1884（明治17）文部省留学生としてベ
ルリン大のヘルムホルツの下で音響学・電気
学を研究。1889（明治22）純IE調オルガンを発
明、ドイツ皇帝の前で演奏し、ドイツ及び日
本の文部省から研究費を与えられて電気式純‘
正調パイブオルガンを作る。1899（明治32）帰
国i
を歴任し、1912（大正1）退官後田中電気研究‘
所を創立。鉄道用電気信号装置など多数の発1
明をする。一方、邦楽3千種を採譜するな
ど、音楽振興にも尽くす。大日本音楽協会理i
事長、文部省国民精神文化研究所員などをつ
とめる。1938（昭和13）朝日文化賞を受ける。
曾「日本和声の基礎」㊨05、31㊥3
師も兼ねる。1899（明治32）仏教清徒同志会に
入会。1926（大正15）京北中退職後名誉教員と
なり、伊豆で旅館を経営。登99㊥2、3、4、5
田中善立　たなか・ぜんりつ　⇔政治家苦
1874（明治7）．11－？㊥愛知県㊥哲学館㊧教
師となるが、のち中国で布教及び教育に従事
する。さらに東洋大講師、台湾総督府嘱託を
へて、愛知中央鉄道会社社長となる。また立
．憲政友会に加わり、衆議院議員に当ve　7回。
海軍省副参政官、文部政務次官に任ぜられ、
鉄道会議議員・都市計画愛知地方委員会委
員・宗教制度調査会委員など歴任。㊨「台湾
及南方支那」㊨03㊥3、4、5
田中智学　たなか・ちがく　⇔日蓮主義者奪
1861（文久1）－1939（昭和14）㊨本名巴之助㊤
江戸墾幼くして日蓮宗に出家するが、のち還
俗。1891（明治24）立正安国会（国柱会）を創
立し、日蓮主義運動をおこす。また日本国体
学を提唱。⑪「宗門之維新」、「日蓮上人の教
義」、「大国聖日蓮上人」、「師子王全集」全36
巻　1931－40◎日本国体学会編「日本の師表
　田中智学」1968⑰01〔㊥4
田中義能　たなか・よしとう　㊧神道学者、
日本鉄道会社技師・鉄道院鉄道試験場長1文博㊧1872（明治5）．9．12－1946（昭和21）．
田中治六　たなか・じろく　⑳教育者㊦186gl
（明治2）．7－？⑪長野県㊦哲学館（1891）㊧
1895（明治28）絹煕館設立。1898（明治31）京北
中学設立に参加、以後同校英語教師となり、
財団維持員・幹事もつとめる。また哲学館講
3．4㊧山口県㊧東大文科（1903）㊨）1942（昭和
17）まで国学院大の講師・教授をつとめ、こ
の間東洋大・日大・五高などで講じ、錦城中
学校長・帝国女専校長を歴任。また1921（大
正10）から東大最初の神道学講座を担当。
1922（大正11）「平田篤胤の哲学」で文博。西
洋哲学、倫理学の見地から神道を研究、神道
学会を創設した。㊨「神道史綱要」、「神道哲
学変遷史」、「日本思想史概説」、「武士道概
説」㊧r田中義能氏教育学」日本現代教育学
大系3　モナス社1927㊥05㊥2、5
田中館愛橘　たなかだて・あいきつ　㊧物理
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たの導入を唱えた。⑨05、31＠2
高橋九郎　たかはし・くろう　⇔地方政治家
㊧1850（嘉永3）．12－1922（大正11）．9③新
潟県㊥片貝北見陵塾㊧慈光寺檀家総代。代議
士を3期つとめ、来迎寺村長・同農会長など
歴任。借用組合・耕地整理・暗渠排水・副業
奨励・天気予報・小学校教育の充実などの事
業を行い、その功績により1916（大正5）藍綬
褒章を受ける。⑰．99㊧1、3
高橋捨六　たかはL・すてろく　塞弁護士、
実業家奪1862（文久2）－1918（大正7）．8．14
⑯福井県㊧東大法科（1885）建はじめ官途にっ
くが、まもなく弁護士に転じ、のち東京弁護
士会会長となる。この間イギリス法律学院創
立に尽力、日銀の顧問をつとめる。また正金
銀行の顧問から同行副支配人兼内国課長、調
査役、監査役を歴任する。＠0こ㊥3、4
高橋亨　たかはし・とおる　⇔朝鮮文化研究
家㊧1878（明治11）．12．3－1967（昭和42）．
9．4㊥新潟県㊥東大文科（］902）㊧朝鮮高等普
通学校長などつとめ、19ユ9（大正8）「朝鮮の
教化と教政」により文博。1926（昭和1）京城
帝大教授。のち天理大教授、朝鮮学会副会長
となり、「朝鮮学報」を創刊。㊨「朝鮮儒学
大観」、「李朝仏教」⇔「高橋亨先生著作年
表」、「高橋亨先生年譜略」朝鮮学報14　1959・
朝鮮学会衝03③3、4
竹添進一郎　たけそえ・しんいちろう　甚外
交官、漢学者㊥1841（天保12）－1917（大正6）．
3．29．tt字漸卿、光鴻、号井井㊧肥後（熊本
県）⑮木下犀潭に学び、熊本藩に仕える。維
新では藩の参謀をつとめ、1875（明治8）大蔵
省に出仕。のち天津領事、北京公使館書記官
をへて、1882（明治15）朝鮮弁理公使となる
が、1884（明治17）の甲申事変の責任をとり辞
任。その後東大教授となり経書を講じる。
1914（大正3）学士院賞受賞、文博となる。＠
「左氏会箋」全30巻、「機雲峡雨日記」全2巻、
「独抱楼詩文稿」⇔Ol、05、31⇔2
武田五一　たけだ・こいち　⑳建築家㊧1872
（明治5）－1938（昭和13）㊧広島県馨東大琶京
都工芸学校教授、名古屋高エ校長などをつと
める。1934（昭和9）法隆寺国宝建築修理開始
とともに事務所長となる。主建築は1934（昭
和9）京都日赤病院。⑥01㊥3i　4
竹中成憲　たけなか・せいけん　⑬医師㊧
1864（元治1）．9．11－1925（大正14）．7．4㊨
幼名八太郎㊧大阪㊥東大医科（1887）⑬陸軍軍
医となるが、1891（明治24）退官し東京で開
業。1893（明治26）以降札幌・江差・青森・千
葉・新潟各地の病院長を歴任したのち、1906
（明治39）佐渡両津に開業。佐渡郡医師会会長、
新潟県医師会副会長、眼科研究会会長ほか多
数の公職についた。⑧「兵士の衛生」同文館
1905、「医薬学会話」半田屋1905、「日本小内
科学」1907、「チフス及日本熱病」1912㊤32
㊧3、4
建部遜吾たけべ・とんご⇔社会学者㊦
1871（明治4）－1945（昭和20）㊥新潟県④東大
文科（1896）⇔1898（明治31）ドイツに留学、
1901（明治34）帰国後文科大教授、翌年文博と
なる。コンhの社会学理論を基礎とした自説
以外は拒否し続ける。日露戦争では七博士の
ひとりとして主戦論を11昌える。また日本社会
学院（学会）を設立。のち衆議院議員、さら
に勅選貴族院議員となる。㊥「理論普通社会
学」全4巻　1905－18、「社会学と教育」1915、
「教政学」1921、「応用社会学十講」1927㊧01、
02⑯3、4
田中稲城　たなか・いなぎ　㊨図書館学者㊦
1856（安政3）－1925（大正14）・㊧幼名林蔵⑯山
口県◎東大（1881）㊧1882（明治ユ5）東大助教
ー?」
4
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た＠01、31㊦1　　　　　　　　　　　　　　　く。薯「心理綱要」、「教育的心理学」、「体育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1原理」1904、「児童心理講話」1909琶01、02
高島嘉右衛門　たかしま・かえもん　⑲実業‘轡2、3、4
家、易学家宮1832（天保3）－1914（大正3）名1
幼名清三郎、号呑象〔9江戸窪家業の建築請負・　高瀬武次郎　たかせ・たけじろう　㊧中学哲
材木商を継ぎ、横浜で外人相手に営む。維新！学者穿1868（明治1）・12－1950（昭和25）・2．
後、洋銀売買・金札買占めで巨利を博したほ…9．客号握軒・旧姓佐々木芭香川県㊧東大文科
か、ホテル・廻船問屋・学校なども経営。ま．（1898）莚卒業後東洋大講師などつとめ、1905
たガス事業、鉄道の土木工事などを行う。　．（明治38）「先秦諸子哲学」で文博。1907（明
1876（明治9）財界から退き神奈川県大綱山で　治40）から京大助教授・さらに教授をつとめ、
易学に親しみ・哲学館講師もつとめる。1892「1929（昭和4）退官し名誉教授となる。以後立
（明治25）北海道炭鉱立て直しに参画し、以後1命館大文学部長などつとめる。陽明学の研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘再び財界に関係。｛㊨「高島易断」1894、「高．
島嘉右衛門自叙伝」1917㊧刊行会編「乾坤一
代男」1956⑳01⑲1、2
高島大円　たかしま・だいえん　㊧仏教運動』
家、教育家㊧1875（明治8）－1949（昭和24）㊧
大円は幼名、のち米峰㊧新潟県㊥哲学館
（1896）窪雑誌「東洋哲学」の編集、「北国新．
聞」の記者をつとめたのち、1898（明治31）京
華中学教師・1899（明治32）境野哲’安藤弘ら，
と仏教清徒同志会（新仏教同志会）を組織
禁酒・禁煙・廃娼運動を始めるe1901（明治
34）鶏声堂書店、ついで丙午出版社をおこし、
が有名。⑧「日本之陽明学」鉄華書院1898、
「支那哲学史」文盛堂1910、「王陽明詳伝」広
文堂1915、「易学講話」弘道館1918㊧「高瀬
博士還暦記念支那学論叢」弘文堂1928⑥03㊧
2、3、4、5
高田早苗　たかだ・さなえ　⑲教育者、政治
家①1860（万延1）－1938（昭和13）名●半峰㊤
江戸⑤東大法学部（1882）㊧大隈重信の改進党
結成、東京専門学校（早大）創設に参画、同
校講師となる。1890（明治23）以後衆議院議員
となり、外務省通商局長、文部省参事官・高
等学務局長・専門学務局長など歴任。1900
仏教・哲学書を多数出版。また東京女子医学．（明治33）東京専門学校学監、のち早大学長、
専門学校、戸板女子専門学校、東京美術学校　さらに総長となり早大経営に努力。この間貴
などで講師・教授をつとめ・1943（昭和18）束「族院議員lc勅選され・大隈内閣の文相もつと
洋大第11代学長となる。箇「仏教の全貌」・　1める。露「半峰昔ぱなし」1927他，S京口元吉
「聖徳太子正伝」、「高島米峰選集」19．a　1、「高　「高田早苗伝」1962邑01、02、31、＠3、4
島米峰自叙伝」1950圓01、02⇔3、4、5
高島平三郎　たかしま・へいざぶろう　⑮心
理学者N教育家㊧1865（慶応1）－1946（昭和
21）蟄江戸室福山藩学誠之館などで学んだの
ち、独学。広島県内の小学校訓導・校長、県
立師範などをへて、東京高師・学習院・日本
女子大・東洋大で講師・教授をつとめる。わ
灘翌藷羅量㍗£㌫織璽曇
高田慎吾　たかだ・しんこ⑲児童問題研究
家㊦1880（明治13）－1927（昭和2）㊧熊本県縷
東京養育院につとめ、1912（大正1）アメリカ
で児童問題を研究。翌年帰国後、内務省に入
り、国立感化院（国立武蔵野学院）の設立に
尽力する。また東洋大で最初の社会事業講座
を開く。1919（大正8）大原社会事業研究所
雷墓謬璽鰹㌶㌶㌶
4
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そ～た
業新報社長・鉄道院総裁・報知新聞社長・同　14）．10．19㊤新潟県㊧真言宗古義大学林
社顧問を歴任する。1925（大正14）勅選貴族院1（1890）⑪1920（大正9）高野山宝寿院門主修道
議員。惨広渡四郎「添田寿一君小伝」1924⑰1院長となり、勧学寮阿闇梨、古義真言宗宗会議
01③3、4
曾我量深　そが・りょうじん　⇔仏教思想家、
僧！呂（真宗大谷派）⑤1875（明治8）．9．5－
1971（昭和46）．6．22t：’法名無極院釈量深⑪
新潟県⇔真宗大学寮莚‘1902（明治35）真宗大講
師、1904（明治37）教授となるが、1911（明治
44）辞任、帰郷し研究思索にふける。1916（大
正5）東洋大教授となりiまた「精神界」の
編集にあたる。1925（大正14）大谷大教授とな
るが、1930（昭和5）「如来表現の範疇として
の三心観」が宗義違反とされ辞任。その後、
曾我教学を確立する。1941（昭和16）大谷派講．
師｝こ任ぜられ、再び大谷大教授となる。1951
（昭和26）名誉教授、1959（昭和34）※本願寺侍
薫寮寮頭、1961（昭和36）大谷大学長となる。⑧
「曾我量深選集」全12巻　弥生書房1970－72、
「曾我量深説教集」法蔵館1975－78㊧安田理
深「感の教学」文明堂1972、西谷啓治「曾我
先生の時代とその思想」親鷺教学22号　1973
大谷大学真宗学会㊨03⑧2
薗田宗恵　そのだ・そうえ　⇔僧侶（真宗本
願寺派）㊧1862（文久2）－1922（大正11）⑯大
阪⑨東大．◎1892（明治25）西本願寺文学寮教
授、1897（明治30）同寮長となる。1899（明治
32）西本願寺アメリカ開教徒として渡米。
1901（明治34）ドイツ留学。また大谷光瑞にし
たがいインド仏跡の調査に参加。1905（明治
38）仏教大学長、1911（明治44）勧学となる。
・薔「聖徳太子」1895竃01㊥3、4、5
た
高岡隆心　たかおか・リゆうしん　㊥僧侶
（真言宗）．⇔1866（慶応2）．12．15－1939（昭和
員、勧学財団理事、同評議員を歴任し、1934
1（昭和9）高野山金剛峰寺座主同宗管長に就
任。また宗門内教育にもつとめ、1926（大正
‘15）高野山大初代学長となる。㊨05衝3、4
高木兼寛　たかぎ・かねひろ　⑰軍医蓼1849
嘉永2）－1920（大正9）㊤幼名藤四郎㊧日向
（宮崎県）㊧1872（明治5）海軍省に出仕、イギ
　リス留学後1880（明治13）東京海軍病院長とな
る。1881（明治14）成医会を結成し、成医会講
習所（東京慈恵医大）所長、海軍省医務局長
などを歴任、1885（明治18）海軍軍医総監とな
る。1888（明治21）日本最初の医博のひとりと
なる。㊧慈恵医大創立85年記念事業委員会編
「高木兼寛伝」1965⑰01㊥3、4
高楠順次郎　たかくす・じゅんじろう　㊧イ
ンド学・サンスクリット学・仏教学者㊧1866
（慶応2）－1945（昭和20）㊧号雪頂⑱広島県㊥
オックスフォード大⑯1890（明治23）イギリス
に留学、サンスクリット学を研究。のち逓相
秘書官、東京外語校長、東大講師・同教授i
東洋大学長など歴任。1926（昭和1）学士院会
員、1944（昭和19）文化勲章を受ける。⇔「ウ
パニシャッド全書」（編）全9巻　1922－24、
「大正新修大蔵経」（監修）1924－34、「昭和法
宝総目録」全3巻1929－34㊧鷹谷俊之「高
楠順次郎先生伝」1957⑰01＠2、3、4
高崎正風　たかさき・まさかぜ　㊧歌人⑰
1836（天保7）－1912（大正1）⑪薩摩（鹿児島
県）⇔桂園派の八田知紀に学び、御歌掛・御
歌掛長をへて、1888（明治21）御歌所所長とな
る。一方、維新の功績により1887（明治20）男
爵、1895（明治28）枢密顧問官となる。⑧「進
講筆記」、「たかがね集」全3巻、「千種の花」、
「歌がたり」②北里閲「高崎正風先生伝」1959
43
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せ～そ
設立、また南葛飾病院長もつとめる。1900
（明治33）医博。茶道、漢詩にもすぐれる。⑪
「病児及虚弱児の養育法」鯵「大日本博士録」
⑲05㊥3、4
関寛之　せき・ひろゆき　㊧児童学者㊧1890
（明治23）一？⑳長崎県㊥東洋大疹洛陽堂・有
朋堂などで編集にたずさわるかたわら、高島
平三郎について児童学を研究。のち東洋大教
授となる。児童の宗教教育について造詣が深
い。また評論にも活躍した。⇔「教育の基礎
としての本能」、「児童学原理」、「日本児童宗
教意識の研究」、「高等教育心理学」㊥02⇔5
関正雄　せき・まさお　⑳官吏、NHK理事
㊧1886（明治19）－1978（昭和53）．7．23⑭逓
信省につとめ、1936（昭和11）退職後NHK理
事となる。のちNHK常務理事・監事を歴任
し、1946（昭和21）日本放送出版協会所長とな
る。⇔99狸）3、　4
関根仁雁　せきね・にんおう　㊧僧侶（真宗
17㊨号芝園、旧姓草間㊤新潟県㊧真宗大⇔越
後新発田長徳寺住職。真宗大の清沢満之学長
の片腕として教学刷新に献身するが、学生の
ストを受け退陣。大谷派宗務顧問、真宗同学
会長をつとめる。1936（昭和11）宗務総長とな
るが、病のため辞任し自坊に帰る。1940（昭
和15）大谷大学長となる。⑨99㊥4
千家尊福せんげ・たかとみ⇔神道家政
治家㊧1845（弘化2）－1918（大正7）㊤出雲
（島根県）⇔1872（明治5）出雲大社大宮司兼大
教正となり、1878（明治11）出雲国造第80代を
継く“。1882（明治15）神道大社教の初代管長と
なる。1884（明治17）男爵、ユ888（明治21）元老
院議官、1890（明治23）貴族院議員となる。文
部省普通学務局長、埼玉県・静岡県・東京府
知事を歴任し、1908（明治41）司法相。法律取
調委員会会長をつとめる。また東京鉄道会社
社長など財界でも活躍。⑬01㊧1
そ
副島種臣　そえじま・たねおみ　⑮政治家㊥
1828（文政11）－1905（明治38）㊨幼名龍種、通
称二郎、号蒼海⑯佐賀縷兄神陽とともに楠公
義祭同盟を結成し、尊王援夷運動の先頭に立
つ。1863（文久3）兄の死後、藩学の指導者を
継ぎ、翌年長崎に設立された致遠館の学監と
なる。1868（明治1）明治政府の参与・制度事
大谷派）㊧1868（明治1）－1943（昭和18）・9．！務局判事、のち参議・外務卿をつとめ、特命
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
関根正直　せきね・まさなお
1860（万延1）－1932（昭和7）⑥幼名又三郎、
のち直三郎、号吟風東野生、三樹園主人㊥
江戸㊥東大③故実家としての著作が多く、
「古事類苑」の編纂に参画。1909（明治42）文
博。華族女学校、学習院、東京女高師（お茶
の水女子大）などの教授を歴任。㊥01＠2、3、
4、5
｜全権大使として渡清する。一時政界を離れ、
1879（明治12）宮内省御用掛兼一等侍講とな
る。1884（明治17）伯爵、1886（明治19）宮中顧
問官、1888（明治21）枢密顧問官となる。能書
家として著名だった。㊧丸山幹治「副島種臣
イ白」　1936＠vOl㊧1
　　　　　　　添田寿一　　　　　そえだ・じゅいち　　　　　　　　大蔵官僚、財㊧国文学者’Dl界人㊧1864（元治1）－1929（昭和4）㊧筑前
（福岡県）⑨東大㊧大蔵省主税局御用掛となり
欧州留学後、1887（明治20）主税官、のち参事
官・大臣秘書官・書記官・監督局長を歴任
し、1898（明治31）大蔵次官となる。この間早
大・専修学校・学習院・東大などで経済学を
教える。1899（明治32）法博、また台湾銀行初
代頭取となる。1902（明治35）日本興業銀行初
代総裁となり、1913（大正2）辞任後、中外商
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す～せ
規、大町桂月らと新詩会を結成する。長く一
高教授をつとめ、1924（大正13）校長となる。
この間東洋大講師・維持員もつとめる。「吾輩
は猫である」の津末ピン助のモデル。⑧「南
山歌集」1949⇔04㊧　2
杉浦重剛　すぎうら・じゅうこう　⇔教育者
㊥1855（安政2）－1924（大正13）㊧幼名譲次
央会顧問を歴任。◎編纂会編「鈴木馬左也」
全2巻1961tSOI㊥3、4
鈴木宗忠　すずき・むねただ　愚宗教学者、
哲学者S1881（明治14）．7．28－1963（昭和38）．
7．31㊨幼名泰次郎、のち宗変・宗忠と改名
㊥愛知県㊥東大⇔卒業後、哲学館講師などつ
とめる。1913（大正2）臨済宗妙心寺派東観音
郎、号梅窓、天台道士⑯滋賀県㊥大学南校⑰1寺住職。1921（大正10）「カントの宗教論に於
イギリスで化学を学び、東大・文部省につと1ける中心思想」で文博。その後、東北大・立
めたのち、読売・朝日新聞の社説を担当。ま
た雑誌「目本人」、新聞「日本」により国粋
主義を鼓吹する。1889（明治22）日本倶楽部を
結成、1890（明治23）衆議院議員となるが、翌
年辞職。その後称好塾を開くとともに、東京
文学院を設立。また国学院学監東亜同文書
院院長、　日本中学校長など歴任。1924（大正
13）東宮御学問所御1用掛に任ぜられる。⑧「日
本通鑑」（共著）全7巻　1887－90、「倫理御
進講草案」1936、「杉浦重剛座談録」1941㊧
猪狩史山「杉浦重剛先生小伝」1929＠・Oloep3、
4、5
鈴木俊行　すずき・としゆき　⑳哲学者⑰生
没年不詳⑯神奈川県⇔東大文科（1915）騒1919
（大正8）より井上哲次郎・桑木厳翼・吉田静
致を顧問とする「最新思潮叢書」の企画にた
ずさわる。⑭03・＆　5
鈴木馬左也　すずき・まさや　＠・官僚、財界
人㊥1861（文久1）－1922（大正11）⑯日向（宮
崎県）㊥東大⑭内務省に入り、愛媛県・大阪
府各参事官、農商務省参事官兼特許局審判官
兼法制局参事官をつとめる。1896（明治29）住
友本店副支配人となり、のち本店理事、別子
銅山支配人をへて1904（明治37）本店総理事。
住友銀行・住友鋳鋼・住友電線の取締役も兼
任し、1921（大正10）住友合資総理事となる。
この間、臨時財政経済調査会・朝鮮総督府産
業調査会・製鉄業調査会の委員、産業組合中
正大・駒沢大・日大の教授をつとめる。1953
（昭和28）僧籍を離れる。②「鈴木宗忠著作集」
全8巻　厳南堂書店1978鰺中根専正「鈴木宗
忠先生をしのびて」女性仏教9－7　1964文
一総合出版、小池覚淳「研究室を築いた人々
4　鈴木宗忠博士の人と思想」精神科学4
1965日大哲学研究室㊧03㊥2、3、4
砂川雄俊　すなかわ・かつとし　㊧弁護士㊥
1860（万延1）．2－1933（昭和8）．4．16㊤兵
庫県㊥東大㊧1882（明治15）高田早苗、坪内雄
蔵らと東京専門学校を創立、講師となる。翌
年改進党に参加し、大阪で弁護士を開業す
る。以後大阪府会議員・同議長、大阪弁護士
会会長、大阪商業会議所特別議員など歴任
し、1902（明治35）衆議院議員となる。また関
西大理事兼講師、大阪英法学校講師もつとめ
る。㊧05⇔4
旦」
「鶴古堂、酬庵・岨戸⇔献（1882）鮪城
瀬川昌書　せがわ・まさとL　㊧医師、医博
⇔1856（安政3）．4－1920（×正9）、12．21
医学校教諭から1886（明治19）同校長、さらに
宮城病院長を兼ねる。ドイツ留学後、1891
（明治24）第一高等中学医学部教授、のち県立
千葉病院司療医長となる。1898（明治31）東京
に小児科専門の江東病院と東京小児科病院を
14
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記官を歴任し、1930（昭和5）本省情報部長と
なる。のちスウェーデン・ノルウェー・デン
マーク・ブインランド各公使をへて、ユ938
（昭和13）イタリア大使となる。親枢軸外交を
推進し、1940（昭和15）外務省顧問として日独
し～す
8．17㊧号重山⑳山口県㊥東大文科（1899）⇔
大学院に進み上田万年の指導を受ける。1900
（明治33）言語学会の創設に参画　「言語学雑
誌」の編集にあたる。哲学館講師、東京高師
教授、東大助教授などつとめ、1907（明治40）
伊三国同盟を促進させる。戦後A級戦犯に指1欧州留学、1909（明治42）帰国後京大文科大教
定される。㊥05③3
白仁武　しらに・たけし　⑬官僚、実業家㊧
1863（文久3）－1941（昭和16）㊤福岡県㊥東大
㊧内務省参事官、北海道庁参事官、神社局長
などをへて1903（明治36）栃木県知事となる。
1906（明治39）関東都督府民政長官、1917（大
正6）拓務局長官、1918（大正7）八幡製鉄所
長官を歴任。八幡製鉄で行なった大改革が認
められ、1924（大正13）日本郵船社長に迎えら
れる。㊧01（唇3、4
神保小虎　じんぼ・ことら　㊧地質学者、鉱
物学者㊧1867（慶応3）－1924（大正13）．1．18
㊥東大⑥北海道庁の技師として全道の地質調
査を行う。ベルリン大に留学後、1895（明治
28）東大理科大助教授、翌年教授となる。1907
（明治40）鉱物学科設立とともに主任となる。
理博。地学協会会長もつとめる。⇔rGeneral
Geologica1　Sketch　of　Hokkaido」他薗05㊥
3、4
神保格　じんぼう・かく　㊧言語学者、音声
学者㊥1883（明治16）－1965（日召和40）．12．6
⑰東京㊥東大（1908）＠eT東京高師・東京文理大
教授を歴任し、1922（大正11）欧米へ留学。
1945（昭和20）退官後、東洋大教授となる。日
本語音声学の基礎を築く。⑧「言語学概論」、
「言語理論」、「国語音声学」、「国語発音アクセ
ント辞典」、「標準語研究1、「言語心理学」⇔
05㊧　3
新村出　しんむら・いずる　㊧言語学者、文
博奪1876（明治9）．10．4－1967（昭和42）．
授となる。1910（明治43）文博、1928（昭和3）
帝国学士院会員となり、1956（昭和31）文化勲
章受章。中近世国語史に業績が多い。「辞苑」、
「広辞苑」の編纂で知られる。⑧「新村出全集」
全15巻、「私の学問生活の七十年」思想377－
379　1955－56「㊨．04③）2
?
菅了法　すが・リようほう　㊧評論家e1857
（安政4）．2．7－1936（昭和11）．7．26⑯島
根県㊥慶応義塾⇔在学中「交詞雑誌」の編集
を担当。また本願寺の学校に学び、オックス
フォードに留学。1888（明治21）「政論」記者
となり、1890（明治23）衆議院に当選する。
「東洋新報」を創刊。一方、鹿児島に本願寺
別院を創設し、築地本願寺出張所長をつとめ
る。㊧「哲学論綱」集成社1887、「倫理要論」
金港堂1908・SO3轡3、4
菅原通敬　すがわら・みちたか　＠大蔵官僚
⑰1869（明治2）－1946（昭和21）⑳宮城県㊥東
大魯函館・丸亀・神戸の税務管理局長、内国
税課長を歴任し、1909（明治42）主税局長、
1915（大正4）大蔵次官となる。この間、東北
振興会創立、日本に信託事業を起こし、信託
協会会長を長くつとめる。1916（大正5）貴族
院議員、また東洋拓殖会社総裁となる。1938
（昭和13）枢密顧問官。⑰01㊥3、4
杉敏介　すぎ・としすけ　㊧教育者、詩人㊧
1872（明治5）．5．28－1960（昭和35）．7．2
⑳号烏山㊧山口県⇔東大文科（1896）⇔正岡子
40
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?㊧1849（嘉永2）－1924（大正13）⑯島根県軽伯
父釈雲照のすすめにより、1886（明治19）セイ
ロン（スリ・ランカ）に渡り、南方仏教の戒
律をうける。南方僧団の日本移植をはかる。
「本草学論考」1933＠vO1働2、3
白井成允　しらい・しげのぶ
⑳麟一一上春⇒馨㌶支；㌶駕魏一
釈宗演　しゃく・そうえん　8僧侶（臨済宗）
㊧1859（安政6）．12．18－1919（大正8）．11．
1②俗名一ノ瀬常次郎、号洪嶽、籾伽窟㊧若
狭国（福井県）⑮1871（明治4）京都妙心寺の
越渓のもとで出家。1878（明治11）鎌倉円覚寺
の今北洪川に参じ、印可を得たのち、1885
（明治18）慶応義塾に入る。福沢諭吉のすすめ
でインド・セイロンに渡る。1892（明治25）円
覚寺派管長となり、翌年シカゴの万国宗教大
会に参加。1903（明治36）建長寺派管長を兼ね
る。1905（明治38）両派管長を辞し、欧米を周．
遊。1914（大正3）臨済宗大学長、1916（大正
5）再び円覚寺派管長となる。⇔「釈宗演全
集」全10巻　平凡社1929－30窃鈴木大拙「釈
宗演師を語る」現代仏教105　大雄閣1933、中
岡宏夫編著「宗演禅師　禅の精髄」誠言書房
1963（董）01、　03⑧2、　3、　4
荘清次郎　しょう・せいじろう　⑬実業家蜜・
1862（文久2）－1926（昭和1）㊤長崎県蓼東大、
エール大⑰第百十九国立銀行支配人から三菱
合資に移り、庶務部長をへて1916（大正5）総
務部専務理事・監事となる。三菱製紙創業に
寄与した。㊧Ol㊥3、4
白井光太郎　しらい・こうたろう　⇔植物学
者㊧‘1861（文久1）－1932（昭和7）㊧越前（福
井県）㊥東大⇔駒場高等農林学校・農科大各
教授をつとめ、1899（明治32）ドイツ留学。帰
国後、1907（明治40）東大教授となる。1910
（明治43）理博。1925（大正14）退官、名誉教授
となる。日本の植物病理学の創始者。⇔「最
近植物病理学」1903、「植物妖異考」1925、
⇔倫理学老㊧
　　　8．25㊤
教授・京城帝大教授・広島文理大教授などを
歴任し、1953（昭和28）広島大名誉教授、1955
（昭和30）睦学園女子短大学長となる。1958
（昭和28）武庫川女子大教授。十七条憲法など
の倫理学的研究を行う。文博。⑧「善の実現」
大雄閣書店1931、「人格の理想」百華苑1947、
「十七条憲法講話」聖徳太子会1967、「三経義
疏の倫理学的研究」百華苑1970⑲03㊥2
白尾義夫　しらお・よしお　（㊧僧侶（真宗大
谷派）㊧？－1930（昭和5）．4．23㊧号錦東、
法名剣珠院稗現寿㊤岐阜県⇔了心寺第22世住
職。北清・台湾また日清・日露戦争では、参
謀本部付通訳官として活躍。また大谷光螢の
側近をつとめる。＠99㊥1
白鳥庫吉　しらとリ・くらきち　㊧東洋学
者、歴史学者㊧1865（慶応1）．2．4－1942
（昭和17）．3．30㊤上総（千葉県）㊥東大文科
（1892）07学習院教授兼歴史地理科長をつと
めiユ900（明治33）文博。翌年ヨーロッパに留
学、1903（明治36）帰国後東大教授を兼任。1905
（明治38）亜細亜学会を設立、1907（明治40）東
洋協会と合併する。1914（大正3）東宮御学問
所御用掛兼教務主任となる。1923（大正12）東
洋文庫設立とともに理事兼研究部長となる。
専門は中国周辺民族の歴史で、史料批判と考
証とを重んじた。⑧「白鳥庫吉全集」全10巻
　岩波書店1971＠白鳥芳郎「白鳥庫吉」日本
民俗文化大系9　講談社1978⑧03③3
白鳥敏夫　しらとリ・としお　⇔外交官㊧
1887（明治20）．6．8－1949（昭和24）．6．3琶
千葉県㊥東大法科（1914）⇔外務省に入り、外
務書記官・大臣官房文書課長・大使館一等書ー????
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る。1881（明治14）元老院議官に任じられる。
その後山形・香川各県知事をつとめ、1894（明
治27）貴族院議員、のち錦鶏間砥候となる。
⑰05㊥1
島地大等　しまじ・だいとう　⇔僧侶（真宗
本願寺派）㊧1875（明治8）－1927（昭和2）紗
幼名等轡新潟県㊧京都本山大学校高等科馨島
?
後、興譲館教授となる。1872（明治5）教務省
‘に出仕、宗教制度、寺社の調査などを行う。?
1879（明治12）内務省社寺局に移り、のち内閣
記録局、修史局などにつとめる。弘教書院の
設立をはかり、「大蔵経」を出版。⑬05⇔2
志村源太郎　しむら・げんたろう　題官僚、
銀行家㊧1867（慶応3）－1930（昭和5）㊤山梨
地黙雷の養子。哲学館、曹洞宗大などで教i県㊧東大（1889）騒駒場農林学校教授から農商
え、1917（大正6）西本願寺幼法嗣の教育担
当。1918（大正7）東大講師となる。・⑧「思想
と信仰」1928fgOIC－2、3、4、5
島地黙雷　しまじ・もくらい　⑱僧侶（真宗
本願寺派）、宗教家㊧1838（天保9）－1911（明
治44）㊧周防（山口県）⇔萩で真宗僧徒の子弟
教育につとめるが、1872（明治5）西本願寺に
よリヨーロッパへ派遣される。帰国後政府に
建議書を送り、政教分離と信教の自由を主
張。1873（明治6）神仏合同の大教院分離を建
白。仏教の発展に努力し、西本願寺の執行を
つとめる。一方1888（明治21）女子文芸学舎
（千代田女学園）を創立。また日赤創立に参与
する。㊨「三国仏教略史」全3巻、「仏教各
宗綱要一1、「島地黙雷全集」全5巻　1973㊧千
代田女学園編「島地黙雷上人」1960㊧01⇔1、
2
務省に入り、1897（明治30）には工務局長とな
る。翌年日本勧業銀行相談役、のち横浜正金
銀行に転じるが、1901（明治34）勧銀副総裁、
1911（明治44）総裁となる。1921（大正10）辞任、
翌年勅選貴族院議員。各種の政府委員、また
農業・商業関係の組合、評議会等の会頭・議
員などをつとめる。働01⑲3、4
下田義照　しもだ・よしてる　⑲国学者㊧
1852（嘉永5）－19．・29（昭和4）．8．12客通称
義天類㊤静岡県⑪祝詞の研究で知られ、神宮
皇学館・皇典講究所・国学院大などで教授。
一時哲学館講師もつとめる。⑧05＠2、3、4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　釈雲照　しゃく・うんしょう　⑲僧侶（真言
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　宗）㊧1827（文政10）．3．20－1909（明治42）．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4． 3．㊧幼名竹二㊧出雲国（島根県）建高野山
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　などで仏教学を修め、53歳で高野山大学林学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　頭となる。分裂状態にあった真言宗各派の統
島田釣一　Lまだ・きんいち　⇔漢学者㊧　一をくわだて、1879（明治12）真言宗大成会議
1866（慶応2）．7－1937（昭和12）．12．13㊤新　を開くが、失敗。その後東京に移り、新長谷
潟県㊥東大（1889）⑪‘哲学館講師などつとめ、　寺を建立。これはのち日白僧園といわれ、僧
1894（明治27）から一高教授となる。1929（昭　侶養成を目指した戒律学校であった。のち西
和4）東京文理科大教授兼東京高師講師。そ　那須に移り雲照寺とする。㊧「大日本国教論」
の後一高名誉教授、東方文化研究所員、大正　森江書店1882、「密宗安心義章」（編）真言宗
大教授、智山専門学校講師等をつとめる。㊨　法務事務所1883、「宗教邪正弁」㊧増谷文雄
05㊧　2、3、4　　　　　　　　　　　　　　　ir明治高僧伝」日本仏教聖者伝10　日本評論
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社1935、常光浩然「明治の仏教者」上　春秋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　社1968↓葺）03㊥1、　2島田蕃根 しまだ・ばんこん ⑥仏教学者／ev．
1827（文政10）－1907（明治40）㊧幼名円真㊧周
防⑬仏教各宗の要義を学んだのち還俗。維新 釈興然　しゃく・こうねん　⑯僧侶（真言宗）
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?学協会の名誉会員。③「志賀重昂全集」全8
巻　1927－29謬岩井忠熊「明治国家主義思想
史研究」1927⑬01㊥2、3
志賀泰山　しが・たいざん　⑬官吏、林学博
士㊧1854（安政1）．8．21－1934（昭和9）．2．
5㊤伊豫蓼大津・大阪・東京各師範、大学予
備門で教え、1885（明治18）ドイツ留学。帰国
後林務官、東京大林区署長、農科大教授をへ
て農林省山林局営林技師となる。⇔05⇔4
重野安繹　しげの・やすつぐ　㊥歴史家漢
学者㊥1827（文政10）－1910（明治43）㊧字子
徳、号成斎㊤薩摩（鹿児島県）㊧造士館で教
え、薩英戦争では談判にあたる。維新後文部
省に出仕、1886（明治19）臨時修史局編修長と
なり「大日本編年史」の編集を主宰。一方
1888（明治21）東大教授となり、国史科を設置。
史学会会長となり、久米邦武・星野恒らと史
学科の基礎を築く。学風は厳密な実証主義に
立つ。詩文にすぐれ、明治屈指の漢学者でも
日本維新史」1899、「右大臣吉備公伝纂釈」
1902、「国史綜覧稿」1906、「重野安繹史学論
文集」　1938－39葺）01㊥1、　2
学教員となる。㊥99⑧2
幣原坦しではら・ひろし＠文部官僚、教
育者鐙1870（明治3）－1953（昭和28）室大阪㊥
東大＠造士館教授、山梨県立中学校長、東京
高師教授、韓国政府学政参与官、文部省視学
官、広島高師校長、文部省図書局長などを歴
任し、1928（昭和3）台北帝大初代総長とな
る。1935（昭和10）退官。1942（昭和17）興南錬
政院（南方派遣官吏の養成機関）の初代院長と
なる。1946（昭和21）枢密顧問官。‘登01㊥3、4
篠崎五郎　しのざき・ごろう　＠官吏箏？－
1909（明治42）．8⑱鹿児島㊧各県知事を歴任
し、大警視に任ぜられたこともある。晩年は
不遇であったらしい。＠105⑧　1
柴崎恒信　しばざき・つねのぶ　＠美術教師
㊥1874（明治7）．9－1936（昭和11）．12㊧愛
媛県㊥東京美術学校洋画科（1900）・㊧1901（明
治34）から1936（昭和11）まで京北中学校の図
あDkoま蹟族院額もつとめる鳴「川画教敗つとめる・㊧「校友会嬬」…｝・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「鶏声」17号⑪99㊥3、4
滋野井祐裏　しげのい・ゆうじょう　㊧僧侶
（真宗大谷派）㊧1843（天保14）．7－1919（大
正8）．12②本名教受、祐裏は法名sのち現
裏㊤福井県縷長善寺第16世教了の二男として
生れ、1852（嘉永5）鯖江誠照寺にて得度。の
ち真浄寺衆徒となり、1886（明治19）称仏寺
（石川県）衆徒に転ず。一時教職にもついてい
た。㊥99㊥1
宍戸一郎　ししど・いちろう　㊧教師㊧1865
（慶応1）．2－？㊤東京㊥東大理科（1888）㊧
動物学を専攻した。1889（明治22）二高教授と
なり、1893（明治26）水産事務嘱託、1897（明
治30）東大講師をへて、1899（明治32）京北中
柴田甚五郎　しばた・じんごろう　⑳教育者
㊧1881（明治14）．1－1953（異召和28）．3璽滋賀
県⇔哲学館（1906）⑯卒業後京北中学教師とな
り、1927（昭和2）から東洋大教授を兼務。
1945（昭和20）京北実業主事、翌年同校長、さ
らに1948（昭和23）京北高校長となる。19「藤
樹先生全集」5巻（編）、「定本今文古文孝経」、
「藤樹学者」、「淵岡山と其学派」、「聖人中江
藤樹」㊧「京北学園創立五十五年沿革小史」
cSJ99＠3、　4、　5
柴原和　しばはら・やわら　働官吏、政治家
㊥1832（天保3）．2－1905（明治38）．11．9
幼名宗吉、のち順吉、号靖盧㊧播州㊧尊王倒
幕の志士として働く。1869（明治2）待詔院に
出仕。のち地方の参事をへて千葉県令とな
37
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文学者套ユ872（明治5）－1963（昭和38）．tD号竹
柏園香三重県⇔東大縷1891（明治24）父の国学
者佐佐木弘綱とともに「日本歌学全書」を完
成。以後東大で教えるかたわら、「万葉集」
研究、和歌・歌学の史的研究など多くの業績
を残す。一方1897（明治30）落合直文・与謝野
鉄幹らと新詩会をおこし歌壇の革新をはか
る。1934（昭和9）学士院会員、1937（昭和12）
芸術院会員、文化勲章を受章。㊨「佐佐木信
綱全集」全16巻　1948－53⇔01種3、4
佐治実然　さじ・じつねん　⑰社会運動家㊦
1856（安政3）．10．13－？曾幼名督丸‘⑳播州
（兵庫県）⑬円覚寺に生れ1871（明治4）僧籍
に入り、1875（明治8）住職を継ぐ。1881（明
治14）大内青轡と出会い、以後各地を伝道。
1888（明治21）住職を辞して帰俗、大内らと尊
皇奉仏大同団を組織する。しかしこれが不振
となると、ナップ、マコ～レー、神田佐一郎
らと親交を結び、1894（明治27）日本ゆにてり
あん協会会長となる。1898（明治31）片山潜、
村井知至らと社会主義研究会を設立。1903
（明治36）以後平民社などに関係するが、政府
の弾圧が厳しくなると運動から離れる。この
間麻布区会議員、東京府会議員をつとめる。
⇔「如何に家政を整理すべきか」19ユ1⑬08㊥
1、3、4、5
沢柳政太郎　さわやなぎ・まさたろう　㊧教
育者、成城学園創立者⇔1865（慶応ユ）－1927
（昭和2）⑨長野県㊥東大（1886）③文部省書記
官から二高・一高校長をつとめたのち、1898
（明治31）文部省普通学務局長、1901（明治34）
高師校長、1906（明治39）文部次官となる。小
学校令の改正、高等教育機関の充実を行い、
東北・九州両大学を設置、1911（明治44）東北
大初代総長となる。1913（大正2）京大総長と
なるが、大学自治問題の事件で辞職。翌年帝
国教育会会長に就任、19ユ5（大正4）成城小学
校を創立する。1921（大正10）成城中学、1926
　　　　　　　　　　　　　　　　　さ～し」
1（昭和ユ）成城高校を増設。⑧「沢柳政太郎全
集」全10巻別巻1　1975（参沢柳礼次郎「吾父
沢柳政太郎」1937⇔01、02⑧2、3、4
?
椎尾弁匡　しいお・べんきょう　⑰僧侶、仏
教学者㊧1876（明治9）－1971（昭和46）㊧愛知
県⑯東大纏宗教大（大正大）教授をつとめ、
1913（大正2）東海中学創立。1915（大正4）文
博となる。1922（大正11）共生会を始め、機関
誌「共生」を刊行して、仏教を社会の宗教と
するために活動。また社会事業にもたずさわ
る。1926（昭和1）大正大教授、のち同学長と
なる。1928（昭和3）第1回普通選挙に当選、
政界にも関係した。⑨「椎尾弁匡選集」全10
巻1971－73901㊥3、4
塩谷温　しおのや・おん㊧中国文学者㊥
1878（明治11）－1962（昭和37）S号節山㊥東京
⇔東大tPt東大教授を停年までつとめる。1938
（昭和13）退官後、名誉教授。中国の俗語文学
「全相平話」、「三言二拍」の発見が知られる。
㊨「支那文学概論講話」1919、「国訳元曲選」
1940⑰01㊥4
志賀重昂　しが・しげたか　㊥地理学者、思
想家㊧1863（文久3）－1927（昭和2）翁号矧川
㊥三河（愛知県）㊥札幌農学校（北大）⇔1886
（明治19）南洋諸島をめぐり、「南洋事情」を
著わして対外危機を警告、海外進出を説く。
1888（明治21）三宅雪嶺らと政教社を設立、「日
本人」を発行して国粋主義を論じる。1894（明
治27）日本アルピニズムの先駆的著書「日本
風景論」刊行。1896（明治29）進歩党名誉幹事、
1897（明治30）農商務省山林局長となる。1899
（明治32）鉄道敷設調査のため中国を横断。の
ち2度にわたり世界漫遊に出る。衆議院議員
もつとめる。ブラジル地学協会・英国王立地
36
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?1839（天保10）．5．5－1899（明治32）．8．　15㊧
幼名丈助、字夫卿、号警軒1備中国⑪阪谷朗
鷹の興譲館に学び、ついで木下犀潭に入門、
井上毅・竹添進一郎と同門となる。1865（慶
応1）江戸に出て、安井息軒に学ぶ。1868（明
治1）興譲館長を継ぎ、一新社を組織。1879
（明治12）岡山県会議員に選ばれ、初代議長と
なる。のち衆議院議員に3回当選。また哲学
館・慶応義塾などで講師をつとめる。㊨06⑲
2
阪谷芳郎　さかたに・よしお　働大蔵官僚、
政治家㊧1863（文久3）－1941（昭和16）㊧岡山，
県㊥東大⑱1884（明治17）大蔵省に入り、主計
局調査課長・造幣支局長・予算決算課長兼貨
幣課長・主計局長・総務長官・次官をへて、
1906（明治39）蔵相となる。1907（明治40）男爵
となり、1912（大正1）から1915（大正4）まで
東京市長、1917（大正6）以後は貴族院議員を
つとめる。1941（昭和16）子爵となる。＠記念…
事業会編「阪谷芳郎伝」1951㊥01＠）3、4、5
坂本四方太　さかもと・しほうだ　㊥俳人i
文筆家㊧1873（明治6）．2．4－1917（大正6）．
5．16㊧本名四方太（よもた）、別号文泉子、
角山人、虎穴生㊤鳥取県㊥東大（1899）㊧仙台
二高大学予科時代に、高浜虚子・河東碧悟桐
に俳句をてほどきされ、上京後正岡子規の指
導を受ける。1898（明治31）「ホトトギス」の
選者となる。東大卒業後、明治学院・東北中
学・哲学館などで教える。また写生文にも関
心を持ち、多くの作品を発表。⑧「寒玉集」
俳書堂1901、「夢の如し」民友社1909、他◎
「ホトトギスー坂本四方太追悼号」1917、福田
清人「写生文派の研究」明治書院1972，＠04㊧　2
桜木谷慈薫　さきや・じくん　㊨仏教学者、
僧侶（天台宗）㊧1834（天保5）．3．　19－1907
（明治40）．2．27㊧字円乗坊、号裸堂㊧江戸
㊧浄名院慧澄擬空の門下となり天台学を学
ぶ。各地の住職を歴任。神仏分離、廃仏殿釈
政策に対して、仏教擁護に尽力、のち東亜仏
教会設立に参加。天台宗大学林支校校長もつ
とめる。⑱「台門初歩」中西松香堂1879、「護
法論口字疏」円頓学会1888曾103㊥2
佐久間貞一　さくま・ていいち　⑰実業家⇔
1846（弘化3）－1898（明治31）名幼名千三郎㊤
江戸纏彰義隊に加わる。維新後、政府の北海
道開拓計画に協力。1876（明治9）新技術によ
る活版印刷所秀英舎を設立、「明教」、「開智」、
「東京横浜毎日」などの新聞を印刷。／885（明
治18）石版印刷の泰錦堂、1886（明治19）東京
板紙会社を設立。また日本郵船と移民事業も
すすめる。労働問題に強い関心を示し、1897
（明治30）労働組合期成会の評議員となる。（参
豊原又男「佐久間貞一小伝」1932・＠Ol㊥1
桜井義肇　さくらい・ぎちょう　竃僧侶（真
宗本願寺派）㊧1868（明治1）－1926（r1召和1）
㊥大阪⇔西本願寺の普通教校在学中に反省会
を設立、禁酒運動を起こし、「反省雑法」（「中
央公論」）の編集にあたる。のち海外布教に
つとめる。㊧OISS　2
笹木祖淳　ささき・そじゅん　⑳新聞主筆㊧
？－1926（大正15）㊥秋田県㊥哲学館⇔北秋田
郡の浄土宗耕田寺に生まれる。一時「秋田時
事」の主筆をつとめる。⇔99＠3、4
佐々木東洋　ささき・とうよう　⑨医師㊧
1839（天保10）－1918（大正7）●江戸㊧佐倉の
順天堂、さらに長崎で西洋医学を学ぶ。1861
（文久1）江戸のチフス患者を治療して名をあ
げ、翌年幕府の西洋医学所教授となる。1869
（明治2）大学東校（東大医学部）内科部長。そ
の後、東京府病院・大学病院｝こつとめ、1880
（明治13）神田に杏雲堂病院を設立。‘籔01㊧1
佐佐木信綱　ささき・のぶつな　㊧歌人、国
35
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孫。1914（大正3）襲爵、のち貴族院議員とな
る。11㊧05露3、4
斎田功太郎　さいだ・こうたろう　⇔植物学
野県）㊥東大理科穣1886（明治19）東京高師嘱
託、翌年教授となる。㊨「小植物学」、「大日
本植物誌」蜜05轡2
者㊧1859（安政6）－1924（大正13）e信州（長1
留学、1905（明治38）帰国。翌年一高教授とな
り、1933（昭和8）退官、名誉教授。⑨「ヅー
フと日本∴　「西力東侵史」、「西洋文化と日
本」㊨05⑭2
?
委員嘱託、翌年同教授嘱託e1892（明治25）式部
職雇となり、同年掌典補。1895（明治28）から
翌年まで国幣中社気多神社宮司をつとめるe
1904（明治37）掌典となる。⑲99＠4
斎藤阿具　さいとう・あぐ　⇔歴史家、文博1
㊧1868（明治1）－1942（昭和17）．3．1⑯埼玉
県⑨東大史学科（1893）翁大学院に進んだの．
ち、1897（明治30）二高教授・哲学館講師など・高島米峰とともに同会の中心となり・1900
つとめる。1903（明治36）ドイツ・オランダにi（明治33）雑誌「新仏教」を発行・新仏教徒同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1志会と改名。また村上専精のもとで仏教史を
斎藤唯信さいとう・ゆいしん　＠仏教学
者、僧侶（真宗大谷派）㊧1864（元治1）．12．
18－1957（昭和32）．12．22⑳越後（新潟県）
㊧高倉学寮⇔1890（明治23）東京大谷教校副校
長、また哲学館講師となる。以後東京大谷教
校長、真宗東京中学主幹兼教授、浄土宗高等
学院教授、真宗大教授をへて、さらに曹洞宗
大、東洋大、豊山大i宗教大の教授をつとめ1
たのち、1914（大正3）真宗大谷大教授、翌年
京大講i師となる。ユ944（昭和19）以降は新潟の
自坊で信者の教化につとめる。⑧「仏教論理」
1901、「仏教学概論」法文館1907、「真宗の信
仰と其教義」丙午出版社1927、「浄土教史」同
1928、「他力信仰の極地」大東出版社1940㊧
「真宗研究」斎藤唯信博士喜寿記念号、名畑
応順「斎藤唯信先生の業績」大谷学報38－1
　1958葺）03⑬）2、3、4、5
佐伯有義　さえき・ありよし　⇔宮内省掌典
㊧1867（慶応3）．10－？⑱富山県㊥皇典講究
所（1887）（rp　1888（明治21）富山県皇典講究分所
境野哲　さかいの・さとし　＠仏教史学者、
仏教運動家㊧1871（明治4）．8．11－1933（昭
和8）．11．1客哲は幼名、のち哲海、号黄洋
㊤宮城県⑨哲学館建円了の「真理金針」、「仏
教活論序論」に刺激されて上京。卒業後、古
川老川に協力して経緯会を設立、また1899
（明治32）仏教清徒同志会発足に加わる。のち
研究する。一方、哲学館講師・東洋大教授を
へて1918（大正7）同学長となるが、〈大正12
年事件〉で辞任。豊山大・日蓮宗大・曹洞宗
大などでも教え、1926（昭和1）駒沢大教授。
1930（昭和5）「階唐以前の支那仏教」で文博。
㊧「印度仏教史綱」森江書店1905、「支那仏
教史綱」同1907、「日本仏教史要」鴻盟社
1909、「八宗綱要講和」上下　丙午出版社1924、
「日本仏教発達概説」大東出版社1932㊧常光
浩然「近代仏教界の人間像」世界仏教協会
1962、池田英俊「明治の新仏教運動」吉川弘
文館1976⇔03⑳2、3、4
坂崎侃　さかざき・かん　⑲哲学者㊦1894
（明治27）．3．23－1965（昭和40）．8．8㊥高知
県⑨東大（1920）：鐘松山・浦和高校1東京文理
科大、東京教育大、千葉大、東洋大の教授を
歴任。1937（昭和12）文部省在外研究員として
ドイツに留学。科学哲学の先駆者。㊨「倫理
学」他㊧宮嶋肇「坂崎侃先生のこと」哲学論
叢16　1954、篠原雄「科学論理学会と坂崎侃
教授の憶い出」科学哲学年報5　1965⑥05㊥
2
坂田丈平　さかた・じょうへい　㊧漢学者㊥
34
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こ～さ
学点描」、「近世英文学史」⇔05㊧3、4、5　　権田雷斧　ごんだ・らいふ　⑯僧侶（真言宗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　豊山派）㊧1846（弘化3）－1934（昭和9）㊤幼
小松謙次郎　こまつ・けんじろう　⑳政治家1名順次⑱新潟県⑨6歳で出家、長谷寺で倶舎’
㊧1863（文久3）．1L　11－1932（昭和7）．10．　唯識・因明を学ぶ。1872（明治5）曹洞宗に改
15㊧信濃（長野県）㊥東大法科（1888）8逓…宗するが・1878（明治11）復籍、正法寺住職と
鱗2？㌶聲鐡歴嬬落｜蕊、＝麟漂篇欝莫濃
33）次官となる。辞職後、貴族院議員に勅選　長に就任。この間1916（大正5）東大で両部曼
され、1924（大正13）鉄道大臣となる。1932　茶羅を講じ、また東洋大顧問をつとめる。⑧
（昭和7）京城日報社蹴髄前急逝．；S’・05　i「密教纏」1916働0噛2、3、4、5
⑫3
小松原英太郎　こまつばら・えいたろう　㊧
官僚、政治家箏1852（嘉永5）－1919（大正8）
㊧富山県⇔慶応義塾中退◎「曙新聞」・「評論
新誌」などに寄稿するが、1876（明治9）筆禍，
事件で逮捕。出獄後新聞記者となるが、1880
（明治13）官界に入り、のち外務書記官として
ベルリンに駐在。1887（明治20）帰国後、埼．
玉・静岡・長崎各県知事、司法次官、内務次
官などを歴任。1900（明治33）勅選貴族院議員
となり、1908（明治41）文相兼農商務相をつと
める。1916（大正5）枢密顧問官となる。ま
た、大阪毎日新聞社長、日英博覧会総裁、港
湾調査会会長に就任。教育にも関心を示し、
東洋協会専門学校（拓殖大）校長、日華学会
会長国学院大学長などをつとめる。⇔伝記
編纂委員会編「小松原英太郎君事略」1924⇔
Ol、　02，⑬）4
小柳司気太　こやなぎ・しきた　㊧中国学者
㊥1870（明治3）－1940（昭和15）㊧新潟県㊥東
大選科膏新聞雑誌記者を志し、「東亜説林」
などを刊行するが失敗。のち山口高校・学習
院教授をへて、1926（昭和1）大東文化大教授、
1940（昭和15）同学長となる。儒学・道教・仏
教に通じていた。㊧「宗学概論」1894、「詳
解漢和大字典」（共著）1920、「東洋思想の研’
究」　1934（⑪01⑬）2、　3、　4、　5
近藤虎五郎　こんどう・とらごろう　⑰土木
技師、工博㊧1865（慶応1）．6－1922（大正
11）．7．178越後（新潟県）㊥東大（1887）（t）
卒業後、私費でアメリカに留学。1890（明治
23）内務5等技師、土木監督署5等技師、1895
（明治28）内務技師となり、地方土木事業の監
督に従事し、また鉄道技師を兼任する。一方
東大工科で24年間講師・教授をつとめる。
1899（明治32）工博となる。㊧05㊨3、4
近藤基樹　こんどう・もとき　⇔海軍軍人、
エ博㊧1864（元治1）．3．11－1930（昭和5）．
3．8㊧鳥羽藩㊥エ部大学機械学科・造船学科
⑨1884（明治17）海軍省御用掛主船局勤務でイ
ギリスに留学、造船を学び、この間海軍七等
技師となる。1890（明治23）帰国後海軍大技
士、1914（大正3）海軍造船中将となる。1915
（大正4）エ博。1923（大正12）予備役となる。
日清以後の各戦争に参加した艦船の建造に関
与した。また造船協会を創立。一方、攻玉社
社長として攻玉社中学・工学校・高工の経営
にあたる。1929（昭和4）男爵。㊧05㊥3
?
税所篤秀　さいLよ・あつひで　⇔子爵、貴
族院議員㊦1882（明治15）．8－1930（昭和5）．
7．9㊧鹿児島県轡枢密顧問官子爵税所篤の
33
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?」
近衛篤麿　このえ・あつまろ　㊧政治家念
1863（文久3）－1904（明治37）宴号霞山㊤京都
㊥ライプチヒ大（ドイツ）㊧1890（明治23）貴
族院議員となり、三曜会・懇話会・月曜会に
所属し指導者として活躍。藩閥勢力に批判的
であった。1895（明治28）学習院長、以後華族
教育の改革に献身する。1896（明治29）貴族院
後藤象二郎　ごとう・しょうじろう　㊧政治　文部参事官として学制改革を助ける。以後兵
家㊥1838（天保9）－1897（明治30）客幼名保弥1庫県書記官・法制局参事官・文部省参与官・
太、のち良輔、号暢谷㊥土佐藩（高知県）蓬　同省官房長・普通学務局長を歴任し、1903（明
藩政の中心にあって坂本龍馬の影響を受け、　‘治36）文部次官となる。1906（明治39）退官後、
幕府の大政奉還を実現させる。維新後、参与・｜貴族院議員、1913（大正2）からは行政裁判所
外国事務掛・外国事務局判事・大阪府知事・　第3部長をつとめる。この間文政審議会委
工部大輔・左院議長・参議などを歴任。1873　員、東大・東京高師などの講師も兼ねる。葺
（明治6）征韓論争に破れて辞職翌年板垣退　「教育行政」1902⑬01、02㊧3、4
助らと愛国公党を組織。一時高島炭坑の経営1
に当たるが失敗。1881（明治14）自由党に参加　小林一郎　こばやし・いちろう　恒仏教思想
するが・民権運動が弾圧を受けるとi板垣と　家⑤1876（明治9）．10．20－1944（昭和19）、
ともに洋行。帰国後・朝鮮独立党を援助しよ13．18㊤神奈川県⇔東大文科⑪東大、哲学館、
うとするが果たせず。1887（明治20）政府の条　日蓮宗大（大正大）、中大などで教える。初
約改正方針に反対する運動の統一を呼び掛け　め西洋哲学を志し1go6（明治39）処女f乍「プラ
大同団結運動を提唱するが・弾圧を受けると　トーン」を著すが、のち仏教に転じる。特に
変節し・1889（明治22）以降逓相・農商務相を　日蓮主義に投じ、1914（大正3）法華会創設、
歴任する。伯爵。㊧大町桂月「後藤象二郎」　機関誌「法華」創刊など、法華思想普及につ
1914＠v　Ol＠　1　　　　　　　　　　　　　　とめる。㊧「日蓮主義概論」大同館1918、「立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正安国論要解」地湧学会1924、「法華経大講
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　座」全13巻　平凡社1935－36、’「小林一郎選
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　集」潮文閣1943⇔「法華」462　473　1963－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　64法華会㊨03⇔2
営にも関心を示し、東洋諸国の大同団結を呼
び掛けるとともに、1898（明治31）東亜同文会
を結成。1903（明治36）対露同志会を結成して
対露強硬外交を唱え、排外主義的世論の喚起
につとめる。⑧r近衛篤麿日記」全5巻別巻
1　1968－69㊧霞山会編「近衛霞山公」1924
旬01㊧1
小林正盛　こばやし・せいせい　轡僧侶（真
言宗豊山派）㊧1876（明治9）．6－1937（昭和
12）．6．18㊧号雨峰⑲茨城県㊥新義派大学
謙19°3（明治36）枢禰鵬また大陸経1“稲・朝鞭鍵山中学頗杣大
木場貞長　こば・さだたけ　⑳文部官僚．奪
1859（安政6）－1944（昭和19）㊤鹿児島県㊧東
大（1880）＠1文部省御用掛となり、1882（明治
15）伊藤博文についてドイソに留学、行政法
学監を長年つとめ、のち豊山派総本山長谷寺
事務長・宗務長・能化など歴任する。佐賀県
鹿島に宗祖興教大師誕生の遺跡を探り、寺院
を再興、また朝鮮の京城に新願寺を建立。薗
05㊧3、4
を学ぶ。1886（明治19）森有礼文相の秘書官兼；代英文学講話」、「英文学史」全3巻、
小日向定次郎　こびなた・さだじろう　㊧英
文学者㊧1873（明治6）．10．4－1956（昭和31）．
2．4②号是因㊥東京㊥東大（1901）⑰広島高師
助教授・奈良女高師教授ののち、英米留学。
1912（大正1）広島高師教授、また1929（昭和
4）から広島文理科大教授をつとめる。⑧「現
　　　　　　　　　　　　　　　　　「英文
32
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く～こ
め、北野万善寺で剃髪。大阪喜連如願寺庄職1留学後、同大教授。1923（大正12）論文「蒲寿
から、1874（明治7）高貴寺の住職となる。ま　庚の事蹟」により帝国学士院賞受賞。㊨「桑
た1911（明治44）には種智院大学名誉教授とな
る。⑧「偶説駁論」、「弦雲尊教法語集」⑰99
⑧4
1原騰蔵全集」全5巻別巻1　1968㊨；01⑳2、3、
．4
黒川真頼　くろかわ・まよリ　塞）国学者、美
術史家㊧1829（文政12）－1906（明治39）名号荻
斎、本姓金子㊧群馬県呂養父黒川春村に国学
を学ぶ。維新後、大学少助教から文部省・元
老院・宮内省・内務省博物局などにつとめ、
1879（明治12）東大講師11893（明治26）教授、
1902（明治35）名誉教授となる。文博。研究分
野は広汎であった。⇔「黒川真頼全集」全6
巻　　1909－10⑬01・蓮）2
玄巣慶祥　くろす・けいしょう　塞僧侶（真
宗大谷派）㊧1865（慶応1）－1924（大正13）．
12．16g号二障、法名現護㊧富山県㊥高倉学
寮㊧1886（明治19）光久寺住職、七尾教務所幹
事となる。1897（明治30）議制会讃衆を拝命、
のち議長となる。es99⇔　1
桑木厳翼　くわき・げんよく　⇔哲学者㊦
1874（明治7）－1946（昭和21）⑯東京㊥東大⇔
一高教授・東大助教授をへて、1906（明治39）
京大教授となり、ドイツ留学後1914（大正3）
東大教授。西洋哲学史、カント研究の移植・
?
河野広中　こうの・ひろなか　㊧自由民権運
動家、政治家㊧1849（嘉永2）－1923（大正12）
客号磐州㊧三春藩（福島県）⑪維新後、官吏
などつとめる一方、福島に政治結社石陽社、
三師社を結成して東北民権運動の指導者とな
る。また愛国社、国会期成同盟幹部として活
躍する。1881（明治／4）福島県会議長となる
が、県令三島通庸との対立が福島事件に発展
し、国事犯として下獄。1889（明治22）憲法発
i布で大赦を受ける。翌年の第1回衆議院選挙
以後14回当選、1903（明治36）衆議院議長とな
る。1905（明治38）日露講話反対運動をおこ
｜す。1914（大正3）農商務相となる。立憲国民
1党・立憲同志会・憲政会の幹部として活躍。
　　　　　　　　　　　　　　　　1923∫葺）01②刊行会編「河野磐州伝」全2巻
・㊧2
甑に煎する．文化主義を彫てプ、正時代ほ報社（の施噺聞社）に入り、上海つ
の思潮形成に影響を与えた。学士院会員。⑧
「哲学概論」1900、「デカルト」1904、「カン
トと現代の哲学」1917⑫01⇔3、4、5
古城貞吉　こじょう・ていきち　⑮漢学老鐙
1866（慶応2）．5．10－1949（昭和24）．11．3
1．名｝号坦堂⑭熊本県⇔一高中退91897（明治30）
桑原陥蔵　くわばら・じつぞう　⑰東洋史学
者、文博㊥1870（明治3）－1931（昭和6）㊤福
井県⇔東大魯三高・東京高師の教授を歴任。
東洋大講師をつとめていた1898（明治31）「中：
等東洋史」を著わし名声を得る。1901（明治、
㌻1『識灘蓑論立蕊禦鑑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
いで北京に赴任。1901（明治34）帰国後、東洋
協会殖民専門学校（拓殖大）講師となる。
1906（明治39）より1938（昭和13）まで東洋大教
授をつとめ、この間早大・日大・立教大・大
東文化学院・慶大等の講師も兼ねる。また
ユ929（昭和4）東方文化学院東京研究所の研究
員、のち評議員となる。箇「支那文学史」1897、
「肥後文献叢書」全6巻　1909、「肥後先哲偉
蹟」正続　1911＠平田武彦「坦堂古城貞吉先
生」西海時論社1954㊥05③3、4、5
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たのち、日本郵船会社に入り1各地海外支店
長を歴任する。その後旭セメント・大船渡セ
メント・秩父セメント・大分セメントの重役
となる。（③05魑3、4
久野昌一　くの・しょういち　⑲銀行家肇？
－1926（大正15）．3．23轡1903（明治36）十五
銀行（のち合併して三井銀行）監査役とな
り、1921（大正10）同行取締役に就任。在任中
に死去した。㊧「三井銀行80年史」⑬99⑱3、
4
久保得二　くぼ・とくじ　㊧漢学者ξe1875
（明治8）．7．23－1934（昭和9）．6．18号
天随⑬東京⑨東大文科（1899）轡1920（大正9）
宮内省図書編修官、1927（昭和2）元曲の研究
で文博となり、1929（昭和4）台北帝大教授。
支那戯曲を最初に紹介した。㊨「東洋通史」
全12巻　博文館1903－04、「日本儒学史」同
1904、「近世儒学史」同1907、「老子新釈」同
1910、「支那戯曲研究」弘道館1928⑰03⑰3、4
久保了寛　くぼ・リようかん　⑰僧1呂（浄土
宗）⇔1829（文政12）－1898（明治31）．7㊧信
蓮社厚誉忠阿龍水㊧信濃国㊧緑山学寮で宗学
を修めh東叡山浄名院や智積院で性相の学を
学んだのち、緑山学寮で三島谷の学頭とな
る。1873（明治6）鴻巣勝願寺住職。1892（明
治25）小石川伝通院に移り、1894（明治27）清
浄華院67世となる。また淑徳女学校長を兼ね
る。＄「清浄華院誌」、大橋俊雄「近代浄土
宗僧英伝」⇔26③1
隈本有尚　くまもと・ありひさ　⑲教育老、
文部官僚蜜1860（万延1）．6．17－？㊧旧名井
上木六郎㊤福岡県㊥東大理学部中退魯東大に
奉職し、理学部准助教授などをつとめたの
ち、1885（明治18）福岡県立修猷館長兼教諭、
1889（明治22）山口高等中学教諭兼教頭、翌年
同校教授、1894（明治27）尋常中学修猷館長を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一く
歴任。1901（明治34）文部省視学官となりi翌
年教員無試験検定に際してく哲学館事件〉を
1引き起こす。1905（明治38）長崎高商設置とと
もに初代校長となり、1909（明治42）までつと
める。晩年は占星学・易の科学的研究を行
う。◎川添昭二「哲学館事件の文部省視学
官、隈本有尚について」日本歴史193号　1964
⑪99（83
栗田寛　くりた・ひろL　㊥歴史学者「㊧1835
（天保6）－1899（明治32）蓼幼名八十吉助茨城
県⑮藤田東湖・会沢正志斎に学び、彰考館に
出仕し、「国造本紀考」を著わす。維新後は
教部省・修史館・元老院などにつとめ、1892
（明治25）東大教授となる。9「荘園考」1888、
「新撰姓氏録考証」全21巻　1900、「神砥志
料」　1927‘囹01㊥2
呉秀三　くれ・しゅうぞう　⑲精神病理学
者、医博㊥1865（慶応1）．2．17－1932（昭和
7）．3．26㊧東京㊥東京医大（1890）cS哲学館
講師などつとめ、1896（明治29）東京医大助教
授兼東京府立巣鴨病院医長。1897（明治30）精
神病学研究のためヨーロッパへ留学、1901
i（明治34）帰国後東大教授となる。1902（明治
35）精神病者慈善救治会を、翌年三浦謹之助
とともに日本神経学会を創立する。1904（明
治37）巣鴨病院（のち松沢病院）長となる。
1918（大正7）東京精神病学会、1920（大正9）
精神病医協会を創立。1925（大正14）東大教授
　・松沢病院長を退く。クレペリン学派を基と
し、また精神病者の待遇改善につとめた。㊧
「精神啓微」、「精神病学要略」、「精神鑑定例」、
「箕作玩甫伝」、「シーボルト先生その生涯及
び功業」⑬05⇔2、5
伎人戒心　くれど・かいしん　㊧僧侶（真言
宗高野派）㊧1839（天保10）．　2－1920（大正
9）．11㊧大澄戒心律師㊥兵庫県㊧漢学を学
んだのち、倶舎唯識浄土門を伏見西養寺で修
30
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き～く
治3。）＝eSaec、9。。（明治33）海軍搬、の1　・SSS（難5）高鮮寮で仏教を批るが、の
ち技師となる。海軍艦艇の無線設備の制定に1ち因明を研究、1882（明治15）以後因明学者と
貢献する。さらに横須賀海軍工廠造兵部員兼　して名をなす。新々因明を提言する。＠「因
水雷学校教官をつとめ、1912（大正1）退官。　明初歩」私家版1881、「因明大意」、「印度論
㊧05働2　　　　　　　　　　　　　　　　理因明緒言」哲学会雑誌7　1887、「東洋新
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1々因明発揮」私家版1889（参船山信一「明治論
木村泰賢　きむら・たいけん　㊧インド哲学　理学史研究」哲学全書10　理想社1966⑰03㊥
者、仏教学者㊧1881（明治14）－1930（昭和5）11
客幼名二蔵㊧岩手県㊥東大㊧曹洞宗大学を出
たのち東大を卒業。1912（大正1）東大講師。　1金原明善　きんばら・めいぜん　㊧実業家§
高楠順次郎とr印度哲学宗教史」を、また11832（天保3）－1923（大正12）⑯幼名弥一郎⑯
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1「六派哲学」を著わし、帝国学士院恩賜賞を
受ける。その後「阿昆達磨論の研究」で文
博。1923（大正12）東大教授となる。東大仏教
青年会の創立に尽力。㊧「木村泰賢全集」全
6巻1967⑥01⑭3、4
清沢満之　きよさわ・まんL　⑲僧侶（真宗
大谷派）㊥1863（文久3）－1903（明治36）名旧
姓徳永㊧愛知県⑨東大‘9’一高、哲学館の講師
をへて、1888（明治21）真宗大谷派の中学校
長、また高倉学寮で教える。東本願寺の改革
運動に参加するが1897（明治30）除名される。
1899（明治32）真宗大学長となる。1900（明治
33）浩々洞を開き、翌年「精神界」を発刊、精
神主義運動を展開する。㊧r清沢満之全集」
全8巻1953－57（蓼吉田久一「清沢満之」
1961（葺）01＠）1、2
清野勉　きよの・つとむ　⑳哲学者荏1853
（嘉永6）－1904（明治37）⑯静岡県⑪中村正直
に師事し、1887（明治20）哲学館創立とともに
教授となり倫理学を教える。⑧「格致哲学緒
論」1883、「帰納法論理学」1889、「演繹的帰
納論理学」1892、「標註韓図純理批判解説」
1896⇔OIOP　2
遠江（静岡県）⑬1875（明治8）治河協力社を
i設立し、天龍川治水事業をはじめる。1880
（明治13）勧善社の設立で、出獄人保護事業も
行う。九屋銀行の整理にあたり、のち金原銀
1行を設立。また井筒屋香油店の基礎を築く。
11889（明治22）から運輸・製材業を営み、1897
（明治30）岐阜県材政に参与。各種公共事業に
関係し、静岡県議にもなる。㊧静岡県編「金
原明善と其事業」1913、水野定治「天龍翁金
原明善」1916、金原明善治水財団編「金原明
善」1968＠．　101露3、4
?
楠潜龍　くすのき・せんりゅう　㊧僧侶（真
宗大谷派）㊧1834（天保5）．12－1896（明治
29）．2．26⑯厳亮、冷香院㊧三河（愛知県）
⑪順成寺に生れ、蒲郡専覚寺の養子となり楠
姓を名乗る。のち郡上入幡安養寺住職とな
る。また本山の明治の改革に多大な貢献をし
た。講師に進みi権中賛教に補される。㊨
「無量寿経貫綜録」他＠竜谷大学編「仏教大
辞彙」冨山房㊨99㊧1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楠本武俊　くすもと・たけとし　＠実業家㊧
雲英晃耀　きら・こうよう　⑧仏教学者、因　1861（文久1）．10．27－1928（昭和3）．11．
明学者㊧1831（天保2）．7．5－1910（明治　27密幼名竹松⑯紀伊㊧慶応義塾（1884）⑨大蔵
43）．2．14㊥三河国（愛知県）㊥高倉学寮9‘省に奉職し、ついで英語学校長を一時つとめ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　f
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29
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郎「岸清一伝」1939⑲01膨3、4
北垣国道　きたがき・くにみち　題官僚∂
1836（天保7）－1916（大正5）㊧通称晋太郎紗
但馬（兵庫県）．建勤王運動に参加し、1863
（文久3）但馬国生野で挙兵するが、長州に敗
走。1868（明治1）鳥取藩兵として戊辰戦争に
従軍。維新後、官吏となりi1881（明治14）京：
都府知事に任ぜられ、琵琶湖疎水事業を完1
成。1896（明治29）男爵、以後錦鶏間砥候・貴1
族院議員・枢密顧問官を歴任。＠，OIV91
北沢定吉　きたざわ・さだきち　㊧哲学者奪．
1875（明治8）．1．27－1910（明治43）．3．11
⑯長野県㊥東大文科（1902）⇔大学院に進み、
東洋大・法政大の講師をつとめる。病気がち
であったが、「東亜之光」、「哲学雑誌」など
に多くの論文を発表した。⑧「哲学史綱」弘
道館1906、「倫理学史綱」同1908◎大島正徳
r憶北沢定吉君」哲学雑誌278　1910、桑木厳
翼「北沢君を想ふ」丁酉倫理会倫理講演集92
1910（㊨）03㊥2
北野元峰　きたの・げんぽう　⇔僧侶（曹洞
宗）㊥1842（天保13）－1933（昭和8）dO名法’
名円謹明修禅師魯越前（福井県）fS　1873（明治
6）より1905（明治38）まで江戸万年山青松寺
住職をつとめる。この間1897（明治30）より
1899（明治32）まで東洋大講師。また廃仏棄釈
運動に対し、僧侶に俗籍俗姓は不必要である
とし、かつ護法扶宗のため宣布につとめる。
1911（明治44）曹洞宗朝鮮布教総監。
正9）大本山永平寺貫主、ついで曹洞宗管長
となる。㊧05琶）2、3、4
?
日々新聞旅順支局長となる。第一革命・日独
戦争では特務を帯びて働く。1914（大正3）青
島に移り「青島新報」を創刊。㊧05㊥3
紀平正美　きひら・ただよし　＠哲学者㊧
1874（明治7）－1949（昭和24）Pg三重県㊥東大
璽1904（明治37）東洋大講師。1919（大正8）学
習院教授とな広かたわら東大・東京高師・
東京商大（一橋大）で哲学を教える。ヘーゲル
哲学の弁証法の研究の先駆者で、西洋哲学の
方法による東洋哲学の再編を試みる。昭和に
入ると国家主義的傾向を深め、皇道哲学をう
ちたてる。1932（昭和7）から国民精神文化研
究所の有力な指導者として、国民精神総動員
運動の一翼を担う。敗戦後公職追放され
る。・⑧「自我論」全2巻1909－16、「行の
哲学」1923、「三顧転入の論理」1925、「人と
文化」1948SOI轡2、3、4、5
辺孝慈　きべ・こうじ　⇔僧侶（真宗木辺
派）㊧1881（明治14）．4．11－1969（昭和44）．
1．23習幼名嶺麿㊤京都㊨大谷光尊の子で大
谷光瑞の弟。西本願寺筆頭連枝として函館別
院住職となるが、1894（明治27）木辺淳慈の養
子となり、木辺派の法燈を継ぐ。1895（明治
28）木辺派管長となり、1896（明治29）男爵。
前田慧雲らに宗乗・余乗・普通学を学んだほ
か、真宗教義、法華玄義、摩詞止観、即身成
仏義、唯識、禅道、哲学などを学んだ。大正
初期から地方巡教を行う。また荒廃していた
　　　　曄織寺の再眠はかり繍会湘を繊殿
1920（大1堂を修復した。轡「宗祖の自行」、「教行信証
鬼頭玉汝　きとう・ぎょくじょ　⑳東亜先覚
者奪1866（慶応2）－1921（大正10）．10．11客
号大茄⑯新潟県㊥東大法科（1890）⑬内務省・
司法省につとめたのち、弁護士となる。日露
戦争では大連方面で活躍、1909（明治42）満州
の大意」、「御親教集」鯵瑞門会編「大谷光瑞
上人生誕百年記念文集」⇔05㊥　4
木村駿吉　きむら・しゅんきち　⇔電気工学
者、弁理士㊧1866（慶応2）．10－1938（昭和
13）．10．6⑪東京㊧東大理科（1888）⑨第一高
等中学教諭となるが、1891（明治24）内村事件
に関係して休職。アメリカ留学後i1897（明
28
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か～き
1919（大正8）経済学部教授、1926（大正15）経
済学部長となる。1935（昭和10）退職、名誉教
授。専修大理事・教授などもつとめる。⑰05
⇔3
3 京都府知事となる。②馬場恒吾「木内重
四郎伝」1937⇔01働3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菊池謙二郎　きくち・けんじろう　⇔教育
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者、水戸学研究者㊧1867（慶応3）－1945（昭
神崎一作　かんざき・いっさく　⇔神道家荏　和20）㊤水戸藩（1※城県）㊥東大（1894）⑯卒
1867（慶応3）－1938（昭和13）㊧神奈川県㊧哲　業後文部省に入るが、まもなく山口高校教師
学館ffej（山阿夫利神社祠宮の家系。哲学館で　となり、さらに岡山県津山尋常中学・千葉尋
㌶㌶鷲㌶㌫曝簾袈1菖鴬麟麗麓壁㌶巌㌶
り、1925（大正14）管長となる。以後、宗教制
度調査委員・神道制度調査委員・宗教教育協
議会委員などをつとめる。衝01㊦3、4、5
神田孝平　かんだ・たかひら　⇔官僚学者⑰
1830（天保1）－1898（明治31）⇔本名孟恪、号
淡崖、孝平は通称㊤岐阜県⇔蘭学を学び、
1853（嘉永6）蕃所調所に出仕。維新後政府に
関与して、議事取調御用掛・公議所副議長を
っとめ、1874（明治7）兵庫県令、1875（明治
8）地方官会議幹事長、また文部少輔・元老
針を打ち出す。1919（大正8）欧米の中等教育
視察をしたのち行った講演が危険思想とさ
れ、辞職に追い込まれるが、水戸中学生徒は
復職を求めるストライキを起こす。その後衆
議院議員をつとめる。⑧「藤田東湖伝」1899、
「水戸学論叢」、「訳注弘道館記述義」、「正気
歌と回天詩」、「幽谷全集」（編）、「藤田東湖
全集」（編）㊧18㊥3、4
院議官．憲法取調委員。ど魅、89。（明治1和19）．
23）貴族院議員。男爵。一方1874（明治7）か
ら明六社に入り、啓蒙的な経済論を展開し、
経済関係の訳語確定にも貢献。1879（明治12）1
には東京学士院会員となり、西洋教育思想と
制度の紹介にも尽力した。⑧「経済小学」、
「和蘭辞典」1868、「評点経世余論」1879、
「淡崖遺稿」1910◎神田乃武「神田孝平略伝」
1910．葺）01、　02㊨1
?
木内重四郎　きうち・じゅうしろう　⇔官僚
㊧1865（慶応1）－1925（大正14）⑯千葉県㊥東
大：唇）1889（明治22）法制局参事官補となり、ヨ
ーロッパに派遣される。翌年帰国、農商務省
商務局長・商工局長・特許局長など歴任。1911
（明治44）貴族院議員に勅選され、1914（大正
菊池秀言　きくち・しゅうごん　㊥僧侶（真
宗大谷派）・㊥1855（安政2）．8．15－1944（昭
　　　10．149旧姓遠藤㊤山形県⇔1876（明
治9）上海出張、翌年北京に留学し、1881（明
治14）直隷省布教生務、同年帰国。この間1878
（明治11）酒田市浄福寺の養子となり、菊池と
改姓。1883（明治16）東本願寺内事課事務担当
となり、1889（明治22）真宗大谷派大谷家家憲
の制定に加わる。その他大谷派宗政に参与す
るが、1897（明治30）震災により自坊が倒壊し
たため、本山宗務を辞して帰郷。以後社会事
業に尽力する。＃「亀崎山浄福寺伝灯列記」
⑲199③）1、3、4
岸清一　きし・せいいち　㊥弁護士、法博、
体育功労者⇔1867（慶応3）－1933（昭和8）㊧
島根県⇔東大⑨1893（明治26）弁護士となり、
民事訴訟の権威とされ、東京弁護士会会長な
ど歴任。1921（大正10）大日本体育協会第2代
会長、1924（大正13）パリオリンピック日本選
手団長、IOC委員をつとめる。㊧伊藤和三
27
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1906（明治39）京大教授となる。清朝実証学を
継ぎ、元曲・敦燈文書の研究をする。退官
後、東方文化学院京都研究所（京大人文科学
研究所）長をつとめる。1944（昭和19）文化勲
章受章。⑧「読書纂余」1947、「中国哲学史」
1953‘fg）Ol㊧3
上泉徳弥　かみいずみ・とくや　㊧海軍軍
人、社会教育家㊥1865（慶応1）．925－1946
（昭和21）．11．27⑪米沢藩（山形県）㊥海軍
兵学校（1886）⇔日清戦争中、呉鎮守府参謀・
大連湾要港部副官をつとめ、八重山・秋津州
の副長をへて、1903（明治36）軍令部副官。日
露戦争では大本営参謀、また浪速・薩摩の艦
長ののち、横須賀・佐世保の水雷隊司令官を
歴任。1914（大正3）中将で予備役となる。
1921（大正10）教化団体国風会会長に就任。大
陸進出と思想教化のために活動する。⇔長沢
直太郎編「上泉徳弥伝」1955⇔05轡4
上村観光　かみむら・かんこう　＠僧侶（臨
済宗）⇔1873（明治6）－1926（昭和1）．6．11
⇔五山文学研究の権威といわれ、高野山大・
臨済宗大の教授などをつとめる。研究による
過労から発狂。＠・05㊥　4
亀谷聖馨　かめや・せいけい　⑨仏教研究
家、教育家㊧1856（安政3）－1930（昭和5）。
5．7翻大乗仏教が最高の哲理であるとし、仏
教と天皇崇拝との調和をはかる。また東西比
較思想を試みる。教育にも熱意を示し、私立
名教中学校長をつとめる。，9「哲学より宗教
へ」弘道館1915、「華厳哲学研究」名教学会
1922、「仏陀の最高哲学とカント哲学」宝文
館1924、「華厳大経の研究」万里閣書房1931
⑬）03㊧3、4、5
t一ｩ
の芸術性を高めることに尽くす。1942（昭和
17）第2回野間挿絵奨励賞受賞。㊨04＠3
1五百灘寺の繊となる瓜微原些入手
するためチベット・ネパールへ渡る。1916
（大正5）帰国。1921（大正10）黄漿宗の僧籍を
返上、のち大正大教授、東洋文庫研究員をつ
とめる。⑧「西蔵旅行記」、「西蔵語文法」②
青江舜二郎「河口慧海」国土社1957璽05㊥3
河口慧海　かわぐち・えかい　㊧学僧、探検
家㊧1866（慶応2）．1．12－1945（昭和20）．
2．24⑳幼名定治郎⑳大阪府⇔哲学館㊧一時
川崎寛美　かわさき・ひろみ　⑬官吏、発明
家、川崎鉄工所創立者㊧1863（文久3）．8．8
－1926（昭和1）．9．4■幼名正熊⑯鹿児島⇔
外務省御用掛からロンドン公使館・パリ公使
館の会計主任をへてs外務翻訳官記録課長、
さらに外務省会計課長となる。1897（明治30）
日銀に入り国庫課長。1903（明治36）京釜鉄道
常務理事となり、1906（明治39）同社解散まで
つとめる。また同年襲爵し、男爵となる。
1909（明治42）金網製造機を発明し特許を得、
川崎工場を創立する。：ttose9）3、4
河瀬秀治　かわせ・ひではる　㊧官僚、実業
家㊥1841（天保12）－1907（明治40）㊨号雲影⑪
丹後（京都府）⑰維新後1産業の振興に着
臥印旛県令時代に茶樹の栽培を奨励し、ま
た群馬・入馬両県で製糸工場を建てる。1874
（明治7）内務大丞、翌年内務省博物館掛。以
後博覧会の事業につき、工芸美術の振興に尽
して明治の美術界に貢献する。龍池会・鑑画
会の創立経営に参画。㊧斎藤一雄「河瀬秀治
先生伝」1941㊨01⑲3、4
川上四郎　かわかみ・しろう　鐘画家e1889　i
　　　　　　　16－？⑱新潟県㊥東京美術学1科（1899）㊧大学院で経済学を学び、イギリス（明治22）．11．
校蹴協会中学1’こつとめるかたわら・童画 m’ドイツに蹴19°7（明治4°）東＝
河津邊　かわづ・せん　㊧経済学者、法博魯
1875（明治8）－1943（昭和18）㊤東京㊧東大法
26
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か輸入し、社会政策学会の創立に参与。⑧「社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清公使森有礼に伴い北京へ行く。1878（明治
会問題」1892、「社会経済学」1902、「社会政策」1923⑳合栄治郎編，銚延。生涯、業境駕。慾認離叢㌶会；≧2
績」1939，㊥）01㊥3、4
金子堅太郎　かねこ・けんたろう　㊥政治家
㊧1853（嘉永6）－1942（昭和17）⑯福岡藩⇔ハ
ーバード大㊨1888（明治21）帰国後大学予備門
講師・元老院大書記官などをへて制度取調局
に入り、伊藤博文のもと明治憲法起草に参画
する。その後首相秘書官・枢密院議長秘書官・
貴族院書記官長を歴任したのち、伊藤内閣で
農商務相・法相をつとめる。1900（明治33）立
関係し、再び中国へ渡る。日本雑貨店を経営
するかたわら満州物産の輸入を行う。その後
木材事業や酒造事業にも手を染める。また安
．東県市政にも関与した。⑨05笛3、4
狩野亨吉　かのう・こうきち　皇．思想家、教
育者、文博観865（慶応1）．7．281942（昭
和17）．12．22㊤号君山‘㊤．秋田県㊤東大．窪四
高・五高教師をへて、1898（明治31）一高校
長、1906（明治39）京大の初代文学部長となる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　憲政友会創立に参加。その間18go（明治23）勅i京大退官後は書画鑑定の仕事をする。蔵書家
韻族院韻となり、・9・6（明治39）カ・ら糖1で、「概文庫」として・珊力・残・て・・る。
顧問官となる。1934（昭和9）伯爵に叙され1漱石の「吾輩は猫である」の苦沙弥先生のモ
る。㊧藤井新一「帝国憲法と金子伯」1942蜜
Ol㊥　1
金子大栄　かねこ・だいえい　㊧仏教学者、
僧侶（真宗大谷派）⇔1881（明治14）．5．3一
デルといわれる。e「狩野亨吉遺文集」岩波
書店1958㊧「秋田人物風土記」昭和書院1973
⑬15⇔3
嘉納治五部　かのう・じごろう　9教育家、
1976（昭和51）．10．20㊧新潟県㊥真宗大（1904）II講道館柔道の創始者舎1860（万延1）－1938
⑯自坊にて布教につとめ、1915（大正4）上京．
して「精神界」編集責任者となる。同年東洋：
大、っついて真宗大谷大教授となるが、1928
（昭和3）「浄土の観念」で宗門の封建性を批
判したため大谷大を辞任、僧籍を離れる。の
ち広島文理科大講師・国民文化研究所嘱託・
高野山大講師などへて11942（昭和17）大谷大
に復帰。1949（昭和24）再び追放されるが、
1931（昭和6）復帰し名誉教授となる。霧「彼
岸の世界」、「仏教概論」、「仏教の諸問題」、 1・9・2（大正・）第5財リ・ピ。クt’・選手・名
（昭和13）㊧幼名伸之助、号甲南、帰一斎魯摂
津（兵庫県）㊥東大墾1882（明治15）嘉系内塾を
開き、学業とともに柔術を教える。同年学習
院教師。1888（明治21）講道館柔道を完成す
る。欧米視察後i1891（明治24）五高教師、さ
らに文部省参事官、一高校長をへて、1896
（明治29）東京高師校長となる。1909（明治42）
クーベルタンのすすめで日本初の10C委員
に就任、1911（明治44）大日本体育協会創立。
㌶驚昌2熱蒲禦瓢「ξ㌘竃；；灘11；無≧麟㌘
三郎「念仏者金子大栄」コマ文庫1978璽．05⑧　②横山健堂「嘉納先生伝」1941、伝記編纂会
5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　編「嘉納治五郎」1964置01、02③1、3、4、5
金子弥平　かねこ・やへい　㊧東亜開拓者、
事業家㊧1854（安政1）．12－1924（大正13）．
2．17㊤南部藩㊧慶応義塾㊧1875（明治8）駐
狩野直喜　かのう・なおき　⑰中国研究者、
教育家⑭1868（明治1）－1947（昭和22）名号君
山⑯熊本県⑨東大塞11900（明治33）北京留学、
25
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加藤高明かとう・たかあき⇔外交官、政
治家⑰1860（万延1）－1926（昭和1）客旧名服
部総吉㊧尾張藩（愛知県）㊧東大唇三菱会社
に入社、1883（明治16）英国遊学。1885（明治
18）三菱本社副支配人として郵船会社に入る。
1887（明治20）大隈重信外相の秘書官兼政務課
長として条約改正の立案に参加。大蔵省参事
官・局長を歴任後、1894（明治27）駐英特命全
権公使。1900（明治33）伊藤内閣の外相として
日英同盟を推進。1902（明治35）衆議院議員。
1904（明治37）東京日日新聞社長。1908（明治
41）駐英特命全権大使として日英条約改正・
日英同盟改訂｝こ尽力、男爵となる。1913（大
正2）桂内閣の外相となり、ともに立憲同志
会を組織、のち総裁となる。1916（大正5）憲
政会を組織し総裁となる。1924（大正13）革新
倶楽部・政友会とともに護憲三派を結成、
1925（大正14）首相となり、普通選挙法・治安．
維持法を制定。翌年総辞職に追い込まれ、憲
政会単独内閣を組織するが、在任中に病死。
（㊧伝記編纂会編「加藤高明」全2巻　1929㊥
01（⑧3、4、5
加藤恒忠　かとう・つねただ　㊧外交官、政’
治家⇔1859（安政6）．6，1－1923（大正ユ2）．
3⑯伊予松山㊧司法省法律学校轡1883（明治
16）フランス留学11886（明治19）帰国後外交
官試補となりフランス公使館付を任じられ
る。以後、公使館二等書記官・一等書記官・
外務省参事官・外務大臣秘書官・書記官など
歴任し、1902（明治35）ベルギー特命全権公使
となる。1908（明治41）衆議院議員となり、ま
た北浜銀行頭取兼大阪新報社長に就任。再び．
ベルギー公使をつとめたのちi松山市長とな
る。⑬05（⑧3、4
加藤弘之　かとう・ひろゆき　＠官僚学者、
政治学者㊥1836（天保：7）－1916（大正5）㊧幼
名土代士、弘蔵、維新後弘之㊤但馬（兵庫県）
㊥弘道館、佐久間象山塾、大木仲益塾に学
ぶ。1860（万延1）蕃書調所教官となり、1861
（文久1）「鄭草」を著わし日本に初めて立憲
1思想を紹介する。維新後、天皇の侍講を兼
ね、左院議官・元老院議官などを歴任、また
学校行政に関与し、1877（明治10）東大初代総
長となる。明治初期には天賦人権をかかげ立
憲政治の啓蒙に努めるが、1881（明治14）転向、
以後社会ダーウィニズム、天賦人権否定論、i
iキリスト教排撃論を展開する。東大総長から
宮中顧問官・枢密顧問官・帝国学土院長など
に任ぜられる。文博、法博、男爵。㊧「国体
新論」1873、「人権新説」1882、「強者の権利
の競争」明治文化叢書1897、「道徳法律進化
の理」1900、加藤照麿・他編「加藤弘之講演
全集」1900、「基督教の害毒」1911、「加藤弘
1之自叙伝」1915鰺松本三之介「加藤弘之」近
代日本の思想1954、田畑忍「加藤弘之」
1959（㊨＞011　02＠｝1
加藤熊一郎　かとう・ゆういちろう　㊧仏教
学者⑪1870（明治3）．11．2－1949（昭和24）．
4．2㊨号咄堂⑱京都㊥英吉利法律学校（中大）
恒大槻嬬のもとで仏教を学び・島曙根’
大内青轡らと交わる。民衆教化のために著述
・講演を行う。1899（明治32）新仏教運動に参
加、翌年小石川上宮教会講師となる。「新修
養」（「精神」）、「こころ」、「三宝」を主宰し、
「中外日報」主筆・中央教化団体連合会理事
などをつとめる。また東洋大・日大などの講
師をする。⑧「日本宗教風俗志」森江書店
1902、「日本風俗志」全3巻　新修養社1917、
「修養論」、「運命論」、「菜根語講話」⑰01、
04㊥2、3
金井延　かない・のぶる　⑧社会政策学者、
法博㊦1865（慶応1）－1933（昭和8）㊦静岡県
⑨東大⑨ドイツ留学後、東大で経済学の教授
となり、ドイツ歴史学派を紹介。1908（明治
41）学士院会員、のち東大名誉教授、　日本勧
業銀行参与理事となる。ドイツ社会政策学を
24・
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勝安芳　かつ・やすよし　⑳政治家㊧18231館・国学院講師、早大教授などをつとめる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文政6）－1899（明治32）㊨幼名義邦、のち麟1書画骨董陶器も中国で研究し権威であった。
太郎・安房守・安芳と改名s号海舟⑳江戸窪lt’］「漢籍解題」、「歴代漢詩評釈」葺04⑱2
1850（嘉永3）私塾を開き蘭学と兵学を教えil
る。1854（安政1）海防意見書を幕府に提出、　1加藤玄智　かとう・げんち　題宗教学者・文
翌年蕃書翻訳係となる。海軍伝習宅として長1博．劉873（明治6）－1965（昭和40）婁凍京㊦東
崎で学んだのち、1856（安政3）軍艦操練所教‘大8陸士教官から東大文学部教授となり神道
師方頭取となる。1860（万延1）日米修好通商　講座を担当。1933（昭和8）退官後、国学院大・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　条約批准に際し、威臨丸艦長として日本人初1大正大教授を歴任する。1912（大正1）明治聖
の太平洋横断に成功する。のち蕃書調所頭取i徳紀念会創立。神道研究に専念、天皇崇拝や
介・講武所砲術師範役・軍艦操練所頭取など1神国思想の理論づけに貢献した。書．「知識と
をへて海軍奉行となる。また神戸海軍操練所1信仰」1909、「本邦生詞の研究」1931、「神道
を躍第・次馴徹では新の擁使⇒の宗號鼓醐究」1935、「神道嚇」1938
として平和的交渉にあたり、鳥羽・伏見の戦i⑤01㊧3、4、5
で幕府が敗れると西郷隆盛と会見して江戸城‘
の平和的明け渡しに成功。維新後徳川家達と　加藤彰廉　かとう・しょうれん　⑳教育者、政
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rともに駿府にいたが・1872（明治5）新政府の　治家⑮1861（文久1）－1933（昭和8）．9．18㊥
海軍大輔、ついで参議兼海軍卿・伯爵・枢密　愛媛県㊥東大㊧1895（明治28）大阪商業学校教
顧酷となる⑬「吹閾」・「輝歴史」・「幕ll諭から、同校猷阪舗とな・て搬、・909
府始末11「勝海舟全集」全21巻別巻1　1970‘（明治42）校長となる。1915（×正4）辞職後、
鯛中惣五郎「勝海舟」194°・松浦玲「擁i衆灘韻となる・・923（大正・2）から松山高
舟」1968㊨01㊧1　　　　　　　　　　　‘！商の初代校長をつとめる。慧112、99㊥3h　4
勝間田稔　かつまた・みのる
（天保13）．12－1906（明治39）．1．30S．幼名百
太郎⑯山口藩⑬戊辰の役で新発田本営の軍監
として功をなす。1869（明治2）判事試補、の
ち山口県12等出仕、ついで山口県大属に任ぜ
られる。辞職後内務権少書記官・内務権大書
記官をへて、1884（明治17）清仏戦争により局
外中立新法規実施方委員となる。以後1900
（明治33）まで愛知・宮城・新潟各県知事を歴
任する。⑨05③1
鮪吏S1842P加藤精神
桂湖村　かつら・こそん　＠模学者、漢詩人
㊧1868（明治1）．10，16－1938（昭和13）．4．
3㊧本名五十郎8．新潟県㊥東京専門学校専修
英語科（1892）鯵父誉祐が国学の鈴木重胤・漢．
　　　　　かとう・せいしん　㊧仏教学者、
僧侶（真言宗豊山派）、文博奮1872（明治5）．
9．29－1956（昭和31）．10．18婁愛媛県／S哲
’学館（1891）、真言宗新義派大学林（1893）⑪
1901（明治34）真言宗新義派大学林教授、19081
（明治41）豊山大学教授となり、大正大に合併1
後もつづけ学長もつとめる、また東洋大・東
大・立正大などでも教え、1952（昭和27）東洋
大学長。一方では豊山派宗務長・宗会議員な
どをへて1925（大正14）管長となる。違「大日
1如来の研究」豊山公論社1916、「仏教哲理の
：発達」大東出版社1932、「弘法大師伝の新研究」
11953、「大乗仏教の起源及び発達」大蔵出版
1957、「加藤精神著作集」一密教学編一　世界
聖書刊行会1978◎守山聖真「真言密教史の研
学の安井息軒と同門の人であるため、幼くし1究」鹿野苑1966⇔03轡4、5
て漢学を修め、和歌・漢詩にすぐれる。哲学
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に参加、1898（明治31）いかつち会をおこす。
卒業後哲学館講師、東京女高師教授をへ
て、1908（明治41）学習院教授となる。この間
金箭会を結成して写実主義的短歌運動を進
め、また前田夕暮・若山牧水らと車前草社を
結成。1914（大正3）「水甕」創刊。1923（大
加賀秀一　かが・しゅういち　⇔教育者㊦
1865（慶応1）．11－？⑯愛知県㊥東大文学部
（1887）⑪1888（明治21）学習院教師、1889（明
治22）同教授となり1899（明治32）まで在職す
る。（㊨‘99＠）1、3
正12）「平安朝草仮名の研究」で文博、19371利井明朗　かがい・めいろう　題僧侶（真宗
（昭和12）帝国芸術院会員となる。魯「ハイネi本願寺派）窪1832（天保3）－1918（大正7）・
の詩」1901、「静夜」、「日記の端より」、「日本11L17㊧摂津径大谷光瑞辞職ののち、西本願
文学新史」、「評釈新古今和歌集」（蓼水甕社編．
「尾上柴舟小誌」1961⑥05、12、99S　2、3、4
小野塚喜平次　おのつか・きへいじ　㊧政治
学者、法博㊦1870（明治3）－1944（昭和19）⑯
新潟県㊦東大㊧欧州留学後、1901（明治34）東
大法科大教授となり、以後25年間政治学講座
を担当、日本の近代政治学の基礎を築く。対
露主戦論く七博士〉のひとり。1925（大正14）
貴族院議員。1928（昭和3）東大総長となり、
軍国主義化の中で大学自治を守ろうとした。
9”「現代欧州の憲政」1913、「欧州現代政治及
学説論集」1916、「現代政治の諸研究」1926㊧
南原繁・他「小野塚喜平次一人と事業」1963
塗り1諺3、4
iか
何礼之　が・れいし　⑰官僚、政治家含1840
（天保11）．9－1923（大正12）．3．2名‘通称礼
之助聖肥前i多英語伝習所⑪唐語を学び、稽古
寺執行長となる。⇔05＠1、4
寛克彦　かけい・かつひご　喜憲法学者、法
博㊧1872（明治5）－1961（昭和36）．㊤長野県㊥
東大③1903（明治36）東大教授、1933（昭和8）
退官し名誉教授となる。天皇中心の国家主義
を主張した。㊨「大日本帝国憲法の根本義」
⑬01⑳3、4
葛西善蔵　かさい・ぜんぞう　竈小説家㊥
1887（明治20）－1928（昭和3）⑯青森県㊥東洋
大中退㊧徳田秋声に師事し、］912（大正1）処
女作「哀しき父」発表、1918（大正7）「子を
つれて」を「早稲田文学」に発表し認められ
る。1924（大正13）代表作「湖畔手記」。貧困
と病気に追われた生活から生まれた文学で、
破滅型の私小説作家といわれる。曹「葛西善
蔵全集」全5巻　1928－30◎谷崎精二「放浪
の作家一葛西善蔵評伝」1955㊨01⑨5
片山国嘉　かたやま・くにか　．蓼低博、法医
学者㊧1855（安政2）．7．7－1931（昭和6）．
通事などつとめたのち選ばれて英語伝習所に「11・3㊤遠江㊧東大医学部（1879）唇東大教授と
学ぶ。江戸詰となり、開成所教授をつとめ！なり・初めて裁判医学と衛生医学の講義を開
る。維新後、造幣局権判事、大学小博士、ま
た岩倉特命全権大使の一等書記官をつとめ
る。のち駅逓寮出仕図書局長・内務権大丞・
元老院議官・高等法院予備裁判官などを歴任
し、1891（明治24）貴族院議員となる。㊧「訳
司総譜一1、「明治維新後の長崎」㊨06毫1、3
く。1884（明治17）ヨーロッパに留学、1888（明
治21）帰国後医科大教授となり、東京地裁の
司法医務を兼ねる。1891（明治24）裁判医学を
法医学と改称。1921（大正／0）東大名誉教授。
禁酒禁煙を唱え、社会事業にも尽くし同仁会
を設立。⑪05㊦）3
22
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光寺の副注職に推され、1883（明治16）浅草寺　てから1952（昭和27）まで衆議院議員当選連続
の寺主となり、大営繕を行う。日清戦争では‘25回という記録をつくる。1898（明治31）＜共
東邦協会・東亜同文会などを組織した。㊨05　和演説事件〉で辞任し、伊藤博文の政友会創
③1、2
奥田義人　おくだ・よしと　⇔法博、政治家
㊧1860（万延1）－1917（大正6）⑯鳥取県㊥東
大窪英吉利法律学校（中大）を設立。農商務
立に参加。1903（明治36）東京市長となる。
1913（大正2）大正政変で犬養毅とともに護憲
運動の先頭に立つ。のち中正会を結成した
り、革新倶楽部に籍を置いたりするが、しだ
いに孤立する。1942（昭和17）翼賛選挙を批判
省・文部省の次官をへて、1900（明治33）法制iし不敬罪に問われる。また板隈内閣の文相時
局長官、のち宮中顧問官、貴族院議員とな　代には教員籍口令を廃止し、1904（明治37）か
り、1913（大正2）山本内閣の文相・法相をっ．ら1916（大正5）まで東京市教育会会長をつと
とめる。1915（大正4）東京市長。のち中央大　めるなどi教育界にも貢献した。⇔「聾堂自
学長となる。また1911（明治44）の高等中学校1伝」、「号堂回顧録」、「尾崎行雄全集」全10巻
令に反対し、学制改革を行おうとした。魯
「学生論」、「熊沢蕃山」、「民法親族法論」⇔
01、　02㊥3、4
奥村圓心　おくむら・えんしん　塞僧侶（真
　1926－27、「尾崎聾堂全集」全12巻　1955－
56Z∋伊佐秀雄「尾崎行雄」1960、沢田謙「尾
崎行雄伝」全2巻　1961㊨01、02・＠　3・4
織田得能　おだ・とくのう　㊧僧侶（真宗大
議竃魏6㌶1盆；彊纏翻6癬驚翼灘㌶瞬：爵叢
港ののち東本願寺釜山別院輪番となる。光州　黙雷と「三国仏教略史」刊行。1889（明治22）
を根拠地として布教、実業学校の設立・殖産「タイの仏教事情を視察翌年帰国後、哲学館
興業の奨励等に努力する。⑰05㊥1
小栗栖香頂　おぐるす・こうちょう　㊧僧侶
（真宗大谷派）建1831（天保2）－1905（明治38）
㊧幼名実丸、号八州、蓮舶㊤豊後（大分県）
㊥高倉学寮⑨中国へ渡り、1876（明治9）上海
に谷了然らと束本願寺別院を開く。日清戦争
では捕虜の撫畑にあたる。箇「蓮舶詩歴」、
「北京紀遊」、「耶蘇憤斥策」、「破邪一百条」㊨
01㊧1、2
1講師となる。1898（明治31）巣鴨監獄教悔師問
t
題で僧籍を奪われる。‘著「八宗綱要講義」1927
⑥田⑭2
落合直文　おちあい・なおぶみ　・⑦国文学
者、歌人㊧1861（文久1）．11．22－1903（明
　　　　12．16脅号萩之家⑪宮城県室1889（明治36）．1治22）国語伝習所創立に参加、翌年萩野由之
らと「日本文学全書」刊行、まk国学院講師
．となる。1893（明治26）浅香社を結成し、韻文
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｜改良勘を進める・与卵鉄輪ここか咄
尾崎行雄　おざき・ゆきお　慰政治家㊧1859‘た。・⑨「萩之家遺稿」1904・「萩之家歌集」
（安政6）一ユ954（昭和29）客号愕堂（のち男堂）　1906、「落合直文集」1927㊨01㊧2
⑯神奈川県㊥慶応義塾中退轡1880（明治13）
「新潟新聞」主筆となるが、1882（明治15）立
憲改進党創立に参画して政治生活に入る。
1887（明治20）大同団結運動に参加して東京を
追放される。1890（明治23）第1回総選挙に出
尾上八郎　おのえ・はちろう　⑬歌人、国文
学者、書家箏1876（明治9）．8．20－1957（昭
和32）．1．13書．号柴舟（㊤岡山県㊧東大文科
（1901）・㊧1893（明治26）落合直文の浅香社結成ー??
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26）文部省に入り、視学官・参事官・書記官
などをへて、ユ900（明治33）実業学務局長、
1901（明治34）総務長官となり、専門学校令の
施行、教科書国定制度の実施などを行う。つ
いで宮内省御用掛となり、錦鶏間砥候、1904
（明治37）貴族院議員に勅選される。1907（明
治40）京大総長となる。その後文部次官、文
部大臣を歴任し、教育制度の改革につとめ、
学校軍事教練の実施・青年訓練所令の公布な
どを行う。1929（昭和4）枢密顧問官。1930（昭
和5）産業組合中央会会頭となり、農村の社
六樹θ群馬県‘●東大⑰西欧留学後、東大教授
のかたわら法典調査会委員として商法の編纂
にあたり、破産法・借地法の起案にも参加。
商法の確立者。1922（×正11）加藤内閣の司法
楓翌年山本内閣の文相・農商務相を歴任。
のち枢密院副議長、帝国学士院院長をつとめ
る。㊧「岡野敬次郎伝」19261SOユ＠3、4
一一一一一ｨ
大予備門御用掛・一高講師となる。1892（明
｛治25）千島を視察、開拓を志すが失敗。1897
（明治30）台湾総督府国語学校教授、1901（明
治34）北京警務学堂教習をつとめる。著書は
総て漢文。曾「万国通典」全12巻　1884、「岡
本氏自伝一窮北日記」1965（◎河野常吉「岡本
監輔先生伝」1904㊧01⇔2
小河滋次郎　おがわ・しげじろう　㊨法博、
社会事業家e1862（文久2）－1925（大正14）紗
長野県⇔東大㊨監獄学の権威。　ドイツ留学
会教育問題を扱った。㊧松浦鎮次郎編「岡田1後、1886（明治19）内務省警保局に入り、1891
良平先生小伝」1935㊥01、02㊥ユ・2・3　　i（明治24）司法省監獄課長となる。1895（明治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　128）から1898（明治31）まで欧米を視察し、1906
岡野敬次郎　おかの・けいじろう　⇔政治　（明治39）法博。1908（明治41）清国政府獄務顧
家法鱒1865（慶応1）－1925（大正14）舗巴・191°（明治43）帰国後髄辞す・国立感化
岡部譲　おかべ・ゆずる　㊧宮司⑪｝1849（嘉
永2）．1－？⑯静岡県⑨1874（明治7）出雲
神社宮司となり、以後井伊谷宮・大神神社・
多賀神社・熱田神宮をへて、1917（大正6）
官幣大社稲荷神社宮司となり、1922（大正1］）
退任。この間、一時静岡県で村長もつとめ
る。葺996）3、　4
岡本監輔　おかもと・かんすけ　㊧漢学者、
探検家㊧1839（天保10）－19e4（明治37）（茗．号章
訴え、1863（文久3）から1865（慶応1）にかけ
樺太全島を日本人として始めて探検する。箱
館裁判所権判事、陸軍省参謀課嘱託をつと
め、中国に渡って日中提携論を説く。1878
（明治1ユ）「東洋新報」発行、1881（明治14）東
院創立に加わり、救済事業調査委員をつとめ
る。1913（大正2）大阪で社会事業協会をおこ
す。1924（大正13）日本生命済生会理事となる。
⑧「小河滋次郎著作選集」全3巻　1942－43
㊧0違2
荻原雲来　おぎはら・うんらい　㊧仏教梵語
学者S1869（明治2）－1937（昭和12）9幼名土
橋竹治郎、号独有㊤和歌山県㊥東京浄土宗学
校（1896）⑬・1899（明治32）よりドイソに留学、
梵語学を修め、1905（明治38）Ph．　D．を受け
る。帰国後東京宗教大学教授となり、芝中学
校長・豊山大講師・東大講師・淑徳女学校長
などを兼任。1920（大正9）浅草誓願寺庄職、
1926（昭和1）勧学となり翌年正僧正。この間
1922（大正11）文博。仏教梵語において世界的
権威。㊧「実習梵語学L「梵漢対訳仏教辞典」、
「印度の仏教」、「梵蔵和英合壁浄土三部経」
離噸北門蹴織ぽ噸要酬㌶嚇齢繁㌻音集」雛
奥田貫照　おくだ・かんしょう　⑲僧侶（天
台宗）㊧1846（弘化3）－1900（明治33）．10⑪
京都③比叡山松林院で得度。1879（明治12）善
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お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
法」、「日本暗射地図」、「万国史略」◎「国語　長を歴任。パリ講和会議、第1回国際労働会
と国文学」第5巻7号璽0ユ、02⑧3、4　　　1議に政府代表として出席する。またわが国の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．社会政策立法に寄与しk。⑬07③3、4
大野精七　おおの・せいしち　⑰医学者⑤
1885（明治18）－1983（昭和58）．13．30芭茨城
県㊧東大遷1921（大正10）北大助教授、1924
（大正13）教授となる。1931（昭和6）医学部付
属病院長、1935（昭和10）医学部長をつとめ
岡倉覚三　おかくら・かくぞう　⑱美術行政
家、思想家⑰1862（文久2）．12．26－1913（大
正2）．9．2箸号天心紗横浜含東大窪フニノP
サの影響を受ける。文部省に入り、古美術保：
る。ICJ71（昭和46）日本医師会最高優功賞を受1護、美術の普及、美術教育調査にあたる。
ける。また札幌医科大名誉学長。一方、札幌！1889（明治22）東京美術学校創立に尽力、翌年
スキー連盟を結成するなどスキーの普及に尽　校長となる。内国勧業博覧会審査官、帝室博
したことでも知られる。曾34塞3　　　　　　物館美術部長をつとめ、日本青年絵画協会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1（のち日本絵画協会）を主宰する。1898（明治
大橋佐平　おおはし・さへい　轡出版業者⑪131）〈美術学校事件〉で校長を辞任・橋本雅
1835（天保6）－1901（明治34）tL幼名熊吉魯新
潟県ff）　1　877（明治10）長岡で「北越雑誌」創刊、
1881（明治14）「北越新聞」「越佐毎日新聞」を
創刊。筆禍により投獄されるが、ユ886（明治
19）東京本郷に博文館を創設する。また日本
最初の私立図書館である大橋図書館を設立。
㊧坪谷善四郎「大橋佐平翁伝」1932㊨01㊥1
邦・横山大観らをひきいて日本美術院を設立
する。1904（明治37）ボストン美術館東洋部管
理者に就任、著作をもって日本・東洋の文化！や芸術の紹介につとめる。1907（明治40）文展
創設にあたり審査員となる。㊧「岡倉天心全
集」全5巻1939－40（参宮川寅雄「岡倉天心」
1956、斎藤隆三「岡倉天心」1960、大岡信
「岡倉天心」1975⇔01③2
大宮孝潤　おおみゃ・こうにん　⇔僧侶（天
台宗）㊧1872（明治5）．5－1949（昭和24）．　岡田三郎助　おかだ・さぶろうすけ　⑲洋画
5馨幼名十三郎、号六無庵、破空道人轡東京　家∂1869（明治2）－1939（昭和14）㊧佐賀県⇔
㊧哲学館S1895（明治28）インドへ留学、梵語　1896（明治29）白馬会創立に参加し・東京美術
・梵文学・インド哲学を学ぶ。1906（明治39）帰、学校助教授となる。フランス留学後、1902
国後、東洋大・天台宗大（大正大）の講師を　（明治35）教授。／912（大正，1）藤島武二と本郷
つとめる。新仏教運動に参加し、「東洋哲学」　絵画研究所を設立。文展審査員、帝室技芸
「明余霞」などに論文を発表、また編集にも　員、帝国芸術院会員であり、1937（昭和12）第
係わる。1907（明治40）妙行寺庄職となり、天　1回文化勲章を受ける。作品には「某夫人
台宗布教師として全国を歩く。1940（昭和15）　像」、「初冬晩輝」、「読書」などがある。惨大
教育文化功労者として文部大臣の表彰を受け　隅為三・辻永編「画人岡田三郎助」1942㊧01
る。望月信亨編「仏教大辞典」の「仏典の植　㊥3
物」を担当。㊧善光寺学寮編「悉曇講伝」
1937（⑬）99⑧‘3、4、5
岡実　おか・みのる　⑧官僚、法博i詞873
（明治6）．6－1939（昭和14）．迅奈良県㊥東大
⑪法制局参事官n農商務省工務局長、商工局
岡田良平おかだ・りょうへい　③文部官
僚、政治家㊧1864（元治1）－1934（昭和9）㊤
静岡県㊥東大餐父良一郎は翼北学舎をおこ
し、大日本報徳社社長となった人で、一木喜
徳郎は弟にあたる。一高教授から1893（明治
一19一
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お（真宗大谷派）奪1880（明治13）．11．5－1936
（昭和11）．5．エ4客幼名亮麿、法名浄暁院現城
㊧京都経大谷光螢の三男。1891（明治24）得度
し、翌年富山県井波別院瑞泉寺庄職となる。
1901（明治34）から1907（明治40）までドイツに
留学。この間1903（明治36）僧正となる。1924
（大正13）大僧正。⑬99⑧3、4
大谷光螢　おおたに・こうえい　㊧僧侶（真
宗大谷派）牟1852（嘉永5）－1923（大正12）㊧
法名現如8京都窪東本願寺第22世法主。1870
（明治3）北海道開教の途につく。1872（明治
5）石川舜台とともに松本白華・成島柳北ら
を従えて、ヨーロッパ各国を視察歴訪する。
1896（明治29）伯爵となる。
退。⇔01㊥1
5年の在任中に米の生産高を大きく上げた。
のち徳島県知事に転じる。㊨17⑳3、4
×塚専一おおつか・せんいち　⑧理博㊨
1863（文久3）．6－1920（大正9）．7．9⑳東
京㊧東大理科（1887）⑯1899（明治32）理博とな
り、日本石油株式会社地質技師長の要職を長
くつとめた。⇔05⇔3、4
大塚保治　おおつか・やすじ　㊧美学者、文
博㊧1868（明治1）－1931（昭和6）⑱群馬県㊥
東大㊧‘1896（明治29）から4年間西欧に留学の
のち、東大教授となり、最初の美学講座を開
く。1901（明治34）文博。日本における学術的
1908（明治41）隠‘美学の創始者。sr大塚博士講義集」1947㊥
大谷光尊　おおたに・こうそん　⑰僧侶（真
宗本願寺派）㊧1850（嘉永3）－1903（明治36）
㊧幼名嚢、法名明如⑲京都鐘1871（明治4）西
本願寺第21世宗主となる。1872（明治5）島地
黙雷・赤城連城らを海外に派遣、その補佐に
より明治政府の宗教政策に重要な位置を占め
る。教団の宗制・教育制度の近代化、財政改
革を行い、刑務所教講・軍隊布教にあたる。
麿01㊦1
大谷正信　おおたに・まさのぶ　＠：一教育者⑮
1875（明治8）．3－？㊥東京⇔東大文科
（1899）⑬真言宗東京高等中学林の講師｝こなる
とともに、郁文館中学・京北中学・私立官立
学校予備校・哲学館で英語教師を兼ねる。一．
時兵庫県で中学教諭をつとめたのち、1902
（明治35）真宗大教授嘱託となり、また再び哲
学館・京北中学などの講師となる。1908（明
治41）から四高教授となる。⑬99㊦3、4、5
大津麟平　おおつ・リんぺい　㊧官僚、行政
官㊧1865（慶応1）一？⑱大阪府．⑨台湾蕃務部
長から、1914（大正3）岩手県知事となる。約
Ol⑧2、3、4
大槻修二　おおつき・しゅうじ　⑰蘭学者、
考証家㊦1845（弘化2）．8．17－1931（昭和6）．
1．12客本名清修、修二は通称、号如電轡宮城
県⇔1872（明治5）より文部省の「新撰字書」
の編纂にたずさわる。のち和漢洋の学問の体
系化をはかる。1890（明治23）白石社総代とな
り、内藤恥隻の助力で「校刻藩翰譜」を完
成。「大言海」の大槻文彦は弟。⑧「日本洋
学年表」（私家版）1877、「日本地誌要略」青
山紅樹書楼1878、「小学日本文典」1881、「妹
背山錦絵姿」、「金が敵」⑬04③3、4
大槻文彦　おおつき・ふみひこ　⑲国語学者
㊧1847（弘化4）－1928（昭和3）欝通称復三
郎、号復軒㊤江戸㊧大学南校（東大）愚1872
（明治5）文部省出仕、英和辞書・師範学校教
科書の編修にあたり、1873（明治6）宮城県師
範学校長となる。かな文字の宣伝に尽力し、
1891（明治24）画期的な国語辞書「言海」を出
版。1897（明治30）「広日本文典」を刊行し、
東京高師講師となる。1899（明治32）文博、
1900（明治33）国語調査会委員、1911（明治44）
帝国学士院会員となる。轡「大言海」、「口語
18
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判し、心理学的社会学を導入して社会力説を　⑤4
提唱する。また易にも造詣深く、易学研究所
を設立、人文東洋主義を唱えた。⑨「支那哲　大沢三之助　おおさわ・さんのすけ　蕊建築
学史」金港堂1900、「日本社会の発達及思想‘家i工i’＄ltt1867（慶応3）．6－1945（昭和20）
の変遷」同文館19〔〕4、「孔子伝」丙午出版社　8東京㊧東大造家学科（1898）弩東大工科講
1910、「社会力」大日本学術協会1916、「総合1師、東京美術学校教授をつとめ、1912（大正
心理学」巣鴨学舎出版部1917、「易学入門」言！エ）宮内省内匠寮に転じるが、のち再び美術
海書房1936㊧「巣園自伝」⑰‘03簿2、3、4、5　学校に戻る。哲学館、東京美術学校図案科校
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「舎などの作品がある。登05㊨3
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1??
大内青轡　おおうち・せいらん　⑰！僧侶、思
想家星1845（弘化2）－1918（大正7）甕幼名
退、字巻之、別号藷々居士食仙台藩（宮城県）
㊧維新後、西本願寺法主大谷光尊の侍講とな．
る。1874（明治7）雑誌「報四叢談一1、新聞「明
教新法」を発刊。1889（明治22）島地黙雷・円
大島正徳　おおしま・まさのり　㊧哲学者、
教育者毎1880（明治13）．11．11－1947（昭和
22）．4．21魯神奈川県㊧東大（1909）塞1912（大
正1）東大文科大講師、1916（大正5）助教授
兼一高教授となり、1925（大正14）東京市役所
学務局長事務嘱託となる。その後東京文理科
大・東洋大・日本女子大などで教壇に立ちな
がら、東京市初代学務局長・教育局長・内外
了らと尊皇奉仏大同団を組織する。曹洞宗の‘教育評論社主幹・帝国教育会理事・世界連合
「修証義」を起草し、仏教演説、精神講話、
教育勅語の普及などに従事。1914（大正3）東
洋大学長に就任。‘葺01⑰1、2、3、4
大倉喜八郎　おおくら・きはちろう　㊧実業
教育会副会長などをつとめる。簡「世界心・
国家心・個人心」内外教育評論社1916、「思
索の人生」至文堂1922、「現代実在論の研究」
同1943◎水木丘竜「万年助教授から一万円の
局長へ　大島正徳君」明治大正脱線教育者の
家㊧1837（天保8）－1928（昭和3）君号鶴彦㊧1ゆくへ　啓文社1926⑬01、03⑳2、3、4
越後（新潟県）㊧1854（安政工）江戸で商売をは1
じめるが、戊辰戦争で官軍に武器を売ったの、大島義修　おおしま・よしなが　㊧教育者、
ち、1873（明治6）大倉組商会を設立、その後1宮中顧問官㊧1871（明治4）．8－1935（昭和
の各戦争で軍需品の調達・輸送にあたり巨利．10）・7．1⑨兵庫県⑨東大文科（1894）稔四高教
を得る。1886（明治19）東京電燈会社、翌年内　授、文部省視学官、東京音楽学校長、八校校
外用達会社を設立、1893（明治26）大倉組商会1長、女子学習院長、帝室博物館総長を歴任し
と内外用達を合併して大倉組とする。1902　たのち、宮中顧問官となる。⑬05㊦4
（明治35）日本人として最初の対華借款をむす
ぶ。また大日本麦酒・日本皮革・日清製油・
日本化学工業・帝国劇場・帝国ホテルなどを
経営。一方1878（明治11）渋沢栄一と東京商法．
会議所を設け、1891（明治24）東京商業会議所
議員、1899（明治32）同会副会頭となる。1898
（明治31）には大倉商業学校（東京経済大）を設
大関久五郎　おおぜき・ひさごろう　㊨地理
学者㊧1875（明治8）－1918（大正7）．11．10
⑨青森県㊥東京高師窪母校で教え11912（大
正1）欧米に留学、1915（大正4）帰国後教授
となる。氷河を研究した。㊧05㊥3
立した・⑭友会編「大倉能翁」1924ﾋ大谷螢亮おおたに’えいり・う ⑧僧侶
ー?1
217
う～え
哲学雑誌262、263s　265　1908－09、「儒家哲
学本義」岩波書店1917⑧03㊥3、4
内堀維文　うちぼリ・これぶみ　（郵莫学者、
教育者㊦1872（明治5）．4．13－1933（昭和8）．
1．1君号東村径熊本県⑤高等師範㊧1903（明治
36）清国の招きにより山東省師範学校教習と
なる。1909（明治42）帰国後、神奈川・静岡・
長野各県師範学校長を歴任し、1917（大正6）
より満州で南満中学堂長・奉天中学校長に任
ぜられ、1923（プく正12）旅順工科大教授とな
る。1928（昭和3）東京に戻り、大東文化学院
教授となる。曾「内堀維文遣稿拉傳」蜜05㊥
3、4
宇野哲人　うの・てつと　㊧中国哲学者翁
1875（明治8）－1974（昭和49）⑫熊本県‘§‘東大
㊧中国・ドイツに留学し、1919（大正8）東大
教授となり、1929（昭和4）東京文理大創立と
ともに同教授を兼ねる。1936（昭和11）退官し
東大名誉教授、ユ939（昭和14）北京大名誉教授．
となる。1945（昭和20）東方文化学院長。儒学．
を中心とした中哲史研究が知られる。書「二
程子の哲学」1900、「支那哲学の研究」1929、
「支那哲学史講話」1939③01⑳2、3、4
え
江木衷　えぎ・まこと　㊧弁護±、法博㊧
1858（安政5）－1925（大正14）暮号冷灰，魯岩国
藩（山口県）㊥東大経1884（明治17）警視庁に入
どで政治を批判した。⑧「刑法汎論」1887、
「現行治罪法原論」1889、「現行刑法原論」
1892、「冷灰全集」全4巻　1927－28．窒01⑨
3、4
海老名弾正　えびな・だんじょう　璽牧師、
思想家箏1856（安政3）．8．20一ユ937（昭和12）．
5．22●筑後㊥熊本洋学校、同志社蓮・新島裏の
門下。ユ879（明治12）群馬県安中教会を設立し
牧師となる。1886（明治19）本郷弓町教会牧
師。進歩的・自由神学的な考えを持ち、1901
（明治34）から正統主義信仰の植村正久と〈福
音主義論争〉をくりひろげる。1920（大正9）
同志社大総長となる。9「帝国之新生命」
1902、「霊海新潮」1906、「新国民の修養」
1910惨渡瀬常吉「海老名弾正先生」ユ938葺01
㊥3
遠藤正　えんどう・まさし　㊧教育者雲1853
（嘉永6）．12．20－1928（昭和3）．4、ユ7茎幼
名丑之助㊧磐城三春藩（福島県）㊤英国留学
中病にたおれ中退。教師年活ののち文部省に
入り、1883（明治16）宮崎県の学務課長に任ぜ
られる。その後師範校長、高女校長を歴任。
日州教育会の結成、日向訓盲院の設立推進な
どに力があった。㊨「国本顕彰論」管23㊥3、4
り、以後司法・外務・農商務各省を歴任す1「最新桑樹栽培学」・
る。かたわら東京法学院（中大）を創設。フ
ランス民法万能の風潮や政府案民法に批判的
な立場をとる。1893（明治26）弁護士開業、の
ち東京弁護士会会長となる。1899（明治32）
法博。1919（大正8）臨時法制審議会委員、翌
年陪審法調査会委員をつとめる。また独特の
詩風をおこし、「冷灰漫筆」・「山窓夜話」な．
1遠藤保太郎　えんどう・やすたろう　LQ蚕糸
研究者㊦1887（明治20）．10－1965（昭和40）．
　8㊧新潟県㊧東大㊧1915（大正4）上田蚕糸専
門学校（信州大）講師嘱託、1917（大正6）同
教授となり、1941（昭和16）までつとめる。蓼
　　　　　　　　　「日本桑樹栽培論∴　「桑
樹実験法」、「桑樹病理学」㊨99轡3、4
遠藤隆吉　えんどう・りゅうきち　⑰社会学
社、文博㊥1874（明治7）．10－1946（昭和21）
㊧群馬県㊥東大文科（1899）騒東洋大・早大の
教授を歴任。日本社会学の開拓者のひとりに
数えられる。建部遮吾らの社会有機体説を批
16一
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教学者e1882（明治15）．6．1－1963（昭和38）．：場（現京都工業試験場）長とな1）　，1919（大正
7．14名幼名茂七、号活翁蜜愛知県㊥東大文科18）国立に移管されるとともに初代場長をつ
繰竃同；；慧51㌫議’⊇とめる・⑳⑮2・3’4
（大正10）文博となる。1923（大正12）新設の東　上田敏　うえだ・びん　⑲文学者、文博㊦
北大教授、1930（昭和5）東大教授となる。　・1874（明治7）・10－1916（大正5）・7茎号1卯
1941（昭和16）駒沢大総長をつとめる。この間、村8東京㊥東大文科（1897）豆哲学館講師、高
慶応義塾・東洋大・日大・高野山大・大正大1師教授、京大教授などつとめる。詩・評論・
・東京文理科大・早大・学習院などでも教え1翻訳などで活躍。ユ899（明治32）処女作「耶蘇」
る。1953（昭和28）文化勲章受章。近代的イン　出版。1905（明治38）代表作の訳詩集r海潮音」
ド哲学・仏教学研究の基礎を築いた。書「印　刊行。ヨーPッパ文学の紹介で著名。雪・「上
度哲学研究」全6巻i「仏教思想研究」、「印　田敏全集」全9巻　1928－31亘01⑬2
度哲学史」、「支那仏教史」，「仏教汎論」◎金1
倉円照「宇井伯壽先生の業績」在家仏教124．植竹武之助　うえたけ・たけのすけ　塞・教育
　1964⑨05⇔2、5　　　　　　　　　　　　1者窪1871（明治4）．6－？⑯千葉県㊧哲学館
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③1891（明治24）神田千桜小学校訓導、1893（明
上杉文秀　うえすぎ・ぶんしゅう　⇔仏教学1治26）千葉県殿台小学校訓導ののち・神田泰
者㊧1867（慶応3）．2．1－1936（昭和11）．2．
10㊥愛知県㊥真宗大（1893）唇真宗東京中学、
曹洞宗大学林、真宗大、真宗大谷派大学の教
授を歴任したのち、1931（昭和6）大谷大学長
｝こ就任o（㊥）05（8）3、4
上田万年　うえだ・かずとし　⑰言語学老、
国語学者㊧1867（慶応3）－1937（昭和12）㊧江
戸㊦東大（1888）③チェソバレンに学ぶ。1890
（明治23）ドイツ留学で言語学を修め、1894
（明治27）から東大教授となる。この間文部省
専門学務局長、国語調査委員会主任委員、図
書編纂委員、神宮皇学館長を兼任し、1899
（明治32）文博。1927（昭和2）国学院大学長と
なり、貴族院議員もつとめる。科学的な国語
学を確立し、国家・文化の発展のため国語・
国字の改良に尽力した。⑪「国語のため」全
2巻　1895－1903、「大日本国語辞典」（共著）
全5巻1915－29、「国語学の十講」W4｝「国
語と国語学」第14巻12号⑬01、02＠2、3、4、5
東学校中学部講師をへて、1898（昭和31）東京
書法学校を設立。また京北中学教員をつとめ
る。㊧99㊥2
1内田周平　うちだ・しゅうへい　㊧中国哲学
者㊧1854（安政1）．11．7－1944（昭和19）．
12．23舎号遠湖．⑯遠江（静岡県）⑨東大琶189S
（明治31）哲学館教授となり、ハルトマン美
学、儒学を講義する。また正誼塾をひらく。
前後37年間東洋大教授をつとめたほか、東大・
国学院などでも教育に携わった。⑧「寛政三
博士の学勲」谷門精舎1935、「遠湖文髄」正
誼塾1940（参佐伯仲蔵「遠湖先生喜寿記念蘭言
彙芳」谷門精舎1933、柳田泉「明治文学と内
田遠湖先生」書物展望8巻7－10　ユ938㊧03
⑮1、2、3、4
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田正　うちだ・ただし　壌中国哲学者§生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　没年不詳愚朱子学の研究をした。朱子の教説
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！と経書解釈は批判的経験論と科学的実証論を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1観点とした合理的なものであるとし、また朱
植田豊橋　うえだ・とよはし　㊧京都陶磁器1子は国民的実用的な教育主義と立憲的帝国的
試験場長㊧1915（大正4）京都市立陶磁器試験　な政治主義を説いたとする。㊧「朱子学研究」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
15
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寺住職となる。1911（明治44）浄土宗宗務所布1全東京市立図書館を統轄・市立図書館活動の
教部長、1913↓大正2）知恩院総務課長兼執事1黄金時代を築くが、1931（昭和6）辞職。1934
長をつとめる。1917（大正6）誕生寺第32世住！（昭和9）成田中学校長となり、以後新勝寺の
職にっき、姓を漆間と改める。1936（昭和11）1社会事業に関係する。1948（昭和23）成田山文
宿老に推され正僧正となる。書道の大家であ1化財団理事長・成田図書館長となる。また
り吉岡呵成（浦雨）・望月信亨（桜雨）ととも　1921（大正10）から1940（昭和15）まで文部省図
に浄土宗の三雨と称される。また文学にすぐ1書館員教習所講師をつとめる。⑮「図書館経
れ、多数の著作を残した。馨「高麗野の夜嵐」
東京隆文堂1894、「吹雪の敵」東京金港堂、
「法然上人金伝琵琶歌」、「月影」、「模象録」
上・下、「斥迷浄土教批判」⑪99〔§S3、4
今井登志喜　いまい・としき　璽歴史学者蓼
1886（明治19）．6．8－1950（昭和25）．3，21．㊤
長野県㊥東大文科（1911）轡一高教授をへて、
1923（大正12）東大助教授となり、欧米に留．
学。1930（昭和5）教授11939（昭和14）文学部
長となる。イギリス史を専門とし、都市発達
史を研究。また郷土史の開拓にも貢献。大学
の自治擁護にもつとめた。⇔「英国社会史」、1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
動」、「都市発達史研究」㊧林健太郎「今井登志
喜先生のこと」心3－5　1950⑰‘Ol、05〔⑰3
営の理論及実際」、「図書館小識」、「児童図書
館の研究」◎「今沢慈海先生をしのぶ」図書
館雑誌63の3－4　1969（彦05（魯3、4
今福忍いまふく・しのぶ〔㊧論理学者、文
博奪1873（明治6）－1923（大正12）㊧神奈川県
⇔中島力造について論理学を学ぶ。因明論理
を取り入れ東西の論理学を比較検討し、また
形式論理学の型式的取り扱いに反対した。東
大 科大講師、東京高商教授などをつとめ
る。㊧「最新論理学要義」1908、「論場必携
論弁学奥義」1917㊧31③2、3、4、5
「歴史学研究法」、「近世における繁栄中心の移、入沢達吉
今泉定介　いまいずみ・さだすけ　㊧古典学
者頚863（文久3）－1944（昭和19）翁のち定助、
号竹の屋主人㊥宮城県⇔東大貧「古事類苑」
編纂委員、国学院学監補など歴任し、1937
（昭和12）日大に皇道学院開設、院長となる。
また明治神宮奉斎会会長、皇典皇究所理事、
神砥院参与をつとめる。「故実叢書」168冊を
編纂。書，「平家物語講義」1901、「平治物語
講義」1902、「国体講話」1938⑰01籔3
今沢慈海　いまざわ・じかい　⑭図書館学者
㊧1882（明治15）．3．・24－1968（昭和43）．12．
31㊧幼名市次郎、号天瑞、南岳氾愛媛県㊤東
大（1907）健1908（明治41）東京市に奉職し、開
館準備中の日比谷図書館で整理にあたり、
1913（大正2）同館長となる。のち館頭として
　　　　　いりさわ・たつきち　㊥医学者⑪
1865（慶応1）－1938（昭和13）⑯新潟県㊧東大
（1889）窪卒業後ドイツに留学、帰国後東大助
i教授、1902（明治35）教授となる。1925（大正
14）停年退職して名誉教授。1923（大正12）以
来外務省対華文化事業と同仁会の仕事でしば
1しぼ訪中。日中文化交流に関する随筆をよく?
書いた。蜜「雲荘随筆」1935、「楓荻集」1936、
．「bnttk山荘≡随筆」1939［③）01③3、4
岩川友太郎　いわかわ・ともたろう　⑰動物
学者孕1853（嘉永6）－1933（昭和8）．5．2⑲
青森県魯開成学校◎東京女高師で40年間にわ
たり動物学を講ずる。のち同校名誉教授とな
るご璽05｛彰3
??
宇井伯壽　うい・はくじゅ　⑲印哲学者、仏
41
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い11－1961（昭和36）．2．9㊤千葉県㊧東大理科
（1918）㊧中央気象台技師、九州帝大工学部講
師・助教授をへて、欧米留学後1939（昭和14）教
授となる。のち理学部で地球物理学の講座を
担当し、1958（昭和33）退官。日本での人工降雨
法の創始者として知られる。曾「応用テンソ．
ル解析」、「応用ベクトル解析」、「熱電導」、「占
の話」1「緑の星に憧れて」⇔05⑪3、4
稲葉昌丸　いなば・まさまる　＠僧侶（真宗．
大谷派）㊧1865（慶応1）．3．4－1944（昭和
19）．
犬塚勝太郎　いぬつか・かつたろう　㊧官僚
政治家⑰1868（明治1）．3－1949（昭和24）．
7．2㊧山形県㊥東大法科⑪内務大臣秘書官、
貴族院書記官、長崎県・逓信省・法制局各参
事官をへて、逓信省鉄道局長i青森県知事、
内務省土木局長、長崎県・大阪府知事など歴
任。のち貴族院議員となる。（罰3＠3、4
井上成章　いのうえ・せいしょう　⑲僧侶
（真宗大谷派）．箏1894（明治27）．4．24－1974
（昭和49）．11．16客，号竹甫、法名竹林院釈成
　　1．2gl㊤大阪㊥東大理科（1889）．㊧1889（明‘章①新潟県㊥ノ（谷大学室新潟県慈光寺の住職
治22）京都府尋常中学校（のち大谷尋常中学1で・円了の甥にあたる。長岡中学から1912
校）教諭兼校長、1893（明治26）第一中学寮教
授兼大学寮教授となる。村上専精、清沢満之
らと本山の寺務改革を唱え、1897（明治30）か
ら約1年間除名処分を受ける。1898（明治31）
（明治45）大谷大へ進む。1969（昭和44）住職50
年勤続につき、本山で表彰を受ける。⑬99㊥
3、4
真宗京都中学校長を任命され、以後大谷派の1井上哲次郎　いのうえ・てつじろう
育英事業に専念する。1915（大正4）以降本山
内事局長、寺務総長をへて、1928（昭和3）大
谷大学長となる。晩年、蓮如上人の研究をす
る。書編著「蓮如上人行実」、「蓮如上人遺
文」、「定本清沢満之文集」⑬05趣3、4
犬養毅　いぬかい・つよし　錘政治家匡1855
（安政2）－1932（昭和7）‘蜜号木堂淫．庭瀬藩
（岡山県）⑨慶応i義塾中退軽1875（明治8）上
京、修学のかたわら「郵使報知」へ寄稿、
「東海経済新報」の創刊にあたる。1882（明治
15）立憲改進党創立に参画、反政府運動に従
う。1890（明治23）第1回総選挙以来当選18
回、党務に専念し、憲政党実現に活躍。のち
国民党総務・総理として実権を握る。1922（大
正11）同党を革新倶楽部と改称、逓相就任。
1925（大正14）政界を引退するが、1929（昭和
4）政友会総裁に選ばれ、1931（昭和6）組閣
し満州事変勃発後の困難な政局に対処する
が、1932（昭和7）〈5・15事件〉で射殺され
る。⇔伝記刊行会編「犬養木堂伝」全3巻
1938－39⑪01⇔2、3、4
　　　　　 　　　　　　　　　　　⑤哲学
者1奮1855（安政2）．12．25－1944（昭和19）．
ユ2．7箔号巽軒琶福岡県⇔東大笹1882（明治15）
東大教授となり、また「新体詩抄」を刊行。
1883（明治16）日本最初の哲学辞典「哲学字彙」
｜を編集。1884（明治17）から1890（明治23）まで
　ドイツに留学し、ドイツ観念論哲学を研究、
また輸入につとめる。さらに西洋哲学の方法
1
により儒教を中心とする東洋哲学の解明を試
みる。1891（明治24）「勅語行義」で教育勅語
‘に哲学的基礎を与える。また「敦育と宗教と
の衝突」でキリスト敦を攻撃。一貫して天皇
制国家における国民道徳のありかたを論ず
る。1923（大正12）東大教授を退く。貴族院議
員、学士院会員でもあった。．轡「井上博士講
論集」全2巻1894－95、「巽軒論文集」全2
巻ユ899－1901㊨01、02霧2、3、4
井上徳定　いのうえ・とくじょう　⑦僧侶
（浄土宗）㊧1868（明治1）－1944（口召和19）．
10．20蓉号松雨、のち漆間と改姓琶播州　（兵
庫県）㊥知恩院大学林（1895）遥1867（慶応3）
誕生寺に入り剃髪。1897（明治30）吉野如意輪
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い磯田良　いそだ・リよう　＠歴史家㊦1867
（慶応3）．4－1924（大正13）．5．1‘舎東京㊧・
東大文科（1890）窪1892（明治25）東大講師とな
り、ついで文部省試補、東京高師教授とな
り、長くつとめる。この間1894（明治27）ドイ
ソに留学。⑰05魯2
堂⑪常陸（茨城県）㊧東大轡1887（明治20）林
大輔らと東洋学会創設。1889（明治22）森鴎外
らと新声社創立。考証学にすぐれる。1905
（明治38）東大教授となり、1907（明治40）文博。
㊧「支那史研究」1939、「東洋史統」全4巻
　1939－50（登ζ01（㊧｝2、3、4
一木喜徳郎　いちき・きとくろう　⑳内務官　逸見仲三郎　いつみ・なかさぶろう　⑳宮内
僚、政治家，奮、1867（慶応3）－1944（昭和19）⑬
掛川藩㊧東大垂岡田良平の弟。1887（明治20）
内務省に入り、ドイソ留学後、内務書記官、
省図書寮㊦11859（安政6）．12－？⑯神奈川県
㊧1887（明治20）から1889（明治22）まで阿夫利
i神社祠掌をつとめたのち、1893（明治26）宮内
1894（明治27）からは東大教授を兼ねる。歴代1省図書寮に入る。1920（大正9）有栖川宮、柱
内閣で法制局長官、内務次官、文相、内相を
つとめる。地方制度育ての親のひとりで、山
宮、困院宮実録の編修補助をつとめ、1921
（大正10）依頼退職。衝99㊧4
県有朋の信任を得ていた。1900（明治33）貴族1
院議員・・917（大正6）確醐官・1924（ぺ井出健六いで・けんろく
正13）枢密院副議長となり、1925（大正14）から
宮内相をつとめる。1934（昭和9）枢密院議長
となるが、右翼の反感を買い、1936（昭和11）
〈2・26事件〉後一切の官職を退く。生家が
遠江報徳宗の中心であり、大日本報徳社社長
をつとめた。＠追悼会編「一木先生回顧録」
1954（萱）01㊧3、4、5
市島謙吉　いちじま・けんきち　㊨政治家、
学校経営者、著述家㊧1860（万延1）－1944
（昭和19）．茎号春城㊧新潟県⑨東大中退⑪改進
党に入り1894（明治27）衆議院議員となる。東
京専門学校（早大）創立により1go2（明治35）
以降図書館長、幹事、理事、名誉理事をつと
める。この間「高田新聞」をおこし、「新潟
新聞」・「読売新聞」の主筆となる。1908（明
治41）国書刊行会をおこす。その後、　日清印
刷社長、大日本図書館協会会長。晩年随筆を
多くのこした。蓼「政治原論」1889、「随筆
頼山陽」1925、「春城代酔録」1933、「春城八
十年の覚書i附平民論」1960⑬01⇔4
市村讃次郎　いちむら・さんじろう　趣東洋
史学者㊧1864（元治1）－1947（昭和22）㊧号器
　　　　　　　　　　　　＠1・工博舎1882
（明治15）．12－1927（昭和2）．5．4㊧長野県
㊥東大（1907）露小坂鉱山につとめ鉱山技師に
任ぜられるが、1910（明治43）採鉱冶金学に関
する機械専攻のため東大大学院に入り、1911
（明治44）京大助教授としてアメリカに留学。
1913（大正2）帰国後教授となり、工博の学位
を受ける。1925（大正14）オーストラリア・ア
フリカの奥地を踏査、アフリカ旅行記を残し
ている。（i多05（㊧3、4
伊藤長七　いとう・ちょうしち　⇔教育家㊦
1877（明治10）－1930（昭和5）㊧長野県◎東京
高師膨母校付属中学につとめ、1918（大正7）
東京府立五中初代校長となり、自由主義的教
育家として活動。⑨01㊧3
伊藤長蔵　いとう・ちょうぞう　⑲出版人、
貿易商奪1887（明治20）－1950（昭和25）磐兵庫
県⇔神戸高商θ貿易業に従事し、1927（昭和
2）書店・グロリアソサエティを創立。「書物
の趣味」を創刊。＠05㊥3
伊藤徳之助　いとう・とくのすけ　⑧物理学
者、地球物理学者、理博㊧1894（明治27）．12．
12
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い第2次近衛内閣で農相、1945（昭和20）鈴木内
閣で農商務相をつとめる。農業界に絶大な勢
力をもつ。1952（昭和27）参議院議員。⑬01⑮
3、4
「
事、大審院検事となる。1905（明治38）法博。
石渡敏一　いしわたり・びんいち　㊧司法官
僚、政治家ve，1859（安政6）．10－1937（昭和
12）．11．18㊧江戸㊥東大（1884）⑪司法省に
入り、ヨーPッパ留学ののち、東京控訴院検
石黒忠徳いしぐろ・ただのり題、軍医、子1民事局長・司法次官をへて、1906（明治39）第
爵奪1845（弘化2）－1941（昭和16）．冶号況斎㊤．1次西園寺内閣で書記官長となる。辞任後、
陸奥（福島県）経江戸の医学所に学ぶ。大学で　貴族院議員に勅選される。その後東京瓦斯会
教鞭をとったのち、1871（明治4）一等軍医に　社社長となる。1934（昭和9）枢密顧問官。⑬
任ぜられ、佐賀の乱・西南戦争に従軍。東大医　05轡3・4
学部綜理心得、陸軍軍医監、軍医本部長をへ
て、1890（明治23）陸軍軍医総監となり陸軍省，
医務局長を兼任する。この間軍医制度を確
立。1902（明治35）子爵、勅選貴族院議員とな
る。中央衛生局長・日赤社長・日本薬局方調
査会長を歴任する。のち枢密顧問官をつとめ
る。円了の恩師で、石黒忠篤の養父。㊧「況
翁叢話」1901、「孝録」1924、「懐旧九十年」
1936⑬）01蓮）1、2、3、4、5
石沢慈興　いしざわ・じこう　（婁僧侶（真宗）
⇔1865（慶応1）－1940（昭和15）‘②幼名右金
吾、のち宇記、号岳陽㊧青森県㊧哲学館（1891）
tt尋常高等小学校の教員、校長をつとめ、
1910（明治43）憶念寺第10世住職となる。長く
高橋定雄の四恩舎に所属。円了に深く傾倒し
ていた。学僧の名高く、詩人でもあった。ま
た陰暦全廃論の提唱、禁酒会の発起などの活
動を行った。⑧「報国百詠」東奥日報社1930
㊧石沢精「稿本憶念寺暦礎管見録」⇔14③4
石原修　いしはら・おさむ　㊧医学者eJ　1885
（明治18）－1947（昭和22）⑯兵庫県㊥福岡医大
⑬凍大医学部衛生学教室で、工場衛生の調査
を行う。これから女工問題の重要性を認識
し、工場法実施に寄与する。鉱工業監督官、
大阪医大・大阪大教授をつとめ、
10）退職後、東京深川健康保険指導所に勤務。
⑪「新稿労働衛生」1926㊨01⑧2
泉道雄　いずみ・どうゆう　㊧教育者、学校
経営者㊦1878（明治11）．8．18－1942（昭和17）．
5．17①号白水㊤山ロ県㊥東大文科（1903）㊧
1903（明治36）高輪仏教大教授、1905（明治38）
芝中学講師嘱託・同教諭をへて、1908（明治
41）女子文芸学校幹事となる。のち同校が千
代田高女となり、その監事兼教頭。さらに同
校長・千代田女子専門学校長・千代田女学園
理事長を兼任する。この間全国高等女学校長
協会理事・全国私立中学校恩給財団常任理事
全国女子専門学校長協会理事・東京市麹町区
学務委員長などをつとめる。1940（昭和15）文
部大臣より表彰され、また本願寺より褒賞を
受ける。㊧「合掌の心」1927、「心の平和」
1929、「時代と宗教」1931、「女性と宗教」
1943㊧同窓会誌「藤花」42　1943㊥99愚3、4
磯江潤　いそえ・じゅん　㊧教育者、京華学
園創立者窪・1866（慶応2）．10．10　1940（昭
和15）．1．183鳥取県㊦応報義塾⇔漢学・蘭
学・英語などを学びつつ、教育への関心をも
つ。1882（明治15）島地黙雷、寺田北州の紹介
で円了と知り合い、哲学館の幹事兼講師とな
る。1889（明治22）郁文館中学の創立で、その
幹事をつとめる。1897（明治30）京華中学を創
1935（昭和1立、1903（明治36）校長となる。1901（明治34）
　　　　　1　　　　　京華商業、1910（明治43）京華高女を設立。⇔
　　　　　佐藤是康「磯江潤先生小伝」、「京華学園沿革
　　　　　略」、唐：沢富太郎「日本教育史」⑥99⇔2、3、4
1
223
い池原雅壽　いけはら・がじゅう　趣僧侶（真
宗大谷派）㊧1850（嘉永3）．11－1924（大正13）．
9．18㊧亀六、番揚院雅壽轡富山県⇔高倉学寮
⇔1889（明治22）高倉学寮教授、1893（明治26）
任擬i講、1897（明治30）真宗大教授、1898（明
治31）任嗣講、1907（明治40）任講師、高倉大
学寮教授、1918（大正7）真宗大谷大名誉教授
となる。翁「往生論註講録」、「観無量寿経講
判」㊧「真宗大辞典」⇔99簿3、4
1言宗智山派）VP　1869（明治2）－1924（大正13）
燈幼名中村兵蔵⑫千葉県翁11878（明治11）成田
山新勝寺に入り、1894（明治27）第15世住職と
なる。1898（明治31）から1900（明治33）まで欧
米各地を視察。成田山の五大事業といわれる
成田中学・成田高女・成田図書館・感化院・
幼稚園を開設、成田山充実の基礎を築く。＠
1
‘村上重良「石川照勤」近代日本の宗教者1967
?
…選01蓮）2、3、4、5
㊤熊本県㊥東大琶宮内省、一高、東京女高
師、帝室博物館歴史部員、史料編纂委員をつ
とめたのち、1898（明治31）からパリに留学。
帰国後京大講師、御歌所寄人など歴任。魯
「日本文学史」1908、「日本法制史」1912Ct）Ol
㊦3、4
池辺義象　いけべ・よしたか　⑳国文学者①1石川千代松　いしかわ・ちよまつ　㊧動物学
1864（元治1）－1923（大正12）㊧号藤園、知且1者㊧1861（文久1）－1935（昭和10）⑯江戸⑨
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
石井常英　いしい・つねひで　㊥判事箏？一一
1917（大正6）．7．13⑲佐賀㊧東大（1887）経判
事試補をへて、横浜地方裁判所判事となり、
さらに各地を転任したのち、1907（明治40）台
湾覆審≡法院長となる。（亘05建13
石川舜台　いしかわ・Lゆんだい　璽僧侶
（真宗大谷派）奪1842（天保13）－1931（昭和6）
③加賀（石川県）㊧‘高倉学寮餐1872（明治5）
大谷光螢の欧米視察に随行。帰国後本山の改
正掛として教学・学制改革にとりくみ、1876
（明治9）南条文雄らをイギリスに留学させ
る。1878（明治11）寺務総長に就くが失脚。
1897（明治30）渥美契縁退陣後上席参務として
宗政を握る。1899（明治32）巣鴨監獄教誇師事
件でキリスト教教講師の採用反対運動の先頭
に立つ。1905（明治38）自坊（金沢永順寺）に
退く。◎多屋頼俊「石川舜台と東本願寺」講
座近代仏教2　1961⑬01轡4
石川照勤　いLかわ・しょうきん
東大㊧モースの指導を受ける。卒業後東大御
用掛準助教授となり、1883（明治16）助教授。
ドイツ留学ののち帝国博物館学芸委員、1890
（明治23）東大農科大教授、翌年理博となる。
1911（明治44）帝国学士院会員。生物の受精現
象の研究で知られる。㊨「動物学講義」1883、
「進化新論」1891、「石川千代松全集」全10巻
　1935－36（彦01㊧2、3、4、5
石黒五十二　いしぐろ・いそじ　題官吏、工
博笹1855（安政2）．6．10－1922（大正11）．L
14⑯金沢藩（石川県）㊥東大理学都（ユS78）蟄
1神奈川県土木課に入り、1879（明治12）イギリ
、ス留学を命じられる。エジプト・フランスな
1どの工事にたずさわり、英国学術進歩協会会
員に推される。1884（明治17）東大で衛生工学
の講座をもち、1886（明治19）海軍技師を兼務
する。1891（明治24）工博。土木監督署長とし
て多くの河川工事を設計監督し、三池・若松
の港を完成。1897（明治30）海軍技監に転任。
1906（明治39）辞職後、宇治川電気第一発電所
の工事を担当する。1907（明治40）貴族院議
員、翌年錦鶏間砥候。（亘．05⑧3、4
　　　　　石黒忠篤いしぐろ・ただあつ題官僚、政
　　　　　治家㊥1884（明治17）－1960（fl召和35）㊧福島県
　　　　　‘㊧東大③農商務省に入り、農林次官、産業組
㊦僧侶（真　合中央金庫理事長などをへて、1940（昭和15）
　　　　　1
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あ～い
哲学館（1893）⇔1895（明治28）真宗勧学院教授
となるが、1897（明治30）円了の招きにより哲
学館幹事に就任。1906（明治39）には東洋大の
主事となる。1901（明治34）から京北中学、
1908（明治41）から京北実業の教員を兼務し、
正8）円了の遺骨を迎えるため大連へ行く。
1935（昭和10）京北実業校長となる。また雑誌
「謡曲界」の編集主任として、同誌に多数の
記事を掲載した。◎「京実学報」30号　故安
藤弘校長追悼号㊨・99＠2、3、4、5
1、9。6（明治39）大阪府立夕陽。丘高女糠蹴
㊧1869（明治2）．10－1946（昭和21）．3．2㊤
香川県㊥哲学館（1893）曾1897（明治30）高知師
範助教諭となり、以後香川・兵庫の師範教諭
をへて、1904（明治37）哲学館講師となり、
1913（大正2）就蝶幹事となる・1919（大［ff。その後1917（大正・）甲陽韓・19・8（大
安藤正純　あんどう・まさずみ　⇔政治家、僧
侶㊧1876（明治9）－1955（昭和30）名1号鉄腸⑳
東京㊧哲学館㊧浅草真龍寺に生まれる。「東
京朝日新聞」編集局長から政界に入り、1920
（大正9）以降衆議院議員、文部政務次官、政
友会幹事長、久原派総務などを歴任。敗戦後
は自由党結成を推進し、1952（昭和27）公職追
放解除後衆議院議員となり、党内に民主化同
盟を結成する。第5次吉田内閣では総辞職を
進言し、次の鳩山内閣で文相に就任するが、
社会科改訂方針は教育界の批判を招く。戦時
中、大東亜仏教青年会議を開催。敗戦後は日
本宗教連盟理事長に就任。轡r政界を歩みつ
つ」1943、「安藤正純遺稿」1957㊧01翻2、3、
4s5
安藤嶺丸　あんどう・れいがん　磁僧侶（真
宗大谷派）㊧1870（明治3）－1943（昭和18）
正）樟蔭高女・1925（大正14）樟蔭女学校・1940
（昭和15）甲陽高商の校長を歴任。⑧「解説・
心理学」、「感情教育論」、「心理学原論」全3
巻、「東洋四千年史」、「文学宝典」、「宗教大
観」＠「回顧七十有五年」樟蔭女子専門学校
出版部1943㊨99⑰3、4
池田菊苗　いけだ・きくなえ　⑤化学者、理
博㊧1864（元治1）－1936（昭和11）璽幼名完二
㊧京都㊥東大（1889）⑰高師教授、東大助教授
をへて、1901（明治34）東大教授。1908（明治
41）味の素を発明する。1923（大正12）退官、
名誉教授となる。理化学研究所の創立に尽
力、化学部長をつとめ、のち池田研究所を創
立。⇔01、05㊥　3
池田成彬　いけだ・しげあき　題銀行家、政
治家㊧1867（慶応3）－1950（昭和25）患米沢藩
（山形県）◎慶応義塾③ハーバード大に留学
しsB．A．を授けられる。帰国後、時事新報
社をへて、1895（明治28）三井銀行入社、足利
支店長となる。のち営業部長から常務取締役
となる。三井財閥のコンツェルン化をなし、
1934（昭和9）三井合名常務理事。1936（昭和
⑯東京㊧1902（明治35）各宗の青年僧侶ととも［11）三井退職・翌年日銀総裁となりt1938（昭
鷲難鴎き翼㌶鷲竃灘1霞灘竃二罵鑑嵩蜜鷺薔
行う。1916（大正5）花まつりの行事をはじめ
る。⑨01⑬＞3、4
一竺．「
伊賀駒吉郎　いが・こまきちろう
1伝記刊行会編r池賊微」鉱通信社1962
⑰01、05蓮〕3
後、A級戦犯容疑者とされ、公職追放。⑤
「財界回顧」顔叢書　世界の日本社1949㊧東
郷豊「池田成彬」1938、西谷弥兵衛「池田成
；彬伝」日本財界人物伝全集3　東洋書館1954、
㊧教育者、
　　　　［
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涯」1951⑳嘲風会編「姉崎正治先生書誌」
1935（㊨；Ol＠．2、3、4
阿部次郎　あべ・じろう　㊧哲学者、美学老
⇔1883（明治16）－1959（昭和34）・㊤山形県㊧東
大魯「哲学要領」を読んで上京、京北中から
一高、東大へとすすむ。夏目漱石の門下で、
「三太郎の日記」（1914）などで知られる。1917
（大正6）「思潮」の主幹をつとめる。また慶
大・日本女子大をへてi1923（大正12）東北大
教授となる。曾「阿部次郎全集」角川書店
1960－66鯵大平千枝子「父阿部次郎」角川書
店1961薗01、03㊧3
新井石禅　あらい・せきぜん　＠僧侶（曹洞
宗）㊧1864（元治1）－1927（昭和2）㊤陸奥
（福島県）㊥曹洞宗本校㊧12歳で出家。曹洞
宗本校で学んだのち、曹洞宗大学林学監兼教
授となる。名古屋護国院、小田原最乗寺の住
職をへて、1920（大正9）本山総持寺貫主とな
る。⑧「新井石禅全集」全12巻　1929－31㊧
Ol⑱　4
荒川義太郎　あらかわ・ぎたろう　＠官僚、
政治家8・1862（文久2）．9．28－1927（昭和
2）．4．1㊧東京㊥東大法科（1884）㊧内務省
御用掛から1886（明治19）内務属となり、岡山
県書記官、1889（明治22）内務参事官となる。
富山・群馬・神奈川各県書記官ののち、1894
（明治27）鳥取県知事、ついで香川・長崎各県
の牧民官をつとめる。1910（明治43）退官後横
浜市長、また錦鶏間砥侯となり、貴族院議員
に勅選される。轡01＠3
有馬祐政　ありま・すけまさ　㊧思想家⑪
1873（明治6）．12．5－1931（昭和6）．10．1
⑯福井県㊥東大文科㊧卒業後哲学館で日本哲
学史を教える。文部省に入り、東京商大教授
でもあった。蓼「日本哲学要論」光融館1902、
「日本倫理要論」冨山房1903、「武士道叢書」
?
（井上哲次郎と共編）博文館1905、「新商人道」
同文館1923⇔03㊦2、3、4、5
有吉明　ありよし・あきら　⇔外交官㊧1876
（明治9）－1937（昭和12）⑯京都＠東京高商
（一橋大）⑬旧宮津藩士の次男で有吉忠一の
弟。外務省で朝鮮・フランスに勤務したの
ち、上海総領事・スイス公使・ブラジル大使
iを歴任。1932（昭和7）中国公使となり、大使
館昇格とともに中国大使となるが、中国侵略
による日中関係悪化を打開しようと苦心し
た。⇔01⑳3、4
有吉忠一　ありよし・ちゅういち　⇔官僚、
政治家㊥1873（明治6）－1947（昭和22）⑯京都
㊥東大＠島根・兵庫各県の参事官・内務参事
官・官房台湾課長をへて、1908（明治41）千葉
県知事。韓国総監府・朝鮮総督府の総務部長
官をつとめたのち、1911（明治44）宮崎県知
事、ついで神奈川・兵庫各県知事。1922（大
正11）から1924（大正13）まで朝鮮総督府政務
総監。のち横浜市長、勅選貴族院議員とな
る。また横浜商工会議所会頭、日本商工会議
所副会頭、日赤理事などを歴任。⇔Ol㊥3、4
安藤謙介　あんどう・けんすけ　⑳司法官
僚、政治家㊧1854（安政1）．　1－1924（大正
13）．7．30㊤土佐（高知県）⇔1920（大正9）
外務省に入りロシア在勤。帰国後検事に任じ
られ、1890（明治23）以後岐阜・前橋・熊本・
横浜の各地方裁判所検事正を歴任。1896（明
治29）富山県知事。のち千葉県知事、成田火
災保険会社社長、植田無煙炭鉱会社社長をへ
て、1903（明治36）衆議院議員に選ばれるが、
翌年愛知県知事となる。その後長崎・新潟各
県知事、横浜・京都各市長をつとめる。㊨05
⇔3、4
安藤弘　あんどう・ひろむ　㊧教育者㊧1869
（明治2）．10－1942（昭和17）．9⑳愛知県㊦
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
暁烏敏　あけがらす『sはや　重僧侶（真宗大：総長となるが、1896（明冶29）清沢満之らの宗
谷派）㊧1877（明治10）－1954（昭和29）臼石川、門改新〕璽動により退陣，J．亘1」1・ε1
県書真宗大学亘清沢満之に師事して浩々洞同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1人となり、精神主義運動に参加する。1輿1（明　跡見花蹟あとみ・かけい　亘女子教育者蓼
‡灌㌢雰惣ぽ誌塁芝管il葦葉霧誌㌶纏㌶㌫璽魏
自坊に帰り・叢書「にほひ草」の刊行や各地　・画に優〕了る。1896（明治29）より京都で塾を
での説教講演など行う。倫理を否定する発言！経営し、1867（慶応3）東京に移る。上流女子
で異安心といわれたが、信奉者は多かった。
1951（昭和26）大谷派宗務総長に就任、翌年辞
任，旬r暁烏敏全集」全27巻　別巻1　1956
－51萱01③4
足利行述　あしかが・えんじゅつ　㊧儒学史
研究家㊦1878（明治11）．8．19－1930（昭和
5）．12．22．書・号欽堂学人㊤愛媛県㊦哲学館
⑪日本濡学史の研究を専門とし、雑誌「東洋
哲学」などに論文を発表しながら、東洋大・
日大・明大などで漢文及び日本漢学史の講
義を行う。②「鎌倉室町時代之儒教」日本古
典全集刊行会1932、論文に「寛政異学禁の顛
末上「南学史」、「儒教史談」他⑪03轡2、3・
4
芦津実全　あしづ・じつぜん　璽僧侶（臨済
宗）孕1850（嘉永3）．9．4－1911（明治44）．
3．9．箸‘号石蓮、津梁軒㊤和歌山県紅863（文
久3）天台宗で出家し、1871（明治4）芦津の
姓を名乗る。1874（明治7）明王院で中教院講
究課員となり、翌年上京して麻布天真院に移
る。コ893（明治26）シカゴの世界宗教大会に出
席。1S93（明治26）臨済宗に転じ、1903（明治
36）永源寺派管長となる。魯r日本宗教未来
記」、「殺活自在論」i「禅学向上録」他葺‘29薗
3、4
を教育対象とした。ユS75r明治8）私立女学校
の先駆となった跡見女学校を設立し、1919
（大正8）まで校長として女子教育に専念c日
本的教養に重点をおき、寄宿制度により女子
の薫陶に力をいれた。㊧大塚久編「跡見女学
校50年史」1925、高橋勝介「跡見花践女史伝」
193219～）01、　02⇔4
跡見勝あとみ・かっ．宣絵画教師、宮内省
御用掛⑬1859（安政6）一？宣号玉枝寓江戸⑬
1S78（明治11）から京都府高女写生画教師・
1880（明治13）から京都府画学校教授をそれぞ
れ／886（明治19）までつとめる。1890（明治23）
東京府小学校教育品展覧会審査官。1909（明
治42）冨美宮、泰宮の御用掛となり、1910（明
治43）冨美宮、1915（大正4）泰宮の御成婚ま
で仕える。魯「小学校毛筆画手本」8冊亘99
＠3、4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　姉崎正治あねざき・まさはる　唇宗教学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　者、文博㊧1873（明治6）－1949（昭和24）婁号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嘲風重京都多東大⑪在学中に高山樗牛らと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「帝国文学」を創刊。英・仏・印への留学で　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宗教学を修めi1904（明治37）東大教授とな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T　　　　　　 る。専攻は仏教・ヒンズー教だが、キリシタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ン研究の開拓者でもあった。海YFの大学で日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘本文明講座を持つ。評論家としても活躍し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明治後半の論壇で浪漫的・神秘主義的傾向を
渥美契緑　あつみ・かいえん　⑦僧侶（真宗　代表した。学士院会員。貴族院議員。書「仏
大谷派）㊧1841（天保12）－1906（明治39）㊧伊　教聖典史論」1899、「宗教学概論」1900、「現
勢（三重県）唇1872（明治5）東本願寺の改正　身仏と法身仏」1904、「根本仏教」1910、「切
掛となる。1878（明治11）石川舜台の失脚嵐　1支丹宗門の迫害と潜伏」1925、自伝「わが生
一7一
227
　－ P?
青木一男　あおき・かずお
治家室1889（明治22）一？臼長野県争東大窪蔵
相秘書官兼秘書課長、国庫課長、外国為替管
理部長を歴任後、1934（昭和9）理財局長とな
る。その後対満事務局次長から1937（昭和12）
企画院設置とともにその次長となり、阿部内
閣で蔵相兼企画院総裁に就任。江兆銘政権へ
の特派大使顧問として南京に赴任。1939（昭
和14）貴族院議員，1942（昭和17）東条内閣に
初代大東亜相として入閣し、大東亜会議・大
像大蔵官僚、政
　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ
号尚白斉蓼京都窪与謝野寛（鉄寛）の兄にあ
たる。1886（明治19）赤松連域の長女安子（女
子教育家）と結婚、徳応寺にはいる。安子と
ともに山口積善会・徳山婦人講習会を創立、
1887（明治20）これを私立白蓮女学校とし、の
ちに私立徳山女学校と改称。その後も女子教
育、保育事業につくしs1911（明治44）内務大
臣より賞金をうける。192｛×大正9）住職を退
き分家、託児所をひらき融和事業につとめ
る。㊧「尚白斉詩集」㊨21⇔3、4
東亜宣言等を推進する。1944（昭和19）辞任後…掛、
大東亜・大蔵両省顧問となる。敗戦後公職追
放になるが、1953（昭和28）解除後参議院議員
懸鴇言，竃嶽、嚇一男一そ1
青木定謙　あおき・ていけん　甚警察官、行
政官i｛．1856（安政3）．8　－1930（昭和5）．4．
10㊧字子信、号中洲、豊陵㊥秋田県⑬はじめ
小学校教員になるが、1879（明治12）仙北郡
書記となり、以後県警察部、横手署長、県警
察部第1・2課長をへて、1888（明治21）秋田
県庁庶務課長、1890（明治23）同参事官とな
る。その後高知・新潟・広島各県警察部長を
歴任。退官後、札幌区長（市長）に就任。また
漢詩人でもあった。i罰5㊧4
赤堀又次郎　あかぼリ・またじろう　㊧書誌
学者⑪1897（明治30）上田万年が東大に国語研
秋月左都夫　あきづき・さとお　璽外交官舎
1858（安政5）．2－？客旧名水築六三郎㊤宮
崎県②司法省学校塗1884（明冶17）司法省御用
　　1892（明治25）外務省参事官、1894（明治
27）文部省参事官をへたのち、1896（明治29）一
等領事として釜山に就いたのをはじめとして
各公使館書記官や特命全権大使などを歴任。
1915（大正4）から1917（大正6）まで宮内省御
用掛をつとめる。⇔99⑭3、4
秋野孝道　あきの・こうどう　V？，僧侶（曹洞
1宗）1㊥1858（安政5）－1934（昭和9）．2脅号黙
‘照円通禅師㊤瀞岡県⑤曹洞宗専門本校㊧西有
穆山・総持寺・天徳寺・大洞院などで研讃し
たのち、曹洞宗大学林の学監・教頭をへて、
119⊂｝2（明治33）総監となる。1905（明治38）永平
寺の後堂となり、1909（明治42）曹洞宗大学長
となる。1916（大正5）可唾斎寺主、ついで総
持寺の西堂、小田原最乗寺寺主を歴任し、
1929（昭和4）総持寺貫主となる。1930（昭和
　5）曹洞宗管長となり、黙照円通禅師の勅号1
を授けられる。正法眼蔵の研究者として知ら
究室を創設したとき保科孝一とともに助手に1れる。㊧「正法眼蔵講話」⑥01③2・3・4・5
任じられる。聾「国語学書目解題」東大蔵ll
版1902、「日本文学者年表」1902㊨30⑨2、
3、4、5
赤松照憧　あかまつ・しょうどう　（璽僧侶、
社会事業家㊥1862（文久2）－1921（大正10）客
秋山澄栄　あきゃま・ちょうえい　⇔僧侶⑨
千葉県長禅寺、見徳寺の住職をつとめる。1894
（明治27）から1895（明治28）の離加末功労者と
して賞せられる。㊨24⇔1
ー?
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人名辞典
11　辞典の基礎となった名簿（資料）につい
　て
　　その人物がどの名簿に記載されていkの
　かをつぎの基礎名簿一覧にもとづき苫の記
　号の後にコード番号を記した。
基礎名簿
1「本館特別貰成者井剖立寄附者1（1’天則』
第四編第六号号外　哲学館専門科二十四
年度報告）　　　　　　　　　　　　‘
2哲学館等の講師職員関係　　　　　　　1
　iz「哲学館講義録第二年級第一期三＋三i
　　　　　　　　　　　　　　（明治22号号外 哲学館移転式始末」
　年11月）　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　2「哲学館講師生徒姓名録」　（明治23年
　　6月）　　　　　　　　　　　　　｝
ぽ「天則第四編第六号号外　哲学館専門
　科二十四年度報告」（明治25年1月）　i
④「哲学館正科講義録第七号号外　哲学
　館報告　明治二十六年度」（明治27年1
　月）　　　　　　　　　　　　　　1
⑤「哲学館規則」（明治30年9月）
⑥「哲学館明治三十年度報告」（明治30年
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　7月）
⑦「哲学館三十一年度報告」
⑧「哲学館規則」（明治31年8月）
⑨「明治三十二年六月報告　哲学館講師
　及生徒一覧　京北中学教師及生徒一1
　覧」（明治31年12月）
⑩「哲学館々外員規則　即講義録規則」｝
　　（明治32年2月）　　　　　　　　　　1
⑪「私立哲学館大学学則」（明治36年）　‘
⑫「哲学館大学同窓一覧」（明治37年）　、
⑬「東洋大学同窓一覧」（明治41年2月）
⑭「東洋大学同窓一覧」（明治43年12月）
Is6麟‡認㌶梁㍑窒認1
慧；㌫㌶：菖認舗目
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⑲「東洋大学同窓一覧」（大正5年12月）
⑳「束洋大学一覧」（大正9年12月）
3r結婚通知人名』第一号
4『結婚紀念帖』乾一元、乾一亨、坤一利、
　坤一貞、帖外
5了井上円了先生』（東洋大学校友会、大
正8年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
7．　経歴について
　　その人物の業績等が明確に分かるよう…
　に、編年形式で窪の記号の後に記した。　・
8．著割こついて　　　　　　…
　　著書の主なものを書の記号の後に記し
　た。全集、著作集を記載して、個々の作品‘
　名を省略した場合もある。
9．　参考文献について
　　その人物を理解寸る⊥で参考となる文献1
を◎の記号の後に記した。　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘10．本文を記述する上で参照した資料につい‘
　て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　辞典作成にあたって、いくつかの資料を
　参照した。つぎの参照資料一覧にもとつい
　て、このうちの主なもののコード番号を貧
の記号の後に記した・なお・縮で半！肌
　たもののコード番号は「99「である。　　1
　本文を記述する上で参照した資料
　0工『コンサイス人名辞典』日本編（三省堂、
　　1976年）　　　　　　　　　　　　1
　02『教育人名辞典』（理想社、1962年）　　1
　03『近代日本哲学思想家辞典』（東京書籍、
　　1982年）　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘°4『日本近代文学大事劇（講談社・ユ977「
　　年）　　　　　　　　　　　　　　　．
　05『日本人名大事典」（平凡社、1979年）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　06『明治維新人名辞典」　（吉川弘文館、］9
　　82年）
　07『世界人名辞典』東洋篇（東京堂、ユ966
　　年）　　　　　　　　　　　　　　i
　O8r日本社会運動人名辞典』（青木書店、1gi
　　79年）
　09『日本近現代史辞典』（東洋経済新報社、
　　ユ978年）　　　　　　　　　　　　　　；
　10了日本史総覧』（新人物往来社、1984年）1
　11i大正過去帳』（東京美術、1973年）　　‘
　12『昭和物故人名録』（日外アソシエーツ、
　　］983年）　　　　　　　　　　　　　‘
4
　　　　　　　　　　　　　　人名辞典
13了国会大鑑』衆議院篇（産業経済社、19
　54年）
14『青森県人名大事典」（東奥日報社、1970
　年）
15汗火田人名大事典』（秋田魁新報社、1974
　年）
16『群馬県人名大事典』（上毛新聞社、1982
　年）
17『岩手百科事典』（岩手放送、1978年）
18『茨城県大百科事典』（茨城新聞社、19Sl
　年）
19『石川県大百科事典』（北国出版社、1975
　年）
20『山形県大百科事典』　r山形放送11983
　年）
21丁山口県百科事典』（大和書房、1982年）
22『徳島県百科事典』　（徳鳥新聞社11981
　年）
23了宮崎県大百科事典コ（宮崎日日新聞社、
　1983年）
24r智山人名辞典』　（山喜房仏書林、1972
　年）
25r法華宗年表』（法華宗宗務院、1972年）
26『浄土宗大辞典』（浄土宗大辞典刊行会、
　1974年）
27『密教辞典』（法蔵館、1975年）
28r日蓮門下仏家人名辞典』（国書刊行会、
　1978年）
29『禅学大辞典』（大修館害店、1978年）
30r忘れ得ぬ国文学者たち』（石文書院、19
　73年）
3／r世界大百科事典』（平凡社、1981年）
32『新潟県大百科事典』（新潟日報事業社、
　1977年）
33r和歌文学大辞典』（明治窯院、1962年）
34「人物情報事典83』（日外アソシエーツ、
　ユ983年）
35『愛知百科事典』（中日新聞社開発局、19
　77年）
99　電話と質問紙による調査
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裁蔑燕嶽鑑驚糊1㌶㌫ぽ巖騨舗本学
人緋障）典を中心、。して経醗調べtt’．’
?
ﾅ後｝・，　。の人辮難第三部会力・迦て
残・た棚者の中で離できる人について Pし’る「井上円了のデータバンク」の一頒と
はt電話や郵送等によって全国の大学、会社　して、書誌、年譜資料とともに入力されてお
等の団体、寺院、個人の方に調査票を送付す
る方法をとった。調査にご協力を頂いた方々
を記して、謝意を表したい。
　調査協力者一覧　　　（五十音順、敬称略）
　り、資料の提供方法を現在検討中である。
．なお、さらに名簿の充実を期するため、巻
，末の一覧表の中で経歴不明者についてご存知
．の方?f欝麟よ罪丸
　団体一大阪大学、お茶の水女子大学i外1
務省、学習院大学、鹿児島大学、金沢大学、
国立京都工業試験場、宮内庁、熊本大学、京
華学園、京北学園（大坪健）、神戸大学、高野
山大学、樟蔭学園漠宗大谷派宗務所企画室、
信州大学、千代田女学園高等学校、筑波大学、
鯨嬬鶴大学・長噺聞社・織贈11・簗灘1難麟ll璽｝
銀行、安田火災海上保険（株）、山口大学、や1
まと新聞社、横浜国立大学
　寺院一安養寺、井波別院瑞泉寺、高貴寺、
光久寺、耕田寺、西福寺、勝福寺、称仏寺、1
慈光寺、浄願寺、浄泉寺、浄福寺、専明寺、
誕生寺、長円寺、忍法寺、伯東寺、満覚寺、
妙行寺、無量寺、唯明寺、了心寺
　個人一高橋友二郎、関根瑛懸、伊東一夫‘
　この人名辞典の作成にあたりつぎの方にご
協力を頂いた。
　結婚記念帖の複写、名簿の整理では井上信
子、井上民雄の両氏、記念帖の複写や名簿化
では東洋大学創立100周年記念事業事務局の
夫氏、以上の方々に多大なご協力を頂いた。
記して謝意を表したい。
　また、名簿整理、経歴i調査、コンピュータ
への入力など、今回の辞典作成の全体にわた
東洋大学社会学部第八研究室内
井上円了研究会第三部会
Tel　O3－945－7441
凡　　例
　　見出しについて
　＊原則として現代かな使いにより、漢字と
　　平がなで示した。
　＊漢字は原則として常用漢字、新字体を用
　　いた。
　＊配列は姓の五十音順とし、同姓の場合は
　　名前の五十音順とした。
2．年号について
　　西暦を中心にし、生没年や経歴では西暦
　と日本年号を並記した。
3．　基本規定について
　　その人物を総合的に表わす専門分野、職
　分を、＠の記号の後に記した。一つで表現
　が困難な場合は二つ以上記した。
4
??
鈴椎紙・纏等の調敵はじめ資糎理1
等の全般にわた・て東獣学図舗の1埼村俊「6・
生没年について
生没年を奮の記号の後に記した。
別号㊧号について
別号、号、通称等については㊧の記号の
後に記した。
　学歴について
　最終学歴を⇔の記号の後に記した。卒業
年が分っている場合はカッコの中に西暦を
記した。学校名については現在の略称で表
わしたものもある。
3
231
???????
??????????????????? っ 。 『??』 、?? 、?? ?????? 、?? ??? 。???? 、?、 「? 、 」?? ? 、? 、?? 「 」 っ 、?? 、?? っ ??? 。 、 ??? ??? 。?????? ??????、
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正誤表
? ?
誤 正
73 12 r南船北馬』 「南舶北馬」
73 17 「東洋大学広報」 r東洋大学報』
138 16 1馬宗羅 1羅馬宗
197右下3 幼名宗吉、 ㊥幼名宗吉、
219右上5 （明治7）・10一 （明治7）．10一
1916　（大正5）・71916　（大正5）．7
231右下8 別号㊨号にっいて 別名・号にっいて
231右下7 別号、号、 別名、号、
東洋大学
井上円了研究会
第三部会
